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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　～ガールズトーク・タイム（パジャマパーティ編）～







「それじゃ夏休み突入を祝して」

「かんぱーいっ！」

「乾かん杯ぱい」

　カチンッ！

　冷えたグラスが打ち合わされる硬質で心地よい音色が響く。

　ガラスのローテーブルの上にはペットボトルと、甘いチョコやら塩味のポテチやら何種類ものお菓か子し。

　それを囲むのは三人の少女。

　星ほし川かわ早少女さおとめのマンションでは、まだ夕方にもなっていないというのにパジャマパーティが開かれていた。

「それにしてもこのように日の高いうちからみんな寝間着で集まるというのは、何だか変な気持ちですわね。何だかいけない事をしているみたいで……ちょっとドキドキしてしまいますわ」

　アイスティの器を両手で包むように持っているのは天てん弓きゆう院いん真さな愛え。ゆったりした膝ひざ丈たけワンピースタイプの白いルームウェアで、座布団の上で膝ひざを折っている。

「そんなモンかなぁ。あたし、家だと部屋着と寝間着、両方コレで済ませちゃってるから、別に何とも思わないけど」

　ベッドに腰掛けてポテトチップスを頰ほお張ばりながら、氷ひ魚お鷹たか奈なは大きく盛り上がったジャージの胸元を引っ張った。中学時代の学校指定のものを流用しているので、大きな名札が縫ぬい付けてある。

「それを言ったらボクなんか、引きこもり時代は一日中だったよぉ」

　苦笑する早少女さおとめが着ているのは、淡い黄色地にピンクのドットを散らしたシンプルなパジャマだ。

　まだ早い時刻からこうして集まっているのは、三人それぞれの学校で今日が一学期の終業式だったからだ。

　先だって早少女の妹・鈴りん音ねのせいでなりゆき上パジャマパーティになりかけた事があったけれど、次の日が普通に学校だったので残念ながら夜よ更ふかしはできなかった。

　だから今日は改めてきちんと食べ物飲み物はもちろん、それぞれ寝間着も持参して集まったのだ。

　もちろん理由はそれだけではないのだけど──。

「ん～っ！　さすが絶品っ！」

　プチケーキを頰ばって早少女が舌した鼓つづみを打った。

　今日のお菓か子しは普通にコンビニで売っているようなメーカー品ばかりではない。予約なしでは入手困難、銀ぎん座ざの超一流パティスリーの手作りスイーツも並べられている。もちろん提てい供きようしたのは真さな愛えだ。

「なんか申し訳ないな。場所は早少女だし、真愛は美お味いしい食べ物用意してくれたし、あたしはただのお客で」

　とか言いながら鷹奈もケーキを摘つまんで、指先に残った白いクリームをぺろりと舐なめとる。

「お気になさらずに。参加していただいただけで嬉うれしいですわ」

「そうそう。やっぱりこういう時は三人揃そろわないとね」

　一瞬、二人の言葉が微かすかに上うわ擦ずる。

　鷹奈も笑っているのだけど、片頰が微妙にひきつっていた。

「あ、そうだ。早少女、せっかくだから録画見せてよ。出てる奴やつ」

　微かに濁にごった空気を払うみたいに、鷹奈がＡＶラックを指さす。

「えーっ、恥ずかしいよ」

「何をおっしゃいますの。早少女さんは本職なのですから、こんなところで照れてどうするのです？　立派なお仕事をなさっているのですし、堂々と胸を張って披露すればよろしいではありませんか」

「……じゃ、じゃあＢＧＭ代わりって事でね。音がないと寂しいから流すだけ！　あんまりまじまじと見ないでよ」

　頰ほおをピンクに染めて、早少女さおとめはＤＶＤをプレイヤーに入れて再生する。

　テレビの大画面に映し出されたのは、早少女が『さつきほしみ』の芸名でレギュラー出演している教育番組『たのしい大実験』だった。

　科学実験の実写映像の合間に、ポップなデザインの人形たちの芝居がインサートされている小学生向けの教育番組だ。

『いーや、オレにはどっちも同じ明るさに見えるぞー！　ちゃんと数字で分かるようにしろよ！』

『じゃあこのモーターにつなげてみましょう。それで巻き取った紐ひもの長さを比べればはっきりするわ』

　交流と直流の違いを頑として認めようとしない男の子に、早少女演じる女の子が別の実験方法を提案する。頑がん固こで意地っ張りな男の子を納得させるため、女の子の方がいろいろと実験の方法を工夫するのがこの番組の基本パターンだ。

「へぇ～」

「子供向けのものも、こうして改めて鑑賞すると楽しいですわね」

　ＢＧＭ代わりという話だったのに、実際には鷹たか奈なも真さな愛えもしっかり画面を注視している。

「や、やっぱりちょっと照れくさいっていうか……」

　テレビから目を逸そらして早少女は、まるでハムスターみたいにチョコクッキーを端からカリカリ削り取るように食べていく。

「日頃の早少女さんとは全然雰囲気が違いますよね。やっぱり本職のお仕事というのは違いますわ」

「これで恥ずかしがってどうすんのさ。『幻ソワ』だっけ？　今やってる仕事だとクラスメイトとかも見そうじゃない？」

「そ、そうなんだけど……。単にどこかで誰かに見られているっていうのは平気なんだよ。でも、自分の目の前でっていうのはちょっと違うよぉ」

　早少女は真っ赤な顔を手のひらで覆おおい、くねくねと体をよじる。

　もちろんプロだから日本中にたくさんの視聴者がいるのが前提だし、家族や友達が見ているのも知っているが、自分自身が一緒に見るというのはやっぱりむずがゆい。

　今まではファミリー向けや児童向けの作品ばかりだった早少女だが、マニアックな人気マンガが原作の美少女伝奇アクション『幻げん葬そうのソワレ』という深夜枠アニメに準主役として出演が決まり、既すでに収録も進んでいる。

　芸名だし、学校では芸能活動を秘密にしているから気づかれないだろうが『たのしい大実験』や『なかよしベイビー』に比べると高校生の視聴者が増えるのは確実だ。

「でもさ。大変だよね。夏休みも、あまり遊べないんでしょ？」

「うん。でもボクが好きでやってる仕事だし。今回のオファーは大きなチャンスだから頑張らなきゃ」

　鷹たか奈なに答えて、早少女さおとめは顔を隠していた手を外して、グーに握りしめた。

『幻ソワ』は高校生の早少女だけでなく、主演声優も現役大学生なので収録スケジュールは土日優先で組まれていた。これから夏休みで学生の二人が動きやすくなるため、収録はもちろん取材なども増える予定になっている。

　高校生・星ほし川かわ早少女にとっては夏休みであっても、声優・さつきほしみはますます忙しくなるシーズンなのだ。

「でもさ」と鷹奈が心配そうな表情を浮かべる。

「仕事好調なのはいい事だけど、雑誌のグラビアとか出るとその……また変なのにつきまとわれたりするんじゃない？　最近は声優のおっかけの中にも困った奴やついるって話だし」

　早少女は子役時代にストーカー被害に遭あい、それが原因で一時芸能活動から退しりぞいていた。中学の頃、不登校で引きこもっていたのもそのせいだ。

「うん。まあ、心配だけど今は芸名も使ってるし、スタジオの出入りの時も用心してるから多分大丈夫だよ、きっと」

　口ではそういうが、早少女自身心の底から安心している訳ではない。

　鷹奈が指摘した通り、人気のある女性声優をつけ回してプライバシーまで探り当てようとする困ったファンがいるのは事実だ。

　何より、子役時代のストーカーが再度早少女の前に現れたりもしている。

　幸い一かず大ひろが助けてくれたから大事には至らなかったが。

「それでしたら、わたくしの方から護衛の者を回しましょうか？」

　グラスをテーブルに置いて、真さな愛えが微笑ほほえみかける。

「え？　嬉うれしいけど、さすがにそこまでしてもらうのは……」

「お気になさる事はありませんわ。ちょうど訓練中の班がありますから、その実地研修を兼ねてという事であれば、志し束づかおばさまも承知してくださるはずです。第一線でお仕事をしている早少女さんは、わたくしの憧れでもあるのですから」

　もちろん学校などでは付きまとわない。あくまでスタジオの行き帰りやその後の自宅周辺などでの安全確保のためと真愛は説明する。

「せっかくの早少女さんのお仕事がつまらない理由で台無しになるのは、わたくしとしても我慢できないのです。念には念をという言葉もありますし、友達からの厚意として受け取ってはいただけないでしょうか」

「ありがとう！　真愛がそこまで言うなら、甘えさせてもらう」

「では、夏休みに入ったら人を回しましょう。仕事に無関係の、余計な男性が近づいたりしないようしっかり警護させますわ」

「ありがとう。恩に着るよ！」

　瞳を潤ませて、早少女さおとめは真さな愛えの手を握った。

「早少女に変なちょっかい出すような奴やつはあたしがぶっ飛ばしてやりたいけど、さすがにいつも側そばにくっついてる訳にはいかないもんね」

　鷹たか奈なも拳こぶしをぐっと突き出して不敵に笑う。

「ボクとは逆に真愛はバイト減らすんでしょ？」

「ええ……。不本意ではありますが」

　社会勉強のために真愛はメイドカフェ『スウィート・ドロップ』でアルバイトしている。普通なら夏休みでシフトを増やすところだけど、家庭の事情でそうもいかない。

　志し束づかと一緒に親しん戚せきへの挨あい拶さつ回りだとか、財団が主催したり後援したりしているイベントへ顔を出すとか、こっちも日頃は学業優先で疎おろそかにしていた用事を片づけなければならないのである。

「二人とも大変だよね。その点あたしは、夏休みは思いっきり羽のばせるもんねー」

　思いっきり嬉うれしそうな顔で、鷹奈は何度もうんうんと肯うなずく。

　笑顔の理由は、単にヒマで自由だからという事ではない。

　彼女たち三人はそれぞれの事情で、八や木ぎ本もと一かず大ひろをニセ彼氏にしている。

　もっとも『ニセ彼氏』と言いつつ、実際の気持ちはどうなんだと問い詰められると全員返答に詰まるというか、もはや単なる建前だけになっている。

　ただし、建前というのは表向き尊そん重ちようしなければならないという意味でもある。

　夏休み期間中は彼氏役を頼む大たい義ぎ名めい分ぶんがないという点では三人ほぼ対等だが、一大と逢あうチャンスではお隣さんの鷹奈が圧倒的に有利になるのだ。

「ま、まあ女の子同士のつき合いも大事だし、鷹奈がヒマならボクも仕事がない時は一緒に遊びたいなっ！」

　声優らしくもなく、早少女の語尾には無駄な力が入っている。

「そうですわ。わたくしもなるべく時間を作りますから、鷹奈さんや早少女さんと一緒に出かけたりしたいですわね。ええ、それはもう心からそう思いますわ」

　真愛が言う通り、それは本心からの望みなのだろう。動機の方は額がく面めん通りでないにせよ。

「む、無理しなくていいよ。早少女も真愛も忙しいんでしょ？　あたしはあたしで、他の友達と遊びにいくから大丈夫」

　答える鷹奈の笑みもひきつった。

　もちろん『他の友達』が誰を指すかなんて、いちいち実名を出さなくても三人とも承知している。

　その『友達』──一大は、今はクラスの男子と一緒に『夏休み突入カラオケ大会』の最中だ。誰の発案なのか、彼女がいる者もいない者も男子は全員が強制参加というルールである。

　夕方過ぎにはお開きになる予定だが、一かず大ひろがそのまま帰宅すると鷹たか奈なのテリトリーに彼を送り込む事になる。だからクラスの動きを知っている早少女さおとめの発案、真さな愛えの協力でこのパジャマパーティが催もよおされたのだ。

　少なくとも、これで一晩鷹奈を足止めできる。

　自分が得点できないのなら、次善の策として相手のチャンスを潰つぶす。一番有利な者の足止めをするためには一時的に協力する──マルチプレイヤーゲームの基本である。

「ま、もう一緒に海に行くのは決まってるんだし、後で二人にもたーっぷりおみやげ話とかするよ。あいつは一度約束した事を簡単に破ったりしないもんね～」

　二対一の不利な戦況を跳ね返すように、鷹奈は胸を張って宣言した。豊かなバストがジャージの下で弾はずむ。

「そ、そうですわね。誰にでも誠実な方ですから」

「う、うん。そういうところがみんなから信頼されてるんだし」

『誰にでも』や『みんな』にアクセントがついている。

　言葉に詰まる理由を求めているみたいに、真愛も早少女もお菓か子しに手を伸ばす。

「そーだよねー。あたし、この間も約束の通りに買い物つきあってもらったし。あいつがそういう奴やつだって事は、あたしが一番よく実感として分かってるもん」












　勝ち誇ほこるみたいに鷹たか奈なは更に唇くちびるの端をつり上げる。あの日の事を思い出すと、嬉うれしさが抑えられない。一緒にショッピングに出かけた思い出が、頭の中に鮮明に蘇よみがえってくる。

　いや。鷹奈だけではない。

　早少女さおとめも真さな愛えも、それぞれ夏休み突入直前に一かず大ひろと交わした言葉を思い出していたから、今この瞬間の会話が途切れてしまう。

『もう無駄な意地を張ったってダメよ。実験ではっきりしたんだから、ちゃんと現実を受け入れなきゃ』

　ただ早少女声ごえの人形が相方を叱しかるソプラノだけが響く中、三人はそれぞれの記憶をたぐり寄せていた。





第１話　夏休みに向けての諸注意があります







　高校生男子の一人暮らしというのは何かと面倒だ。

　炊すい事じや洗濯も自分でやらなければならないし、掃除も大変だ。

　特に八や木ぎ本もと一大の場合、家族不在の自宅を守っているものだから、一軒まるごと守備範囲で清掃だけでも結構な仕事量になる。

　それでも休日の朝、誰にも邪魔されずに惰だ眠みんをほしいままにできるのは特権だ。

　もうすぐ一学期も終わる。

　カーテンを透かして初夏の陽光が差し込む中まどろんでいると、自分が起きているのかまだ眠っているのかの境さえあいまいだ。体温が柔らかい布団と溶けあって、自分がベッドの一部になってしまったみたいな錯さつ覚かくを覚える。

「カ～ズッ♪」

　ぽふんっ！

　心地よい時間は、陽気な声と弾力で破られた。

「……ふあ……？」

　重いまぶたを何とか上げると幼なじみの鷹奈が布団の上に跨またがり、ベッドのスプリングでぽよんぽよんと全身を弾はずませている。

　動きに合わせて、笑顔の後ろで結ばれたポニーテールが楽しそうに躍っていた。

「早く起きてよ！　今日は一緒に買い物行く約束でしょ？」

「ん……？　あ……？　わ、悪いっ！　すぐ準備する！」

　うっかりしていた。

　先だって早少女さおとめの妹のせいで変な勘かん違ちがいをされそうになった時、次の休日にはつきあうと約束していたのだ。

　もちろんそれだけでなく、格闘技を教わったりいろいろ世話になっている割には最近ちょっと不義理気味だったし。

　彼女を待たせたりしないようちゃんと目覚ましをかけていたはずなのに、あまりに気持ちよくて二度寝してしまったのか。

「……あ、あのさ。その……まず、下りてくれないか？　このままだと起きられない」

　それに横たわる男の胴どう体たいの上に女の子が跨またがっているというこの姿勢は、いろいろとよからぬ事を連想してしまうじゃないか。鷹たか奈なは気にしていないみたいだけど。

　何しろ一かず大ひろはつい先だっても、ラブホテルで女の子に襲われて馬乗りされるという体験をしてしまったばかりなのだ。

「あ、ごめんね」

　当たり前の事に気付いて、鷹奈は照れ笑いしつつベッドから下りた。

　Ｔシャツの上に白い麻あさのサマージャケットを羽織って、胸元にはイルカのピンズなんか飾っている。青いデニムのミニスカートは、どういう訳か最近ちょくちょく目にする彼女の一いつ張ちよう羅ら。

　布団をはね除のけて起き上がり、一大はじっと鷹奈を見つめる。

　鷹奈も、緊張した面持ちで一大を見つめている。

「……」

「……」

「えっと、その……鷹奈、ちょっと出てってくれないか？　着替えるから」

「えっ？　そ、そうだねっ、ごめんっ！」

　頰ほおを染めた鷹奈が飛び出し、バタンとドアが閉められる。

「ふぅ……」

　小さくため息をつきながら、夏用の半はん袖そでパジャマを脱ぐ。

　何しろ親同士が親友で家もお隣さん。生まれる前からのつき合いで、互いの家の合い鍵も持っている。勝手に上がり込むなんてのは当たり前だし、小さい頃は一緒に寝た事だってあったりする。

　もちろん単に同じ布団に入って睡眠したという意味。それ以外のニュアンスはない。

　だけどお互いもう高校生だ。

　現に鷹たか奈なだって風呂上がりを見られて怒った事があるし。

「……そのくせオレを力ずくで脱がすのは平気だったりするんだよなぁ……」

　前に変な古着屋に連れて行かれて、無む理り矢や理りどこぞの世紀末救世主みたいな格好をさせられた事を思い出す。

　あの時に比べるとこっちの裸を見ないし、ちょっと恥じらっているみたいだし、あいつもそれなりにお年頃らしくなってきたらしい。

　どういう心境の変化かは分からないけれど。

　そう言えばデートというほどじゃないにしても鷹奈と一緒に出かけるのだから、それらしいスタイルにした方がいいのか？

　今回は見せつけるためじゃないにしても、知り合いとばったり出会ったりした時に前回とあまりにキャラが違っていたらごまかすのが大変だ。

　とは言ってもさすがに肩にプロテクターがくっついた革ジャンというのは羞しゆう恥ちプレイすぎる。もう夏だから暑いし。

　考えた末に、派手なロゴがプリントされたＴシャツに黒のデニムを合わせて、ほんの少しワイルドっぽい雰囲気でまとめる。これならまあ何とか言い訳できるだろう。出来ればもう少し胸板とか肩幅が欲しいコーディネイトだけど。

「お待たせ」

「う、うん……っ」

　部屋を出ると、鷹奈はずっとドアの前で待っていた。

「あ、あのさ……。カズ、そういうのも似合ってるよ。ちょっとカッコいい」

「そ、そうか？」

　いきなり褒ほめられると、戸惑ってしまう。そもそも鷹奈は自分のはもちろん他人のも、ファッションについては無む頓とん着ちやくな方だったのに。

「じゃ、じゃあ……行こ！」

　妙にしおらしい鷹奈と、肩を並べて外へ出る。

　子供の頃はよく一緒に出かけた。けど中学になって学校が別々になってからは、家では前と変わらず一緒に食事したり宿題を手伝ったりしているけれど、二人揃そろって外出するというのはほとんどなかった。

「な、なんだか家族っていうか……夫婦とか何だかそんな感じだよねっ！」

「ん？　まあ、家族って言われたらそんなモンだよな」

　親同士が親友で、物心つく前からのつき合いだからほとんど兄妹きようだいみたいなものだ。

　お互いの学校の事とか他た愛あいもない会話を交わしながらバスで駅前の繁はん華か街がいに赴おもむき、市内随ずい一いちの複合商業施設・スカイアーチに到着する。

「前はここに来た時はプロレス観戦だったよな。あの時は途中で何度も席外しちゃってごめんな」

「べ、別にいいよ。事情があったんだし。人助けだったんだし」

「そ、そうか？」

　どうも腰のあたりがむずむずして落ち着かない。

　ニセ早少女さおとめによるキス疑惑の際にもこっちの説明を素直に飲んでくれたり、最近鷹たか奈なの物分かりが良すぎる。

　もちろんニセ彼氏三みつ股またという苦く境きように置かれている身としてはしつこく追及されたら困るのだけど、妙にスムーズに納得されるのも、何か不自然で気にかかる。

　いや。上う手まくいってるのを気にしすぎるとかえって墓穴を掘ってしまいそうだ。

　単に最近の一かず大ひろの言動に鷹奈が慣れて、何度も繰り返されているような事例にはいちいち細かいツッコミを入れなくなっただけと考えればいいのか。

「な、何ぼんやりしてんのさ。早く買い物行こうよ」

　ぎゅっ！

　鷹奈が手を握り、ブランドショップに向かって歩き出す。

「う、うん」

　幼なじみで、手をつなぐなんて今さらなのに妙に気恥ずかしい。

「プロレスはともかく、鷹奈とこういう買い物するなんて、ちょっと意外っつーか、変な気分だな」

「あ、あたしだってもう高二だし、少しはおしゃれしたっていいじゃない！」

「わ、悪い」

　いつもジャージ姿でぐーすかイビキ立てて寝ている姿とか、サンドバッグを蹴けってる姿とか、ご飯をもりもり食べている姿ばっかり見ていると忘れそうになるけれど、鷹奈だって年頃の女の子。

　本当に好きな相手はまだいないにしても、彼氏役を仕立てるくらいには色いろ恋こい沙ざ汰たの事も考えているのだし。

「そう思うのなら、ちゃーんとかわいいの見立ててよね」

「お、おう」

　実は鷹奈のコーディネイトというのは結構難度が高い。

　武道で鍛きたえているだけあってボディラインにメリハリがあるのはいいけれど、身長が低いのでトータルバランスをよく考えないと太って見えちゃうのだ。

　定番はボリュームあるバストを強調するフィット感の高いタンクトップにボレロあたりを合わせて余裕感とアクティブさを出すという今着ている路線。

　ただしそればかりだとワンパターンだし、鷹奈自身がかわいく女の子らしい格好をしたがってるのだから、その要望に応こたえなければ。わざわざファッション誌で下調べもしたのだし。

「あ、あの……やっぱりこういうのはダメかな？」

　鷹たか奈なが選んだのはコットン素材でレース製の大きな襟えりが付いたサマーブラウスと、やはりレースで飾られた赤いフレアスカートというガーリーな組み合わせだった。

「んー……。雑誌見た時も言ったけど、こういう路線ってお前には難しいと思うぞ」

「で、でもさ。実際に着てみると案外いいって可能性もあるじゃない？　試着してみるだけなら」

「まあ、本人がどうしてもって言うなら……」

「じゃあ試してみるねっ！」

　そう言って試着室に入った鷹奈は、すぐに着替えてカーテンを開けた。

「……ど、どうかな……？」

　ただ、その笑顔はぎこちない。

　既すでに鏡で確かめ、今一つ似合っていないのを自覚してしまったのだろう。

　少女趣味でシンプルすぎるコーディネイトは、鷹奈のメリハリある体型とはミスマッチだし、背の低さを悪い意味で強調しているような印象さえある。

「……やっぱりあたし、女らしいのは似合わないのかなぁ……」

　俯うつむいた唇くちびるから漏れた声が力弱い。

「ま、待て！　そうじゃない！　大丈夫だ。下調べの時も言っただろ。今日はこの間の埋め合わせなんだし、オレが責任持ってお前に似合って女らしい奴やつをチョイスしてやる！　女らしさにだっていろんな切り口があるんだし！」

　こんな風に落ち込んでるなんて鷹奈らしくないし、こっちだって悲しそうな顔は見たくない。

　おとなしめのスタイルでは、彼女の体型に負けてバランスが崩れてしまう。むしろちょっと派手すぎると感じるくらいのインパクトあるものの方がいい。その上でスカートタイプで、女の子らしいかわいさを出せるとなると──。

「これなんかどうだ？」

　一かず大ひろが探し出したのは、鮮やかなブルーにトロピカルフラワーの大きなプリントを大胆に配したミニのワンピースだった。袖そで口ぐちや裾にさりげなくあしらわれたフリルがアクセントになっている。

「こ、これ？　こんなの、あたしに似合うかな？」

「大丈夫だ。オレを信じろ！」

「カズがそう言うなら……」

　再び試着室のカーテンが閉められ、ごそごそと蠢うごめく気配だけが伝わってくる。

　それが、途切れた。

「……ちょ、ちょっとカズ、お願い！」

　中から声がかかった。

「これ、背中のファスナーが上がんないの。中、入って！」

「えっ？　ちょ、ちょっと！」

　いきなりカーテンの向こうから手が伸びたかと思うと、抵抗する間もなく中に引きずり込まれる。

　本来一人用の試着室は、触れあわないのが難しいほどの狭さだ。

「手伝って！」

　向こうを向いた鷹たか奈なの白い背中、そしてそれより更に白いブラのストラップが、ワンピースの鮮明な青の間からＶ字に覗のぞいている。

「て、手伝ってってお、おまっ……」

　風呂上がりのバスタオル一枚で遭そう遇ぐうしたのに比べるとずっとソフトだけど、本来他人が入らない空間に引きずり込まれるというのは緊張するというか興奮するというか。

「わ、分かった」

　焦って上う手まく動かない手を必死になだめて、鷹奈本人には触れないようにしてファスナーを上げる。

「ちょ、ちょっと胸きついかも。どう？」

　くるりと振り向いた鷹奈が、至近距離で微笑ほほえむ。

　普通ならインパクトの強すぎるプリントだが、鷹奈の立体的なボディラインはその迫力に負けず、逆に絵が自然に歪ゆがむ事で形良い胸を際だたせている。

「うーん……いいんだけど、ちょっとサイズがキツいか？」

「そ、そうかな？　じゃあもう一つ大きい奴やつか」

「いや。それだとスカートが長すぎる」

「カ、カズってばあたしのスカートが短い方がいい訳？　や、やっぱり男の子としては、何かの弾はずみにそ、その……ぱ、ぱんつが見えるような服がいい訳？」

　眉がきゅっとつり上がったけれど、変に落ち込むよりは鷹奈らしい力強い表情だ。

　彼女には以前、部屋に置いていたえっち本を目撃されている。

　そのえっち本の素性というか、入手経緯が普通でなかったのだけれど。

「ま、待てっ！　単純にそういう話じゃない！　バランスの問題だ！」

　大慌てで説明する。

　あまりフィットすると胸の大きさが強調されて、明るさやかわいさよりもセクシーさが過剰になってしまう。

　しかし何も考えず無造作にワンサイズ上にすると今度はスカート丈が最適からズレて、背の低さがマイナスに作用する。合ってないものを無理に着ているちんちくりんな感じが出ちゃうのだ。

「……あー……そういう事なんだ。ご、ごめんねっ。あたし、そういうのに無む頓とん着ちやくだったからっ！」

　頭を下げたいのだろうけど、何しろ狭い。うんうん肯うなずく形で何度も首を振る。

「別にいいよ。これから覚えていけばいいんだし、そういう相談に乗るためにオレが一緒に来てるんだしな。まあいざとなったらワンサイズ上のを買って、スカート丈は顕あけ美みおばさんに直してもらえばいいし」

　幸い店員に確かめてもらったら、ちゃんと丈は同じで横のサイズ違いがあったので、試着の上でそれを購入する。

「じゃあ次のお店ね」

　すっかり機嫌の直った鷹たか奈なは、スキップめいた足取りでワンピース入りの紙袋を揺らしながら隣のショップに向かう。こっちは水着がメインだ。

「海に行く約束したんだから、水着も新しいのにしたいじゃない？」

「そ、そうだな」

「こっちは他の服ほど悩まなくてもいいし、あたしが自分でどんどん選ぶからカズの感想聞かせてよ」

　その言葉の通り、鷹奈は次々に水着を着替えて試着室のカーテンを開いた。

　体にぴったりフィットした競泳タイプはスポーティで健康的な魅力を引き出しているし、シンプルな黒ビキニはプロポーションの良さを際だたせている。派手な柄のパレオを巻いたスタイルも意外な華やかさがあった。

　だけど一かず大ひろの胸に最も響いたのは、最後の一着だった。

「こ、これ……どうかな？」

　淡い色づかいのボーダー柄が胸の形をより立体的に見せている。ボトムの方は股上が長めなのでビキニというよりはセパレート。胸元の大胆なデザインと上う手まくバランスを取っている。

　以前夢で見た──そして今でも覚えている鷹奈の水着によく似ていたのだ。

「い、いいんじゃないか？　すごく似合ってるよ、うん！」

　確かに鷹奈の性格を考えても、胸の大きさを隠すより強調する方がいいとは思っていたけれど、こうして目の前で強くアピールされると男の子としては目のやり場に困ってしまうのだ。

「カズが言うんなら、これに決めちゃう」

　シャッとカーテンを閉め、元の服に着替えて鷹奈が出てくる。

「ね。どうせ海に行くんだったら、小三の時に家族揃そろって行ったところがいいな」

　会計を済ませた鷹たか奈なから、恐れていた提案が飛び出した。

「ちょっと遠くないか？」

　九く比ひ戸と市は東京の西の外れ──海水浴場までは結構な距離がある。

　しかも鷹奈が言っているのは神か奈な川がわにある穴場のビーチ。当時は自家用車だったから最短距離を直行できたが、一かず大ひろと鷹奈だけで行くとなるとＪＲと私鉄とバスを乗り継いで三時間ほどの行程になる。

　単に海を楽しむだけなら、もっと近場もあるのだ。

「で、でも……あそこがいいな。カズと思い出もいっぱいあるんだし」

　確かにいろいろあった。

　下が柔らかいからと言って妹とのツープラトン攻撃を喰くらったり、砂に埋められたり、カニに挟まれたり、タコをくっつけられたり。

　沖にある小島まで鷹奈が猛スピードで一気に遠泳したのを、自分は浮き輪に体を通したまま砂浜に座って眺めていたりもしたっけ。

「せっかく海に行くんだから行き帰りに時間取られるより、向こうで遊ぶ時間が多い方がいいだろ？」

　実は穴場といっても、地図上の距離がそんなに遠い訳ではない。交通の便が悪いから夕方まで遊んでうっかりバスに乗り損なうと、その日のうちには帰り着けないなんて事になりかねないのだ。

　実際、昔両家族で出かけた時にはのんびり一泊したのだし。

「鷹奈とオレの間柄でもさ」

「あ、あたしとカズの間柄っ？」

「まあ、それでもさすがに高校生の男女二人で泊まりがけってのはマズいだろ？」

「あ、あ、あたしは別に構わないよ！　カズとだったら！　ほ、ほら！　昔みたいに夜に一緒に花火とかしたいしっ！」

「お前なぁ……」

　苦笑しながら、頭を搔かく。

　要するに鷹奈は自分を『男』『異性』として危険視していないという事か。

　まあニセ彼氏なんてのを頼むくらいだから、御しやすい安あん全ぜん牌ぱいという認識なのだろう。

　信頼されているのは嬉うれしいのだけど、ちょっと残念な気もする。

　じゃあ鷹奈と本当の彼氏彼女になりたいのかと問われれば、それもちょっと微妙なのだけど。

　もしも一人の女の子として今出会ったのなら、もちろん惹ひかれる。

　けれどずっと一緒で家族同然だから、今さら『そういう対象』として見るというのも上う手まくスイッチが切り替えられない。

　いわゆる『妹みたいなもの』かというとそれとも違う。

　何しろ一かず大ひろの場合は本物の妹がいるから、それと鷹たか奈なの違いというのもしっかり認識できている。

　いろんな意味で中途半端というか、すっきり分類したり他の何かに置き換えたりしづらい微妙な距離感の関係。

「お前は構わなくても、オレが親父おやじさんに怒られるだろ。普通に近いところで日帰り、それでいいよな？」

　鷹奈本人の圧倒的な破壊力とは比較にならないが、父の鷲しゆう介すけも一流の拳法家だ。しかも酔って漏らした本音によれば一人娘を溺でき愛あいしている。

　たとえ家族同然の幼なじみでも、外泊なんかしたらどうなる事やら。

「カズがどうしてもっていうなら仕方ないけど……やっぱりあたしは思い出の場所の方がいいなぁ」

「思い出って言っても、もう六、七年も前だろ？　あそこも雰囲気変わってても不思議じゃないぞ」

「で、でもさ。海が入れ替わったりする訳じゃないんだし、あたしとカズの思い出はあそこに残ってると思うんだ！」

「どうだかなぁ」

　六、七年というのは結構な時間だ。

　高校二年生にとっては、人生の半分近く。

　八や木ぎ本もと家や氷ひ魚お家があるあたりは住宅街で、一大たちが物心ついた頃から風景にほとんど変化はない。せいぜいが数軒のリフォームがあった程度だ。

　しかし同じ街の中でも、駅前はこの数年でいくつもの店やビルが消えてはまた建つ事を繰り返している。

　このスカイアーチだって、小学生の頃には存在していなかったものだ。

　放ほうっといても、頑張っても、地球は回って時は流れる。

　鷹奈が妙に色気づいたように、誰だって無邪気な子供のままではいられない。

　できるのは、時間がもたらすものを単なる『変化』ではなく『成長』にする事だけだ。

「そ、それでもあたしはあそこがいいのっ！　あそこに行きたいんだってば！」

　らしくもなく俯うつむいて唇くちびるを尖とがらせた鷹奈が、軽く床を蹴け飛とばす。

「まあ、まだ日取りも決まってないんだし、一緒に考えようぜ」

　とは言っても、鷹奈は時刻表が読めないし、交通情報サイトも上う手まく使えないから、結局のところプランは一大が立てるしかないのだけれど。




　まだ夏休みまでは少し日がある。

　鷹たか奈なとの買い物から週が明けて月曜日は『スウィート・ドロップ』のシフトだった。

「あの……一かず大ひろ様」

　客が途切れた仕事の合間に、厨ちゆう房ぼうの一大に真さな愛えが訊たずねてきた。

「間もなく夏休みになりますが、一大様はアルバイトの方はどうなさるのですか？」

「ん～、どっちかっていうと減らしたいんだけど……」

　洗ったばかりの皿を拭ふくキュッキュという音が、一大の手元で響く。

「……それはわたくしと一緒に働くのが嫌という事なのでしょうか？」

　見ると、真愛の目が潤んでいた。

「そ、そうじゃないよっ！」

　何ですか、その論理の大跳躍は？

「一学期はその……いろいろ忙しかったからさ。少しのんびり骨休めしたいし、勉強も進めておきたいし」

　もちろん『いろいろ忙しい』の中には、真愛に頼まれたニセ彼氏の件も含まれている。クラスメイトからキューピッド役やデートコースの下調べを頼まれる事は減ったけれど、ニセ彼氏三件のせいで忙しさは倍増だ。

　その中でも真愛からのお願いは演じなければならないキャラが難易度高だし、覚えなければならない事柄も多くて大変だ。

　まあ一度引き受けた事だし、真愛が困っているのも本当だし、自分自身にとってもいろいろ身につく事も多いのだけど。

　それにしたって二年生ともなればそろそろ受験の事も考えなければならない。特に予備校の夏期講習に通うとかは考えていないが、少しはまじめに勉強もしないと。

「……実はわたくしも夏休みの間は家の用事が多くて……。一大様と一緒に過ごす時間が少なくなってしまうのは大変心苦しいのですが」

「ま、まあその……そう言ってくれるのは嬉うれしいけど、将来の事を考えると家の事もちゃんとやらないと」

「そうですね……」

　一大の言葉に、真愛はどこか寂しげに微笑ほほえんだ。

　より広い視野を得たくて社会勉強のためにアルバイトをしている真愛だが、それは裕福な名家で責任ある地位に就つくという将来を見越してだ。

　彼女がバイトを続けられるよう一大もいろいろ手伝っているが、こっちの店のために天てん弓きゆう院いん記念財団の後継者という立場を蔑ないがしろにしてしまったら本末転倒というものだろう。

「で、ですが、夏休みという事でわたくしたちがふたりともいなくなれば、お店に迷惑がかかるのではないでしょうか？　できればもっともっと働いた方がよいのではないかと思いますわ」

「うん。それはオレも心配なんだけど……」

　真さな愛え相手でも、彼女の関係者が見ている訳ではないからリラックスして素の自分で応対できる。

「へへーん。それは大丈夫だよぉ」

　いつから話を聞いていたのか、大おお船ふね朋とも店長がひょこんと顔を出してきた。背が低くて童どう顔がんなだけでなく、仕草までこの人は子供っぽい。

「ずっと前から八や木ぎ本もと君がキッチンの手を増やして欲しいって言ってたでしょ？　ようやくいい人が見つかって、来週から来てくれそうなの。それもバイトじゃなくて、レギュラーでずっと入ってくれるんだよぉ」

　小さな両手で、誇ほこらしげにＶサインを二つ掲かかげる。

「本当ですか？　そりゃ助かります！」

「で、ですが店長！」

　一かず大ひろは素直に喜んだのだけど、何な故ぜか真愛が焦った様子で話に割り込んできた。

「当店にいらっしゃるお客様は、一大様の味を求めているのではないでしょうか？　お客様の事を第一に考えるのでしたら、一大様の出勤を増やすのが得策ではないかと。もちろんその時はわたくしもできる限り出勤し、働かせていただきますが……」

「い、いや。評価は嬉うれしいけれど、さすがにオレの料理が目当ての人は少ないって。多分、お客さんの大半は真愛さんたちが目当てだと思うよ？」

　実際、そんな手の込んだ事をしている訳ではない。

　コーヒーは機械で淹いれてるし、カレーも業務用のレトルトに一手間加えているだけ。

　手抜きではないけれど味がセールスポイントの店ではなく、あくまでメイドカフェという業態の中でそこそこ頑張っているというレベルの話だ。

「そうなのでしょうか？　わたくしとしては一大様の素晴らしさを、もっともっと押し出すべきかと」

「だから買いかぶりだってば」

　あまりに過剰な高評価に、一大としては苦笑が治まらない。

「それに小しよう生せいも、それなりに料理とか出来るようになったもんねー」

　わざとらしい口調で話に加わってきたのは、珍しく早番で出勤しているバイトの真ま帆ほだ。彼女が通っているアニメ系の専門学校は、既すでに夏休みに突入しているのだとか。

　キッチンスタッフの人手不足は『スウィート・ドロップ』における深刻な問題だった。まずは現状で可能な対応策という事で、真帆やカリナへのレクチャー＆トレーニングも進めていたのだ。

　ちなみに真愛はコーヒーメーカーや電子レンジに触れないし、朋店長はどれだけ教えてもダメなのがとっくに分かっていたので対象外。彼女が普通に料理したりコーヒー淹れたりできるのなら、ここはまだ『純喫茶・甘かん露ろ』のままだった。

「フロアの方もねー、小しよう生せいの学友でコミケ資金のために短期バイトしたいって娘こが何人かいるから大丈夫。市内に他のメイドカフェもできたけど、やっぱりみんな働くなら『スウィート・ドロップ』がいいって。制服もシックでかわいいし、変なノリ強要されたりもしないしねー」

「まあ、そうでしょうねぇ……」

　真ま帆ほの言葉に、何気なく相づちを打つ。

「おんやぁ～？　八や木ぎ本もと殿は、他のメイドカフェにも行ったりしてるのかなぁ。変なノリに反応するという事は、ひょっとして『くりーむ・ちーず』あたり？」

「どうなのっ？　八木本くんっ？　まさか他のお店の方がいいとか？」

「えっ？　あ、いや、その……っ？」

　わざとらしくメガネのポジションを整えながらこちらの顔をのぞき込む真帆と、なぜかぽっと赤らめた頰ほおに両手を当てる朋とも。

　確かに一かず大ひろは先日そのメイドカフェに客として出向いた。ただし別に最初からその店が目当てだった訳ではなく、あくまで緊急避難として逃げ込んだだけ。

　むしろあの店のこっぱずかしい空気は、かなり辛つらかったのだ。セクシーすぎる制服も、目の保養というよりむしろやり場に困った。

　一大が店に行った事は知っていても店の実態を知らない真さな愛えは、不思議そうに小首を傾かしげている。

「そ、そうそうっ！　敵てき情じよう視察っていうか、他のお店がどんなものか偵察に行ったんです！　ライバル店の実状を確かめた上で、こっちはあくまで老舗しにせとしての立場を守るのか、それとも対抗手段を打ち出していくのか考えなきゃいけないでしょ！　前に朋店長がスク水デーとか発案した時みたいに！」

　とっさに思いついた言い訳を口走ったら、勢いで余計な事まで言ってしまった。

　あの時真愛が着ていた『白スク＆ニーソ＆エプロン』を思い出し、思わず耳のあたりが火ほ照てってくる。

　ひしっ！

　いきなり朋店長のちっちゃな手が、一大の両手を握りしめた。

「八木本くん、ありがとっ！　そこまでお店の事を考えてくれてるなんて、あたし嬉うれしいよっ！」

「はは……。どうも……」

　とりあえず『くりーむ・ちーず』問題をごまかせて一大がほっとしていると、真愛がコホンと咳せき払ばらいをした。

「店長。確かに一大様は大変頼りになる素晴らしい方です。しかし店長は『スウィート・ドロップ』全体を掌しよう握あくする立場にあるはず。特定の従業員とあまり親密になるのはよろしくないのではありませんか？」

「え？　親密って？　ただ手を握っただけだよぉ？」

「け、けじめが大切という事です」

「まあまあ、店長。真さな愛えちゃんもお年頃だからいろいろあるという事ですよぉ」

　メガネの向こうで目を細め、真ま帆ほは朋ともの背中をずいずい両手で押した。

「お客が途切れているとは言っても、全員がこっちに来ちゃってたらマズいですよねー。小しよう生せいたちはフロアに戻ってるから、真愛ちゃんはもう少し休憩してていーよぉ。八や木ぎ本もと君もごゆっくりぃ。小生たちはお邪魔のようですからなぁ。ぐふふへへへ」

　わざとらしくも不気味な笑みを残しつつ、二人は去っていった。

「一かず大ひろ様、お仕事に戻る前にちゃんと手を洗われた方がよろしいですわよ。食べ物を扱う仕事なのですし」

「え？　ま、まあそうかな」

　さっきまで食器を洗っていたし、朋店長だってちゃんときれいにしているだろうからさほど神経質になる必要はなさそうだけど、確かに清潔にするに越した事はない。

「さきほどのお話ですけど」

　じゃぶじゃぶ手を洗っていると、真愛が後ろから声をかけてきた。

「先日の件で、胡こ満まん堂どうがいきつけのお店で一大様を見つけたという報告を受けた時は何事かと思ったのですけれど、他店の様子まで視察し、この店の方針に助言しようという事でしたのね」

「えーと、まあ……その……そんな感じ、かな？」

　まさか本当は早少女さおとめの妹を引き連れて鷹たか奈なから逃げ回り、とりあえず安全そうな場所としてメイドカフェに飛び込んだとは言えない。

　幸いあの時鈴りん音ねが一緒だったのは真愛にはバレていないようだし。

「やはり一大様は単なる一従業員を超えて経営者的な立場で物事を考えていらっしゃるのですね。それはいずれ会社などで采配を振る立場になる事を、視野に入れての事ですわよね？」

「ち、違うってば！」

　否定の声が、思わず強まる。

　驚いた拍子に弾はじいた水が、白いシャツを濡ぬらす。

　ニセ彼氏としては真愛と将来まで誓い合った仲という事になっているけれど、それはあくまで偽ぎ装そう工作が成り行きでエスカレートした結果だ。

　実際のところ一大は大学進学は考えていても、その先の人生設計なんて頭にない。

　真愛のような特殊な境きよう遇ぐうにある訳でも、鷹奈ほどの強烈な才能がある訳でもない。まして既すでにプロとして第一線で働いている早少女さおとめとも違う。

　取り柄らしい取り柄もない平へい凡ぼんな高二男子なのだから。

　それともまさか真さな愛えは、自分がニセ彼氏という分を弁わきまえずこのまま天てん弓きゆう院いん記念財団の中に食い込む事を危き惧ぐしているのだろうか？

「バイトでも関わっている以上はこの店が繁はん盛じようしてほしいし、職場環境も快適な方が嬉うれしいから、何か意見が出せるならそうしてるだけで」

　よし。一応筋の通った言い訳だ。

　キュッと蛇口を閉め、振り返る。

　真愛は真剣な眼まな差ざしで、じっと一かず大ひろを見つめていた。

「えっと……オレはまだ将来の事とか全然考えてないし、それこそ受験対策でどこの大学のどんな学部に行くかこれから考えなきゃならない訳だし。家を継ぐ事を見越して頑張っている真愛さんとは訳が違うよ」

「そうですか。ですが、そういう視点を持っているという事は素質があるという事ですわ。まだ決めてらっしゃらないのであれば、経済や経営の道に進むのをお勧めいたします。きっと一大様にはそちらの素質があると思いますから」

「は、はは……。考えておくよ」

　どうやら警戒されているというのは、それこそこっちの勘かんぐりすぎだったらしい。

　彼女を疑った自分を、内心で恥じる。

「真愛さんこそ、さっきの『料理をウリにする』みたいに、自分で提案できるようになったのはバイトっていうか社会勉強の成果だよね？　いい傾向だと思うよ」

「ありがとうございます」

　ちょっと褒ほめただけなのに、真愛は瞳を輝かせる。

「だけど、残念ながらあのアイディアは的外れじゃないかなぁ。オレの料理なんて、しょせんバイトがアリモノに一手間加えてるだけだし、商品として押し出せるようなものじゃないって」

「そうなのですか？　まかないで作っていただける品など、大変美お味いしゅうございますけれど……」

「褒めてもらえるのは嬉しいけど、多分真愛さんが普段食べ慣れてないタイプの味付けだから新鮮に感じているだけだよ。あの程度、誰にでもできるって」

「そうでしょうか？　少なくともわたくしにはできない事です。一大様は、ご自分の素晴らしさをもっともっと誇ほこってもいいはずです」

　とは言っても、実際周りに真愛や早少女や鷹たか奈なみたいな『本当にすごい人』が揃そろっていると、やっぱり軽々しく自分を持ち上げる気にはなれない。

　クラスの女子から頼りにされていた気配りにせよ調べ物にせよ、要は誰でもその気になれば簡単にできる事を真面目まじめに地道に実行していただけだったのだし。

「まあ、他人に向かって胸張れるようになるためにも、この夏は勉強とかも頑張るよ。店の方は、店長が人を補充してくれるみたいだし」

「そうですわね……」

　何な故ぜか真さな愛えの表情が、僅わずかに沈む。

「夏休みの間、ここでお会いする回数も減ってしまいますけれど、わたくしも一かず大ひろ様も、お互い将来に向けて努力しなければならない大切な時期ですものね。せめて、少ない機会を大切にいたしましょう」

「うん、そうだね。オレも、バイトそのものは楽しいし」

　ずっといい人止まりだったけれど、根本的に人の役に立ったり、頼られたりするのが好きな性分だ。だから朋とも店長に泣きつかれて、この店で働くようになったのだし。

「では、一大様は夏休みは将来に向けての勉強を重視して過ごされるという事ですわよね？　学業に専念する訳ですわよね？」

「え？　まあ、勉強は頑張るけど、それだけって訳じゃないよ」

　もう二年だけど、まだ二年でもある。

　高三の夏ともなればそれこそ遊んでいる余裕などなくなるだろうから、今年はそれなりに遊びたい。

「そ、それはその、例えば……う、海などにも遊びに行くという事でしょうか？」

「ま、まあね。学校の友達との約束もあるし。他にもカラオケとか」

　正確には、クラスの連中と行くのはとりあえずカラオケだけ。海水浴には鷹たか奈なと出かける計画なのだけど、それを真愛に話す訳にはいかない。

「できればわたくしも海を楽しみたいのですが……叶かなうならば一大様と一緒に」

　という事は、志し束づかさんとも一緒だったりするのだろうか。関係者がいないところで彼氏役を演じる必要もないだろうし。

　しかし真愛と海水浴だと、最低でもどこかのプライベートビーチ。下へ手たをするとカリブとかニースとかの海外リゾートという事にならないか？

　外国語なんて学校で習ってるレベルの英語が精一杯だし、そもそもパスポートも持ってないし、旅費もない。

　それ以前に確実に泊まりがけパターンだ。

　恐らく真愛のような人間の意識として、海へ遊びに行って日帰りなんてケースは想定されていないだろう。

　あくまでニセ彼氏なんだからあまり深入りしすぎてもマズくないか、これは？

　真愛本人は世間知らずで、どうもそのあたりのボーダーラインを上う手まく見極められない感じだから、こっちがちゃんと用心して対処しなければ。

「まあ、お互いの都合次第って事になるけど、この間親しん戚せきの人の無理難題をクリアしたばっかりだし、志し束づかおばさんも真さな愛えさんのバイトを許してくれてるんだから、あまり状況をかき回すとヤブヘビって事になりかねないよね」

　現状維持を推す一かず大ひろの答に、真愛は曖あい昧まいな笑みを浮かべた。




　もちろんまだ終業式当日ではないから、普通に学校だってある。

『スウィート・ドロップ』で真愛と夏休みの話をした翌日、登校した一大に早少女さおとめが声をかけてきた。

「ね、一大。もうすぐ夏休みだよね」

「ん？　まあ、そうだよな」

　一大の肩に、早少女は後ろからしなだれかかって体重を預けてくる。

　重さそのものはもう慣れっこだけど、やっぱりこの体勢は恥ずかしい。夏服になってからは互いの温ぬくもりもよりはっきりと伝わってきちゃうし。

「ちょっと寂しくなっちゃうね。学校があるとこうして毎日会えるけど……」

　小声と一緒にこぼれたため息が、一大の耳たぶをそっとくすぐった。

「なーに言ってるの、早少女ちゃんっ！」

「おわっ！」

　いきなり背中にかかる重みが倍増した。

　クラスメイトのミキが、早少女の背中に飛びついたのだ。

　しかもその拍子に早少女の胸の柔らかい感触が背中に押しつけられる。

　夏服は薄い。薄いのだ！

「夏休みこそ若人わこうどの本領発揮っ！　チャンス満点ボーナスタイムっ！　特に念願の彼氏を手に入れたばかりのあたしたちが、最初の夏に及および腰ごしでどーするというのっ！」

　ぎゅっと拳こぶしを固めて力説するミキに、当の彼氏であるタケシはちょっと離れた席で苦笑いしている。

「あ、あの……わたし、夏休みは親元に帰らなきゃいけないし、その後で母方の実家に顔出したりとか、予定が多くて」

　早少女の説明は、既すでに電話で一大とも相談済みの表向きの看板に過ぎない。声優としての仕事が忙しいというのが本当の理由だ。本番の収録ばかりでなく、ラジオ番組とかイベントへの出演とかもあるし『幻ソワ』以外のレギュラーだってある。

「ちぇーっ、残念。ヤギちゃんはあたしたちの縁えん結むすびのキューピッドなんだし、どうせなら一緒に海に行こうと思ってたのに」

「ごめんね、ミキ」

　ぷうっと頰ほおを膨らませるミキに、一大の背中から離れた早少女がウインクしながら両手を合わせて詫わびる。

「つか、二人きりだと親もいろいろうるさいから、一かず大ひろたちを誘おうって事になったんだよな。クラスメイトのグループって事にすりゃ話は通りやすいし」

　タケシが手にしているのはレジャーガイド誌だ。

　もちろん夏本番に向けてビーチ情報満まん載さい。

「そうそう。みんなでわいわい騒いだ方が楽しいよな。一大たちが無理なら、オレたちとタケシたちで一緒に行こうか？」

　別のクラスメイトも声をかけてきた。彼も、一大が仲を取り持って一年生の女子とつきあっている。

　それをきっかけに、みんなが集まって口々に夏休みの予定やら野望やらをしゃべり出す。やはり一番人気はこの街から一番近い、結構メジャーな海水浴場だ。

「あたしたちは早めの平日に行く予定。やっぱり土日は家族連れで混雑しそうだもんね」

「何より天気次第。前もって計画立てても当日雨降ったりしたら台無しだろ？」

「日帰りだったら別に綿めん密みつに予定立てなくても、自分と彼女どっちも暇な日にふらっと出かけたりしてもよくね？」

「わかってないわね。こういうのは前もってプラン立てるのも楽しいんじゃない」

「オレも彼女も、部活の合宿とかあるからなぁ。両方都合のいい日なんてそうそうある訳でもないし」

「あ～あ、いっそプールで済ませちゃおうかなぁ」

　一口に恋人同士と言っても、それぞれ関係も事情も千せん差さ万ばん別べつだ。そんな話を聞いているうちに、一大は重大な事実に気づいた。

　冷や汗が、こめかみのあたりをつーっと滴り落ちる。

「どうしたの、一大？　顔色、悪いけど」

　こちらの様子に気づいた早少女さおとめが、ハンカチを出して汗を拭ぬぐってくれた。

「あ、いや。別に何でもない。早少女は気にしなくていいよ。はは……」

　近場の海岸では、知り合いに遭そう遇ぐうしてしまう危険が大だ。

　クラスの仲間だけではない。一大は元々みんなの縁えん結むすび大だい明みよう神じんとして校内でそれなりに知られているし、最近では早少女と屋上に棲せい息そくする驚きよう異いのバカップルとしての知名度もプラスされている。

　そんな自分が鷹たか奈なと一緒のところを誰かに見られたらどうなる？

　絶対あらぬ噂うわさが立つ。

　神様は陰いん険けんで卑ひ劣れつだから、こっちが無警戒なら油断しているところを知り合いと遭遇させるに違いない。

　前もってみんなの予定を残らずチェックしておくなんていうのは無理だし、当日になって急に思い立って出かけるなんて事もあり得る。何しろ近くて便利なのだから。

　これは、多少遠くても──そして日帰りが難しくても、鷹たか奈なが希望する場所まで足を延のばすしかないのか？

「おいっ！」

　いきなり別の男子が後ろから一かず大ひろとタケシの間に割り込み、両方と肩を組む。

「お前らみんな、彼女もいいけど男同士のつき合い忘れんなよ。終業式の後は男子みんなでカラオケ大会、分かってんだろうな？」

　そう言うこいつ自身は彼女ナシ。

　ちなみに目当ての相手がいて告白できないとかフラれたとかではなく、筋金入りのアイドルマニアで身近な女の子には興味がないというタイプである。

「はは、分かってるって」

　早少女さおとめに目め配くばせしながら、一大は笑顔で答える。

　男子女子両方からの信頼厚く、みんなの性格や趣味を理解していないと学園のキューピッド役は務まらない。

　男同士のつき合いだって、決して蔑ないがしろにしていた訳ではないのだ。

「わたしの事なら気にしないで。わたしも、その日は終業式終わったら、別の学校の友達と集まって騒ぐつもりだから」

　無邪気な笑顔でウインクする早少女。

　だけど、一大は知っている。

　彼女は役者だ。教室での『引っ込み思案だったけど、恋をして変わった女の子』なんていうのは演技に過ぎない。

　今の微笑ほほえみだってその陰には、何か微妙なニュアンスが込められていた。

　それが、具体的にどういうメッセージなのかまでは、理解できなかったのだけど。





第２話　各陣営の動向







　夏休み初日──。

　できる事なら速攻で海へ行きたい鷹たか奈なだが、そうはいかない事情がある。

　今日は一日、部活の練習があるのだ。

　自由参加という事になっているけれど、一応スポーツ特待生としては顔を出さないのは問題だ。稽けい古こなんかしなくても連戦連勝だとしてもだ。

　早朝から夕方までトレーニングの繰り返し。ランニングで体力をつけ、ストレッチで体をほぐし、型で技を磨き、組み手で勝負勘かんを養やしなう。

　もっとも鷹奈は強すぎるから他の部員と本気でやり合う事はない。相手が向かってくるのを捌さばき、いなすのが役目だ。

　今日は初日で顧こ問もんの訓くん辞じもあるから顔見せしたが、夏休み中の自主トレにはほとんど参加する予定がない。天性の才能で戦う鷹奈は他人に指導するのは不得手だし、自分一人で勝手に稽古している方が効果的なのはみんな分かっているからだ。

「ありがとうございましたーっ！」

　夏の長い日も暮れかかる頃に稽古は終わり、部員たちはシャワールームに向かう。気温が高い中で激しく動いたから、汗でべとべとだ。

　水流の勢いを強めにして一気に汚れを流し落とし，髪もドライヤーで乾かす手間を省はぶいてタオルでわしわし拭ぬぐうだけ。

　鷹奈は大急ぎでシャワーブースを後にした。本来ならゆっくりじっくりきれいにしたいところだけど、油断しているとアレがやってくる。

「おねーさま……って、もう終わってるぅっ？」

　とか思っていたら、案の定アレ──桃もも乃のが現れた。

「あ～ん。せっかくおねーさまの背中を流そうと思ったのにぃ。何という高速入浴！　カラスの行ぎよう水ずいよりもスピーディな鷹の行水っ？」

　既すでにブラとショーツを着け終えた鷹奈の姿に、桃乃は華きや奢しやな体をくねんくねんひねって嘆息する。

「バカな事言ってないで、桃乃も早くすませちゃいな。後、つかえてるんだし」

「はぁーい」

　そそくさと自分もシャワーを済ませて出てきた桃乃が身に着けたのは、いつもの制服ではなかった。

　校則では一応『夏休み中でも登校する際は制服が望ましい』とされているが、別に強制ではない。

　鷹たか奈なは面倒なので普通に制服だが、桃もも乃のの方はたくさんのフリルで飾られたキャミソールと、ふんわりしたシルエットのフレアミニの組み合わせ。色はどちらも白に近いほど淡いピンクで、桃乃本人の愛くるしい顔立ちとも相まって、一個ずつ丁てい寧ねいにラッピングされたかわいらしいお菓か子しみたいな雰囲気だ。

　じーっ。

「お、おねーさま？　どうしてそんな風に桃乃をガン見してるんです？」

　視線に気づいた桃乃の顔がピンクに染まる。

「あー、かわいいなぁって思って」

　頭に浮かんだ言葉が、そのまま口から漏れた。

「つ、遂ついにおねーさまが目覚めましたのねっ！　そうです、実は桃乃はかわいかったのです！　桃乃はもう嬉うれしさのあまり体の底から栓が抜けていろんなモノが漏れ出しそうですっ！　さあ、レッツ・カモン！　桃乃はいつでも受け入れ態勢オールオッケーですっ！」

　焦点の合わない眼まな差ざしと半開きの口で、桃乃は大きく両手を広げる。

「バ、バカッ！　そーじゃないのっ！　かわいいって言ったのは服の話！　そっちの方に行く気は全然なし！　あたしにはちゃんと彼氏がいるんだから！」

　今のところは、実はニセ彼氏なんだけど。

「……そ、そんな……いきなり天国から地獄へ急転直下の急降下爆撃っ？」

「元々天国じゃないのっ！　はぁ……」

　大きく息を吐きながら、桃乃に目をやる。

　ふと、小さな疑問が胸の内に浮かび上がってくる。

「あのさ、前から一度聞きたかったんだけど」

「はいっ！　桃乃はおねーさまの質問であれば何でも素直に答えます♡　たとえ今日の下着の色でも」

「白地にオレンジの水玉。さっき見たし……って、このパターン前にもあったよね」

「じゃあおねーさまは桃乃の下着程度ではもう満足できず、もっと奥深い秘密まで告白しろと？」

「そーじゃないっ！　えっと……あのさ。桃乃、あたしの事が好きなんだよね？」

　あまり口にしたくない単語だったけれど、当たり障りのない言葉を上う手まく選び出せなかった。

「はいっ！　それはもうっ！　心の底からお慕したいしてますっ！　一生ついて行きます」

「ついてこなくていい！　で、その……あたしのどこがそんなにいい訳？」

　女子校で空手部のスポーツ特待生だから、中学時代から同性にモテていた。それこそ上級生同級生下級生取り混ぜて。それどころか女の子からラブレターをもらった経験なら小学校まで遡さかのぼる。

　ある意味で当たり前というか慣れっこだったので、いちいち改めて理由を尋ねたりはしなかったのだ。

「それはもう強くてかっこいいところですっ！」

　きっぱりと即答される。

「強くて、かっこいいねぇ……」

　それって、女の子への誉ほめ言葉としてはどうなのだろう？

　実際、鷹たか奈なは強い。

　圧倒的に強い。強い、絶対に強い。

　昔はそれが自慢だったし、今でも恥じるような事だとは思っていない。

　だけど男が女の子に求めるのは、強さとかたくましさではなく、かわいらしさや優しさ、細やかな心遣いではないだろうか。

「お姿や性格はもちろん名前だって強そうで素敵ですっ。鷹！　奈！　あの十五画男なんかとは比べものになりませんっ」

　両腕を振り回し、大きく空中に字を書く。おまけに両手を翼に見立てて羽ばたきのポーズまで付ける。

「はは……」

　笑顔が強こわばる。

　名前だってそうだ。

　子供の頃は『鷹』という字が書きづらくてイヤだったけど、強くてカッコいい、大空を高々と飛ぶ鳥の名前だと知って大好きになった。

　でも、やっぱりこれも女らしくはない。

　どうせ鳥の名前なら、かわいい鳩はとや優ゆう美びな鶴つるがよかったのに。

　例えば『早少女さおとめ』なんて名前が女の子そのものだし、『真さな愛え』というのも優雅さと芯の強さを感じさせる。

　それを言うなら『桃もも乃の』だって愛あい嬌きようがあって本人に似合っているし。

「そう言えばさ。桃乃は今日、何でわざわざ私服な訳？　空手部の練習ですぐ道着に着替えちゃうんだから、気合い入れておしゃれする必要なんてないでしょ？」

「おねーさま、分かってないんですね」

「え？」

「大好きなおねーさまに会えるんですもん。一番きれいな桃乃を見せて、びっくりさせたいじゃないですかっ♡」

「あ……ああ。そういう事ね」

　そんな当たり前の事にも気付かなかった自分のがさつさ──女子力の乏とぼしさに呆あきれてしまう。腕力や戦闘力ならあり余っているのに。

「まさかおねーさまはあの十五画男に対してそういう気持ちが湧わかないっ？　桃もも乃のには分かります。それはつまり本心では愛していない、ときめかないという事なんですっ！　今すぐ自分の心に正直になって、桃乃とめくるめく陶とう酔すいの世界へ！　さあ、めくるめきましょうっ！　めくるめけば、めくるめくとき、めくるめけ。めくって、めくって、めきまくりましょうっ♡」

「めくるめかないっ！　あ、あいつにもその……ちゃ、ちゃんとそういう気持ちになるよ。ただ子供の頃からずっと一緒だったし、お互い一緒にいるのが当たり前っていうか、今さらって感じで」

「あれ？　海外でずっと武者修行してたんですよね？　でしたら久しぶりに会う時とか胸がドキドキしません？　桃乃なんかおねーさまに会えない日曜日には一人部屋で思いを募つのらせてあんな事やこんな事をっ！」

「するなっ！　あ、あたしとあいつは、もうそういう次元を超えた一心同体っていうか、お互いの事が分かっちゃってるの！」

　とか言っても、実際にはかわいくめかし込んだところを一かず大ひろに見せたいと考えるようになったのはごく最近だったりする。春先あたりまではそれこそ家族同然で、かなり開けっぴろげな関係のはずだったのに。

　プロレス観戦の時はデートらしく見せる必要があったから当然として、近頃はちょっとした用事でも一大と顔を合わせる時にはめかし込んだ格好をしてしまう。

　しかし鷹たか奈なの場合『意外なおしゃれでびっくりさせる』のはかなり難しい。

　何しろワードローブが貧ひん弱じやくだし、海行き用の服を選んだのは一大当人なのだし。だからと言って自分なりにコーディネートしようとしても失敗しそうな予感。

　せっかく一大と海へ行くのだ。意外な格好でインパクトを与えるのを取るか、それともきちんとかわいい服装を取るか。

「むがぁーっ！」

　答が出ない命題を考えていると、脳の中でとげとげした金属の塊がぐるぐる回転しているような気がする。思わず頭を抱えて声を上げる。

「お、おねーさま？　大丈夫ですか？　具合が悪いなら大急ぎでどこか休めるところ、具体的にはホテルとかホテルとかホテルとかにしけこみましょうっ！」

「だ、大丈夫。ちょっと考え事しただけだから！　あたしはそういう健康的でない場所にはしけこんだりしないっ！」

　心配を装よそおって──というか心配は心配で本気なのだろうけど──抱きついて来ようとする桃乃を、右手を開いてブロックする。

　その手のホテルなんて言うと、この間の一件を思い出してしまう。

　一大は何にもしてないと言っていたし、鷹奈もそれを信じた。

　確かに年相応にえっちなところはあるけれど、八はつ方ぽう美び人じんで大胆な事が苦手なのは幼なじみとしてよく知っているし。

　鷹たか奈なだって『そーいうこと』にまるっきり興味がない訳ではない。

　だけど初めてはやっぱり美しい風景と雰囲気あるシチュエーションがいい訳で。

　近場の、それ専用の場所だなんて絶対にイヤだ。

　突き詰めれば『する事』は同じでも、ロマンティックな場所でやればロマンティックな行為だし、えっちな場所ならえっちな営いとなみになってしまうのではないだろうか。

「不健康不健全がダメなら、健康的に海に行きましょう、海っ！　一緒に砂浜をきゃっきゃうふふとソフトフォーカスかけて走ったりしましょうっ！」

「いきなり何の回想シーンよ、それは？　あたしはそんな風に走らないし、一緒に海にも行かない！」

　ずんずん歩いていると、桃もも乃のもてけてけとついて来る。途中までは方角も一緒だから、無理に追い払う訳にもいかない。

　ちらっと振り返ると、歩く足取りそのものがかわいらしい。

　鷹奈は小さい頃から古武術で鍛きたえているので姿勢がよく動きもきびきびしているけれど、普段のストライドからして大おお股また気味だ。

　よし、決めた。

　声には出さず、鷹奈は自分自身に肯うなずく。

　今度の海水浴のテーマは『女らしく』だ。

　がさつで乱暴なのはセーブ。

　フェミニンな一面をアピールして、今までのイメージを払ふつ拭しよくしよう。

　眉根に力を込め、ぎゅっと拳こぶしを握りしめて──そもそもこのポーズが女らしくない事に気づき、慌ててパーに開いてひらひら振り回す。

　そんな事を考えながら駅にほど近い商店街に差し掛かった時、見知った姿が鷹奈の目に留とまった。

「あ……っ！」

　呼びかけようとして、慌てて口を押さえる。

　桃乃が一緒の状況で顔を合わせたら面倒な事になりそうだ。

　しかしその桃乃は敏びん感かんに反応した。その人の姿ではなく、鷹奈がわずかに漏らした声に。

「おねーさま、どうかしました？　え？　あれはっ！　憎き一五画男っ！」

　鷹奈の視線をたどり、その先に目ざとく一かず大ひろを発見。指を差して大声で叫ぶ。

「お……お前は確か、鷹奈の後輩だったな」

　前に引き合わせた時の設定を、一大はちゃんと覚えていた。何とか喉のどを絞しぼるように渋そうな低音で応対している。

「怪しいですわっ！　前の時とあまりに服のセンスが違いすぎっ」

　頭、体、脚、靴と順じゆん繰ぐりに指さし確認して、桃もも乃のが睨にらむ。

　前回は世紀末救世主スタイルだったのが、今はごく普通の半はん袖そでシャツにブラックジーンズ、スニーカーという服装だ。

「え、えっとね。それはその……」

　何とかフォローしようとする鷹たか奈なだが、適当な言い訳が思いつかない。前の格好は自分が押しつけたものだと白はく状じようする訳にもいかないし。

「……前は、武者修行から戻って日が浅かったからな」

　鷹奈が戸惑っているうちに、一かず大ひろの方が仰ぎよう々ぎようしく口を開いた。

「郷に入れば郷に従えという言葉もある。平和なこの街で過ごすのならば、誰を威い圧あつする事もない装よそおいがふさわしいだろうと思ってな」

「そ、そうそうっ！　本当の達人は普段は凡ぼん人じんに見えるんだって！　真の名刀は切ろうとした時だけ切れるって、あーいう話よっ！」

　一大の説明の尻馬に乗ったが、桃乃の方はまだ疑いの眼まな差ざしでしつこく頭のてっぺんから足元までをスキャンしている。

「……服装はそうだとして、一五画男がこんなところで何をやってるのっ？」

「も、もちろんあたしを迎えに来てくれたんだよね、カズ！」

　大急ぎで駆け寄り、腕を組む。どちらも半袖だから素肌と素肌が触れ合い、うっすらと肌を濡ぬらした汗が混じり合って接着剤のように二人をくっつける。

　同時に、一大が書店の紙袋を持っている事に気づく。

「あ、ああ。そうだ……」

　わざとらしくも渋めの声は喉のどへの負担が大きいのか。それともボロを出さないようにしているのか。一大の口数は少ない。

「おねーさまよりも強い武道家が、本屋で普通に買い物とか不自然っ！　本当に最強の男なの？」

「そ、それは偏へん見けんというものだ」

　一大が抑えた声で桃乃に反論する。

「全すべてが腕力で決するのならば、その方が間違っている。今の世の中は平和で、文化も豊かだ。人格を磨き、教養を高めるために書に接するのは当たり前の事。現に鷹奈も高校で勉強をしているだろう」

「そ、そーだよっ！　カズは強いだけじゃなくてあたしより勉強できるしっ！　ホントいろんな事ができる素敵な人なんだからっ！」

　とっさに調子を合わせた鷹奈だが、桃乃はじろりと一大を睨む。

「この間まで世界中を旅してたのに？　それってつまり長期欠席って事じゃないですか？　それなのに学校の成績もいい？」

「……旅先だからこそ本を友として知性を磨かねばならない。いずれ日本に戻って暮らす事は決まっていたから、その時には速やかに世間に馴な染じむ必要があるからな」

「そんな風に考えてるなら、前回のあの妙なコスチュームは何だったの？　ボロボロの革ジャンはまだしも、肩のプロテクターはあり得ないでしょ、普通！」

　びくっ！

　鷹たか奈なが緊張したのと同時に、一かず大ひろの身体からだも強こわ張ばった。接触した腕の素肌から、互いの筋肉の動きが伝わってくる。

　意外に鋭するどい指摘。

　しかもよりによってこの娘こに『普通』じゃないとツッコまれるとは。

「あ、あれは海外修行用の奴やつを、わざわざ着てもらったんだよ！」

「修行用？」

　桃もも乃のは疑念の籠こもった上目遣い。

「えー……ああ、そうだ。海外には獰どう猛もうな猛獣や凶暴な拳法使いが数多く存在したからな。もちろんそういう強敵がいるところでなければオレにとって修行にはならない。中国の奥地、アマゾン、シベリア……」

「そ、そーだよ。カズにとってはアレが一いつ張ちよう羅らっていうか、正装みたいなもんだからね。あたしの彼氏をみんなに紹介するんだから、一番カッコいい姿を見せたいじゃない？」












「そ、そうだ。鷹たか奈なの言う通りだ」

　鷹奈の告白に、一かず大ひろも重々しい口調で同意する。

　それでも桃もも乃のはまだ納得できないのか、疑いの眼まな差ざしを一大へ向けている。

「じゃっ、あたしたちは恋人同士らしく、これから二人で仲良く一緒に帰るからね！　悪いけど桃乃とはここでお別れだね！　あたしも頑張るけど、桃乃も夏休み中稽けい古こサボらないでねっ！」

　ぶんぶん手を振ってお別れの挨あい拶さつをすると、鷹奈は腕を組んだまま大急ぎでその場を走り去る。

　名な残ごり惜おしそうに名前を呼ぶ桃乃の声が背後で小さくなっていき、やがて街のノイズに紛れて消えた。

「ふぅーっ！」

　鷹奈と一大、二人が同時に大きなため息をつき、シンクロナイズド・スイミングみたいに揃そろった動きで振り返って後ろを確かめる。確かに、桃乃は振り切った。

「ありがとう、話合わせてくれて助かった」

「あ、あたしの方こそ。カズが機転利かせてくれなかったら危なかったかも……。でも、どうしてこっちの方まで来てたの？　あ、まさか本当にあたしを迎えに来てくれたとか？」

「違うって。買い物だよ」

　声を弾はずませる鷹奈に微苦笑で答えながら、一大は手にした物を掲かかげた。この近所にある小さな書店の名前が入った薄くて四角い袋。

「本屋ならウチの方でも駅前でもいいでしょ？　何でわざわざこっちまで出向いてきた訳？　あ、まさか地元では買えないような恥ずかしい本っ？　カ、カズってば前にもいろいろ持ってたしっ！」

　いつぞや部屋で発見したコスプレ系えっち本を思い出し、鷹奈の顔がぽっと火ほ照てった。

「バ、バカッ！　そーじゃないって。これだ、これ！」

　袋から出てきたのはレジャー情報誌。もちろん夏の海水浴場特集号。

「最近クラスの奴やつとかにリサーチ頼まれなくなってるんで、油断して買い逃してた」

　どこでも品切れで、市内中探してここまで来てしまったと一大は説明する。

「そ、それってあたしと海に行くための準備？」

「当たり前だろ」

「そっかぁ。うふ、うふふっ……」

「海行くの、そんなに嬉うれしいのか？」

「も、もちろんっ！　ただ海ってだけじゃなくて……その……ははっ！　何でもないっ！」

「テンション変だぞ、お前」

　一かず大ひろはきょとんと首を傾かしげる。

　不審がってるだけで、鷹たか奈なが言いそびれた言葉を深く追及されないのは助かった。

　もちろん『海』に行くだけで舞い上がっているのではない。

『誰』と行くかという事こそが重要なのである。

「まあ、実は買う前にざっと立ち読みで目を通したんだけど、やっぱりお前の希望通りになりそうだな」

「希望通りって……場所が？」

「ああ。便利な近場だと、ばったり知り合いに会っちゃったり……」

　まずい発言と自覚したのか、一大が微妙に口ごもる。

『鷹奈とのニセ恋人関係をクラスメイトなどに知られたら困る』という立場が、当の鷹奈にも知られている事を一大は認識していないのだ。

「そ、そーだよねっ！　あたしだってその方が気楽だしさっ！　さっきも桃もも乃のが海の話してたし。偶然あの子と鉢はち合あわせしたりしたら、ずーっとお芝居してなきゃいけなくなるもんねっ！」

『何でそれがマズいの？』と問い詰めたい気持ちもあるのだけど、元々遠い海岸を思い出の場所として希望したのは鷹奈自身だし、うっかり知り合いに会いたくないのは同じだ。

　特に、早少女さおとめと真さな愛えと遭そう遇ぐうしたりしたら大変な事になる。

　二人とも夏はいろいろ忙しいと言っていたから、鷹奈にとって大きなチャンス。この好機を逃してはいけない。

「ちょっと遠いから、出発は朝早くになるけど大丈夫か？　お前、朝弱いだろ？」

「も、もちろんっ！　カズと一緒なら頑張って早起きしちゃうっ！」

　朝が弱いというより、鷹奈はその気になればいくらでも寝られるし、食べられるタイプなのだ。だから学校から帰ってきたらすぐ寝て、晩ご飯の時は一大に起こされるなんてケースが多発する訳で。

「盛り上がるのは分かるけど、あんまり無理すんなよ。行き帰りの電車の中ならまだしも、現地で寝ちゃったりしたら何しに行ったのか分かんないもんな。で、いつ頃にする？」

「あの……早い方がいいな。その方が空すいてるだろうし、気が向いたら後半にもう一度出かける余裕もあるでしょ？」

「まあ、そうだな……」

　鷹奈の提案に、一大も肯うなずく。

「だ、だったら明日とかどうかな？」

　善は急げだ。

　真愛や早少女が変な事を考えないうちに、先制攻撃でこの夏の──そしてこれからの主導権を握る。

　空手の試合だって相手の出方を待って対応するのではなく、積極的に攻めて攻めて攻めまくって、一気に押し切るのが鷹たか奈なのスタイルなのだから。

『あたしにはカズしかいないの！』

　あの日、ファミレスで口走ってしまった言葉。

　相手は早少女さおとめだと思っていたけど、実は妹の鈴りん音ねだった。彼女は事情をほとんど理解していないせいもあって、決定的な一言は早少女や真さな愛えには知られていない。

　態度が変わらないところを見ると当の一かず大ひろにも伝わっていないのだろう。

　だけど一人、この言葉をはっきりと耳にして、意味も理解している人がいる。

　それは、鷹奈自身。

　自覚してしまった以上、今までと同じではいられない。

「明日？　構わないけど、最小限の準備しか出来ないぞ。弁当の材料も買ってないし」

「ご、ご飯はいいよ。夏だから傷みやすいし、海の家とかで食べるのも楽しいじゃない？　それにあたし、カズの手料理ならいつでも食べられるもんねっ！」

「お前、ずーっとオレに料理させる気満々なんだな。じゃ、お前がそれでいいなら明日の朝出発な」

「うんっ！」

　満面の笑みに決意を隠して、鷹奈は思い切り肯うなずいた。




「お疲れさまでしたー」

『幻ソワ』第三話の収録が終わり、スタジオで役者陣が挨あい拶さつを交わす。

「さつきちゃーん、お迎え来てるよ」

　主役の声優が、スタジオの外をちらりと見やって笑う。

「あ、どうもありがとうございます」

「お疲れさまでした、さつき様」

　早少女が出て行くと、三人組の男性が一斉に頭を下げる。

　全員彫りの深い顔をサングラスで隠し、肩幅広く胸板厚い体を黒いスーツで包んでいるため、同じ型から抜いたみたいにそっくりだ。

　彼らは真愛が早少女のために研修の名目で派遣してくれたボディガードである。

　名前は遠とお樽たる、筋きん田だ、都つ院いん寺じと聞いているけれど、顔も声もほとんど同じなので誰が誰だか分からないから『トリオ・ザ・アーノルドＢチーム』と呼んでいる。

　以前一大が雑談の中で田た峰みねたちを『トリオ・ザ・アーノルド』と称しようした事があったので、それに倣ならっての事だ。

　日頃は『早少女様』と呼ぶが職場ではきちんと『さつき様』と使い分けているあたり、彼らもプロだ。

「どうも済みません。仰ぎよう々ぎようしい感じになっちゃって」

「いいのいいの。あたしたちも助かってるもん」

　ぺこりと頭を下げると、先輩声優が笑ってくれた。

　若くて芸歴が浅い自分が見るからに強こわ面もてのボディガードなんか引き連れてくると顰ひん蹙しゆくを買うのではないかと危き惧ぐしたが、プロデューサーから『事情がある』と説明されたし、彼らが録音中のスタジオ全体を警護してくれるという事でむしろ好評だった。

「普通のファンは嬉うれしいんだけど、最近は困った人もいるもんね。つけまわして逐ちく一いちネットに書いたり」

「そうそう。クリスマスや誕生日のこっちのツイッターの内容ずーっとチェックして、彼氏がいるんじゃないかって邪じや推すいしたり。ああなるともうストーカーだよね～」

　先輩が口にした『ストーカー』という言葉に、早少女さおとめの体がビクッと強こわばった。

　かなり馴なれてきたとは言え、トラウマが完全にぬぐい去られた訳ではない。

「じゃあボクはお先に失礼します」

　改めて頭を下げ、早少女はスタジオを後にした。もちろんアーノルドＢチームも一緒についてくる。

　いつも田た峰みねたちのＡチームは真さな愛えから適切な距離をキープして目立たないようにガードしているが、遠とお樽たるたちＢチームははっきりと早少女の周りを囲んで警戒する。

　これは彼らの練度の問題もあるが、警護の方法論の差でもある。

　Ａチームは真愛がなるべくリラックスして普通に生活できるよう目立たない事を心がけているが、Ｂチームの方は己の存在を誇示し、威い圧あつ感を振りまいて余計な者が近づいて来ないようにするのだ。

　大きなサングラスは視線を隠して周囲を監視しやすくするだけでなく、表情や個性を隠して個人としての匂においを消し『職能』に徹する機能もある。それこそ生身の人間というよりも頑丈なマシーンという雰囲気。

　おかげでまだ微かすかに男性恐怖症が残っている早少女でも接しやすい。

「どうぞ、お乗りください」

　近くの駐車場に止めていたワンボックスカーが回され、早少女もおとなしく後部座席に乗り込む。

　もちろんこの車も、真愛が貸してくれたものだ。

　単なる贅ぜい沢たくではない。トリオ・ザ・アーノルドＢチームを引き連れたまま電車移動するとかえって周囲に迷惑がかかるという配はい慮りよからである。

「まっすぐご自宅に戻りますか？」

　ハンドルを握ったアーノルドの一人が訊たずねる。

「はい。お願いします」

　早少女さおとめが答えると、車はすぐに走り出した。安心して、ポーチから携帯を取り出す。

　側そばにボディガードがいるからちょっと恥ずかしいけれど、今すぐ一かず大ひろの声が聞きたい。今日から夏休みだから、何もしなくても自然に会える訳じゃないから、どんな些さ細さいな理由をきっかけにしてでも彼と話がしたい。

　例えば『仕事が終わった』というだけでコールしてもいいよね。

　クラスのみんなに恋人っぽさをアピールする必要はなくても、お互いに秘密を共有して、信頼できる友達なのは確かなんだし。うん、これは友達同士で普通にする事。だから抜け駆けとかじゃないし。

　声には出さずに言い訳して、自分の中で一応の折り合いをつけてボタンを押そうとした時──。

「早少女様」

　隣に座っている別のアーノルドが不意に語調を強めた。

　普段は穏おだやかなのに、今の一言は聞く者を震え上がらせる、はっきりとプレッシャーを込めた重低音だ。

「失礼ですが、どちらにお電話を？」

「と、友達のところです」

「男の方ですか？」

「そ、そうですけど……それが何か？」

「ただの友達ですね？」

「そ、そうですよっ！」

　この三人は真さな愛えの関係者なので当然一大を『お嬢様が将来を見越してお付き合いしている男性』と認識している。早少女としては彼の事を『ただの友達』以上だと言う訳にはいかない。

「申し訳ありませんが、それならばお電話は控ひかえていただきます」

　決して乱暴ではない。しかし抵抗を許さない、自然かつ滑らかな動きで電話が取り上げられた。

「え？　ちょ、ちょっと！　どういう事！」

「我々はお嬢様の命令で早少女様をお守りしております」

「うん。それは分かってるし、感謝もしてます。だけど、友達と電話しちゃダメって……」

「我々が受けている指示は『早少女様が滞とどこおりなく仕事に専念できるよう、男性との接触を防ぐ。もちろん仕事上のスタッフや共演者などは除外』というものです」

「だからそれは分かってるってば。最初に真愛から説明受けたし、その条件でいいっていったし」

「ただの友達は、共演者でもスタッフでもありません。夏休みはお仕事に専念するため、ご学友とのコンタクトも控ひかえると伺うかがっておりますし」

「……あ……」

　しまった。

　確かに真さな愛えとはそういう約束だった。

　あの時は普通に『いきすぎたファンの追っかけなどが近寄らないようにする』という意味だと思ったが、確かにそういう意味にも解釈できる。

「そ、それは勘かん違ちがいっていうか、行き過ぎ！　普通に友達と話すくらいは構わないでしょ？　お願いっ！」

「それは我々が判断すべき事ではありません。あくまでお嬢様の指示に従っている立場ですので」

　さすがプロ。取り付く島もない。

　人間らしさを感じさせないサングラスの顔を、今度は恨うらめしく思う。

「じゃ、じゃあ真愛に直接話すから携帯返して！」

　戻ってきた携帯電話で、真愛の家に電話をかける。

『こちら天てん弓きゆう院いんでございます』

　電話に出たのはメイドの壇だんマツリだった。淡々としていて、ある意味でアーノルドたち以上に非人間的というか、機械的な声だった。

「もしもし？　ボク、星ほし川かわ早少女さおとめです。真愛さんをお願いします。緊急の用事があるの！」

『少々お待ちくださいませ』

　一分ほどしてから、電話口に真愛が現れた。

『もしもし、早少女さん？　確か今日はお仕事だと伺っておりますが、もう終わったのですか？』

　いつもと変わらない穏おだやかな声。ほんの少し遠くに聞こえるのは、真愛本人が受話器を保持しているのではなく、隣でマツリが捧ささげ持もっているからだろう。

「えっと……。ボディガードの人たち、すごく助かってる。ありがとう」

『喜んでいただけて何よりですわ』

「でね。仕事中しっかり警備してくれるのは嬉うれしいんだけど、それ以外の時はちょっとね。ほら、ボクだってクラスメイトとのつき合いとかもあるんだし」

　なるべく穏おん当とうに話を切り出す。何しろ少なくとも表向きは善意なので無下に断る訳にもいかない。仕事時に安心なのは事実なのだし。

『しかし早少女さんは、お仕事の事は学校では内緒になさっているのでしょう？　夏休み中はお仕事を優先するので、ご学友とは滅めつ多たな事がない限り会わないとも。でしたら迂う闊かつに話が漏れないようにした方がよろしいのではないかと思いまして』

　迂闊だった。

　早少女さおとめの意識としては一かず大ひろは他のクラスメイトとは別格だからわざわざ除外もしなかったけれど、理屈としては真さな愛えの言ってる事に間違いはない。

「……まさか最初からそーいうつもりだったとか？」

『は？　早少女さんの仰おつしやるそういうつもりというのがどういうつもりなのかは存じかねますが、今朝ほど急に思い立ちまして、遠とお樽たるたちに指示いたしました』

　口調は平静を装よそおっているが、早少女にはとぼけて不自然な笑顔で視線を逸そらす真愛の姿がありありとイメージできた。

　思わず隣のボディガードに訊たずねる。

「今朝、真愛から何か追加の指示はあった？」

「はい。最初の条件に例外を認めず、より厳密厳格に適用するようにという事でしたが、それが何か？」

　さすがに一大と早少女のコンタクトを妨害するのが最初からの目的だったというのは、勘かんぐりすぎらしい。

　あくまで最初は友人としての純粋な善意。後から別の利用法を思いついたとなれば、早少女としても苦情は言いにくい。

『今のお仕事は、早少女さんにとって大きな飛ひ躍やくとなる大事なものなのでしょう？　しかも学業の妨げにならないよう、夏休みに集中して収録日程を組んでくださっているとか。マネージャーさんや制作スタッフの皆様のお心遣いを無駄にしないためにも、この夏は声優業に専念なさるのでしょう？　わたくしも、ささやかながらその一いち助じよになればと思いまして』

　何という巧こう妙みような言いぐさ。

　こういう言い方をされると、余計な事をやめてと反論はしにくい。

『幻ソワ』の仕事を頑張りたいというのも本当なのだし、一大とはニセの恋人という事になっているのだからあまり強くも出られない。

　むしろこちらがツッコまれる。

「そ、そうだね。ありがとうっ！　でもいつも気張っていたらストレス溜たまっていい仕事できないし、それは真愛も一緒でしょ？」

『ええ。それはその通りですわね』

「だからお互いこの夏は仕事とか家の用事が忙しいけれど、時間ができたら一緒に遊んだりして、息抜きしようねっ！」

『……そ、そうですわね』

「もちろん鷹たか奈なも誘って、三人で思いっきり楽しもうよ」

『ええ！　もちろん。素晴らしい提案ですわ』

　沈みかけていた真愛の声が明るく弾はずむ。

　これでよし。

　自分が自由に動けない時は相手の足止めをするのはマルチプレイヤーゲームの鉄てつ則そくだが、他にもセオリーはある。

　その一つは『全員から狙ねらわれたら負け』というものだ。

　夏休みの間は、早少女さおとめも真さな愛えも今までのようには一かず大ひろと会えない。

　だったら二人一緒に、夏休み中有利な鷹たか奈なをマークする形に持って行く。

　単に鷹奈の独走を防ぐだけでなく、真愛の意識がそっちに向けば早少女が隙すきを突くチャンスも生まれる。

　我ながら腹黒いと思ってしまう。

　けれど、だからといって座して状況を静観する事も、何もかも暴露して状況をリセットしてしまう事も──思い切って今の感情を打ち明ける事も出来ない。

　真愛や鷹奈が友達だという事実は消えて無くなった訳じゃないし、二人がそれぞれ厄やつ介かいな事情を抱えているのも知っている。

　そして何より自分自身が最初は利用するつもりで一大に近づいたという負い目が、抜けない棘とげのように胸の奥に突き刺さっている。

　今さら本心を口にしても許されないかも知れない──そんな恐れが『少なくとも現状維持』をキープしながら、少しずつ何かがいい方へ変わっていくという甘くて身勝手な夢に、気持ちを向けてしまうのだ。

　ふぅ……。

　ケータイから口を離して、息を継ぐ。

　今さら思い悩んでも仕方がない。

　このやり方を続けるってもう決めたんだから。

『もしもし？　早少女さん、聞こえてますか？　わたくし、電話には触れておりませんけれど、まさか壊れてしまったという事はございませんよね？』

　真愛の言葉が意識を引き戻す。

「うん、聞こえてるよ。大丈夫」

『そ、そう言えば鷹奈さんは海に遊びに行くと言ってましたわね』

　早少女は声と感情表現のプロだ。だから電話越しでも相手の表情はありありとイメージできるし、言葉に込めた微妙なニュアンスの差も読みとれる。

　表面上は今思い出したように言っているけれど、実際にはずっと口にするタイミングを必死で探していたのは疑うべくもない。早少女が考え事をして会話が途切れたのを好機と見たのだろう。

　そして何より。重要なキーワードが一つ欠けている。

　もちろんこれも真愛は言い忘れたのではない。意図的に省はぶいたのだ。

「うん、そうだね。どうせなら鷹たか奈なとも一緒に盛り上がりたいよね。この前のパジャマパーティみたいにさ」

　だから、アドリブで相手役の作った流れに乗った。

　早少女さおとめの提案に乗ったにしても、こういう言い方をするからには真さな愛えの方もまだ友達でいたいし、後ろめたさを自覚していて『共犯者』を欲しているという事だから。

　なりふり構わないつもりなら、こちらを誘う必要なんてないのだから。

『ええ。わたくしもそう思いますわ。ですから鷹奈さんが海に遊びに行く時は、早少女さんやわたくしもご一緒できたら素敵だと思いませんか？』

「うんうん。ホントそう思う。でもさ、ボクたちが一緒に行くって言うよりいきなり現地で合流してびっくりさせた方が楽しいよね」

『さすが早少女さんですわね。素敵なご提案ですわ。では、もしも鷹奈さんが海に行く日取りが分かりましたら、お互いに教えっこしましょうね。内緒にしちゃダメですよ』

　言葉使いはかわいいけれど、共きよう謀ぼうの提案は互いの独走を防ぐ釘くぎでもある。

「日程だけじゃ足りないよ。どこの海水浴場に行くかもね」

『あら、そうでしたわね。失礼いたしました。わたくし、公共の海水浴場には行った事がないもので、つい』

「じゃ、そういう事でよろしくね」

　明るい声で後ろ暗い約束を確認して通話は──そして空そら々ぞらしい芝居は、終わった。

「……ちょっと早まったかなぁ……」

　ケータイを仕し舞まいながら、早少女は呟つぶやいた。

　海まで追いかけていったとして、一かず大ひろにはどう説明すればいいのだろうか。

　そこまで考えずに、ノリと勢いで相談を進めてしまった。

　ニセ彼氏の件が三人全員にバレている事を一大は知らない。

　実状が明らかになったら、また面倒な事になってしまう。

　まあ、その時はその時だよね！

　この方針で行くって決めちゃったんだから、今さら引き下がれないもん！

　恋と戦争が似ているのは、何でもアリという点だけではない。

　状況が刻々と変化し、予期せぬ出来事がいくらでも起きてしまうところも一緒だ。

　だけど星ほし川かわ早少女は役者。

　不測のアクシデントが起きた時、即そつ興きようで対処できなくてどうしますか！

　平手で頰ほおを叩たたいて早少女は己に気合いを注入した。

　顔も商売道具のうちだから『ぴしゃん』じゃなくて『ぺちん』程度だけど。

　気分を変えるために、もう一度ケータイに手をやる。

「どちらへお電話ですか？」

「家族。妹なら、何の問題もないでしょ？」

　アーノルドに答えている間にも、鈴りん音ねが電話に出た。

『もしもしっ！　おねーちゃん、何かあったの？』

　ものすごい心配とものすごい喜びがミキサーで強引に混ぜ合わされたような声。

「べ、別に大した用事じゃないんだけど、ちょうど仕事が一段落したから。誰かと話したいと思って」

『そうなんだ。仕事の調子、いいの？』

「う、うん。まあね」

『放送近づいたら、友達とかにもバンバン宣伝するから任せといてねっ！』

「ちょ、ちょっと！　それはまずいからっ！」

　近所には『地元の有名人』と、それを襲った事件として子役時代の事を知っている者も少なくない。

『星ほし川かわ』姓の妹が大騒ぎしたら、わざわざ新しい芸名でリスタートした意味がない。

『あ。そ、そうだね。じゃあとりあえずお姉ちゃんとは無関係に、何か面白そうな期待の新番組って言いふらすからっ！』

　まあ程度にもよるけれど、それくらいは構わないか。

『あとね、お姉ちゃん。仕事好調なのはいいけど、ちゃんとご飯食べて、休んで、体調管理と気分転換も大事だからね。あたしも夏休みに入るし、手伝いに行こっか？』












「ありがとう。でも、大丈夫。ちゃんと適度にリフレッシュもするよ。夏だから海に行く予定とかもあるしね」

　そう言った途端、鈴りん音ねの表情が変わったのが電話越しの気配だけで伝わってくる。

『そ、それじゃお姉ちゃんは……あの人──八や木ぎ本もとさんと出かけたりする訳？』

「う、うん。だって……その……付き合ってるんだしね」

　アーノルドＢチームは『真さな愛えがお付き合いしている相手』と『早少女さおとめの彼氏』が同一人物だなんて知らないのだから特に隠す必要もないのだけれど、つい声を潜ひそめてしまう。

『そ、そうだよねっ！　お姉ちゃんとお似合いの素敵な人だもんねっ！　うんっ！』

　そんな風に言ってもらえるのは嬉うれしいけれど、妹の声には不自然な力が籠こもっている。

　声優は言葉と感情表現のプロフェッショナル。他人の発言から内に秘めた気持ちを感じ取るのも必要なスキル。

　だけど今の妹の態度に対応する見出しを、己の中にあるインデックスからすぐに見つける事はできなかった。





第３話　思い出の渚







　高校生が夏休みでも、勤め人はそうではない。

　世間はいつものウィークデー。通学客が減った分多少は軽減されても、通勤客が変わらないのだからピークタイムの混雑は大差ない。

「ぶげっ！」

「……くぅ……」

　人間にプレスされて、二人はうめき声を漏らした。

　一かず大ひろも鷹たか奈なも近場の高校にバス＆徒歩で通学している。本格的なラッシュには全然慣れていないのだ。

「わ、悪いな、こんな事になるなら、時間ズラしてもっと早くすればよかったな」

　車両の中央、左右と後ろから人込みに押されながら、一大は目の前の鷹奈に囁ささやく。

　自分自身や家族も同然の鷹奈の事だと、人から頼まれたよりも気が抜けてしまうのか。当たり前の事を見落としてしまった。

　都心や他県まで足を延のばすにしろ、通勤ラッシュの時間帯は避けるくらいの事は当然考えるのに。気配りには自信があるはずなのに油断していた。

「へ、平気だよ。遠くがいいって言ったのはあたしなんだから、カズはそんな気に病まなくてもいいってば」

　自分の胸元あたりの高さから、鷹たか奈なの返事が聞こえる。

　今日の彼女は、先日一緒に買いに行った大きく花模様がプリントされたワンピース。

　もっとも今は頭のてっぺんと、広く露出した肩のあたりしか見えない。身長差がある上に、周囲から押されて密着しているからだ。

　ただ、いつもはシンプルにゴムで縛ってあるだけのポニーテールが、今日は白いレースのリボンで結わえられている。

　油断していると一かず大ひろの顎あごの裏あたりでそれが揺れてくすぐったい。

「きゃっ！」

　カーブに差し掛かった弾はずみでぎゅうぎゅう詰めの乗客に慣性が加わり、鷹奈を押し流そうとする。

　こんな状況では人並み外れた瞬発力も腕力も頼りにならない。

　押されるままに、一大へと体を預けてくる。

　むにゅぎゅっ！

　薄い生地越しに、柔らかで張りのある胸が一大の胴に強く押しつけられる。

「ご、ごめんっ！」

　上からのアングルでも、謝る鷹奈が赤くなったのが耳で分かった。

「し、仕方ないよ。この混雑だもんな。足下危ないなら、しっかりオレにつかまってもいいから」

　終点まで乗るから途中で乗り降りする人の邪魔にならないよう、ポジションは車両の真ん中あたりに陣取った。ところがこれだと小柄な鷹奈は吊つり革かわまで手が届かないのだ。

「う、うん……」

　ぎゅううっ！

　さっきよりも強く、鷹奈の体が押し当てられる。

　胸ばかりではない。鍛きたえられた筋肉をほどよい皮ひ下か脂肪で柔らかく包んだ太ふと股ももの感触も伝わってくる。

　もちろん今日の鷹奈はミニのワンピースだから生なま足あし。間を阻はばむのは一大の脚を覆おおう白いコットンパンツだけだ。

　落ち着け、落ち着け、オレ！

　一大は必死に己に言い聞かせる。

　相手は鷹奈だぞ。

　行きがかり上ニセ彼氏をやっているけれど、家族同然に育ってきた仲だし、今さら異性として意識してどうする？

　今こうしてくっついているのは単に満員電車でおしくらまんじゅう状態だからであって、鷹たか奈な本人の意志とは関係ない。以前、空手の練習のためにチビＴ姿でお腹なかを直じか触りさせるような間柄だぞ、オレたちは。

　確かに見た目はかわいいし、胸は大きいし、今日は何だか女らしい恰かつ好こうしてるし──って、いかん。こんな風に並べるとますます意識してしまう。

　多分向こうはそういう事を考えてないんだから、こっちも気にするな！

「……うンッ！」

　また人に押されて、鷹奈が切なそうな声を出す。

　いつものイビキとか、陽気な笑い声と違って妙に色っぽい。

　待て待て！

　そんな風に考えてる場合じゃないだろ！

　要するにこの状況で苦しがってるんだから。体力があってタフなのと、こういう人の圧力に強いか弱いかは無関係だ。不慣れならなおさら。

「大丈夫か？」

　右手では吊つり革かわを摑つかんだまま、下げていた左腕を何とか動かして彼女の肩を抱き寄せる。

「万全じゃないけど、これで少しは楽だろ？」

　片腕一本だが、鷹奈が他人に押しつぶされそうな時に多少のクッションやブロックにはなるはずだ。

「う、うん……。ありがとね、カズ」

　妙にしおらしい声は、位置が低い上に鷹奈が俯うつむいていたから聞き取りづらかった。

　こうしていると、本当に普通の女の子なんだよなぁ──頭の中から追い出そうとしても、やっぱり片隅にはこの認識がこびりついてしまう。

　そんな風にもみくちゃにされながら、列車は時刻表通りに乗のり換かえ駅えきにたどり着いた。

「ふぃ。参ったぁ」

　驚きよう異いの人口密度から解放された鷹奈は、ホームのベンチに避難。パタパタと顔を扇あおいだ手で、そのまま汗まみれのおでこを擦こする。

「ほれ」

「きゃうんっ！」

　一かず大ひろが自販機で買った野菜ジュースの缶を頰ほおに当ててやると、甲高い声を上げた。

「な、何変な声出してんだよ？」

「きゅ、急に冷たいのが触ったらびっくりするでしょ！　で、でもありがと……」

　しおらしく会え釈しやくした後、プルトップを引き抜いてジュースを喉のどへ流し込み、口元を指の脇で軽く拭ぬぐう。

「しかしまあ、そういう恰好しててもやっぱり鷹奈は鷹奈だな」

「え？」

　きょとんと首を傾かしげる。

「だって汗も唇くちびるも、手で直接拭ふいちゃうし」

「ええっ！　あ、あのっ！　これはそのっ！」

　はっきりと指摘されてようやく自分の仕草に気づき、鷹たか奈なはティッシュでもう一度口元を拭ぬぐった。ハンカチまで取り出して、既すでに汗の失うせた額にぽんぽんと当てる。

「さっき素す手でで拭ったりしちゃったのはラッシュで疲れたからだもんっ！」

「はは。無理しなくていいって。いつもの鷹奈らしいって思っただけだからさ。さ、行こうぜ」

　くいっと親指を立て、乗り換え先を示す。

　次の電車は都心から離れる方向だからか、無理なく座れる程度には空すいていた。エアコンも効いていて、さっきの疲れがすっと退ひいていくようだ。

「あ、あのさ……カズ」

　スカートに合わせたのか、どこかぎこちなくぴったり脚を揃そろえて座っている鷹奈が俯うつむいたまま話しかけてきた。

「今はいいけどさ……。その……帰りの電車も込んでたら大変だよね？」

「ん？　まあな」

「だ、だったらさ！　今夜は向こうで一泊して、空いてる時間にのんびり帰ってくるっていうのはどうかな？」

「お、おいっ！　そりゃマズいだろ！」

　いくら幼なじみで気心が知れた間柄でも、昔みたいに無邪気ではいられない。隣の布団とか同じ布団とかで気安く寝る訳にはいかないのだ。

　鷹奈本人がそういう事を気にしないとしても、父親だって怒るだろう、これは。

　先日すき焼きをごちそうになった時の会話が一かず大ひろの脳裏に蘇よみがえる。

　鷲しゆう介すけおじさんは穏おん和わで朗ほがらかな人だけど、一人娘が外泊したなんて事になったら、相手の男に必殺拳を食らわせかねない。

　ありきたりの比ひ喩ゆではない。文字通りの『必ズ殺ス拳』だ。

　顕あけ美みおばさんが止めてくれるだろうけど、間に合うかどうか。

「パパの事なら心配しなくても大丈夫！　あたしがちゃんと説得するし、何かあったら絶対カズを守ってみせるから」

「それはそれでマズい！」

　確かに鷹奈なら鷲介に勝てるだろうが、そんな世界最強の親子ゲンカ、怪獣大決戦に巻き込まれるのは困る。自分の配はい慮りよが足りないせいで二人が争うのも不本意だし。

「心配しなくても帰りは大丈夫だって。朝に比べると人出もバラけるだろうし」

　今ほど空すいてて余裕のタイミングでもないだろうけど、逆に身動き困難なほどぎゅうぎゅう詰めの時間帯も短いはずだ。

「そ、そうなんだ……。ま、まああくまでそういう考えもあるって事で。はは……。別に無理に泊まっちゃえって事じゃなくて、いざとなったら泊まりもアリって事でさ」

「オレたちももう高校生なんだし、お前も年頃の女の子だって自覚持てよ」

「お、女の子の自覚？　あたし、そういうの足りない？」

「……少なくとも男と簡単に外泊するなんて言うのは軽率だろ。親が心配するのも分かってるのに。オレだから冗談で済むけど、他の男に軽々しくそういう事言って、相手が本気にしたら大変な事になるぞ」

　例の後輩に迫せまられてニセの彼氏を仕立てるくらいには色いろ恋こい沙ざ汰たの事も考えているのだろうけど、前によく分からないとか言ってたし。

　しかしまあ、幼なじみの友人としてもニセ彼氏としても、この無む頓とん着ちやくさというか無警戒ぶりはマズいと思う。幼なじみの自分とこういう話をするだけならまだしも、他の男にナンパとかされたらどうするつもりだ。

　見た目は巨乳美少女だし、強さは外見では分からない。クマよりも強いから並の男性が不ふ埒らちに及ぼうとしても鷹たか奈な自身が危うい事にはならないだろうけど、相手の男の命が危ないし。

「それに天気の問題もある」

「天気？　いい天気でしょ？」

　鷹奈が窓越しに見上げたのは、抜けるような青い空だ。

「日暮れ頃に崩れてにわか雨があるかも知れない」

　海に行く以上、天気のチェックは必須。幸い日中は好天だけど、夕方以降に大雨があるらしい。一時的という予報だが、万一に備えて傘や予備のタオルは持参している。

「そうなんだ。で、でもさ。だったら雨を避けるためにもお泊まりしちゃう……とか」

「一時雨って言っただろ。お前、どんだけ泊まりたいんだ？　ほら、次で降りるぞ」

　急行からダイヤが疎まばらで空いている各停に乗り換えて四駅、さらにそこからローカルバスに乗り換える。埋まっている席は三分の一程度。ほとんどが一かず大ひろたちと同じで、一目で海水浴客と分かる荷物を持っていた。

　緑の多い風景の中、二車線の狭い道をゆるゆるとバスは走っていく。ところどころで道幅やトンネルの拡かく張ちよう工事をしているが、そのせいで対面通行になったりして、現状ではかえって足止めされてしまう。

　後ろの長いシートに陣取った大学生風の若いグループのはしゃぐ声が聞こえるばかりで、一大の隣に座る鷹奈は静かだ。窓の風景を見るでもなく、きゅっと唇くちびるをつぐんで自分の膝ひざに視線を落としている。

「どうした？　具合でも悪いのか？　車酔いとか？」

「そ、そうじゃなくて……。あんまり騒いじゃダメかなぁ……って」

　気遣った一かず大ひろには視線を向けず、鷹たか奈なは小さな声で答える。

「何だ、そんな事かよ。他人の迷惑になるような大声出すのはアウトだけど、せっかく遠出してるんだから楽しまなくちゃ損だろ。ほら、海だぜ」

　ちょうど木立が途切れた。

　窓の半分を、鮮やかなコバルトブルーが占領する。

「わぁっ！」

　鷹奈が声を上げる。

「昔とあんまり変わらないな」

　海の青さに、一大も呟つぶやく。

　思い出の海と言っても一度来ただけだから、そんなはっきりした印象が残っている訳でもない。

　でも木々の向こうに見えるブルーが見えた瞬間の喜びは、あの日と変わらない。

　駅から小一時間で、バスは目的の停留所に止まった。一大たちだけでなく、ほとんどの客もここで下車している。

　東京に近いのに穴場という事はまず交通の便が悪く、施設も充実していないという事だ。道路からコンクリの階段を下りた浜には海の家が二軒と共同のシャワー小屋。以前来たときには無かった真新しいコインロッカーが目に付く。

「でもお店とか、昔よりきれいな感じしない？　時間経たってるのに」

　鷹奈に指摘されて改めて観察すると、確かに海の家がこざっぱりしている印象だ。それなりにリニューアルしているという事だろうか。

　ビーチには既すでにいくつかのパラソルが花開いていた。

　家族連れが多いが、学生っぽいグループもちらほら。混雑しているというほどではないけれど、寂しい感じでもない。ちょうど良い賑にぎわいだ。

「ね、カズ。あれ見て」

　鷹奈に言われて振り返ると、少し離れた高台には白い壁のビルがそびえていた。七階建てで細い形の中規模なリゾートホテルだ。

「ここも、開けるのかなぁ」

　小学生の頃に遊びに来た時には民宿が二、三軒あるだけで、二家族揃そろってそこに泊まったのだ。

　海の家の主あるじに訊たずねてみると八月からホテルがグランドオープンの予定で、それに合わせて道路を整備するはずが遅れ気味なのだとか。

　地元の民宿も経営者が老齢で引退を考えていたところだし、周辺には既に有名なビーチがいくつもあるので、大々的に開発するのではなく元々の風景などを活いかしつつ宿泊施設などを整える計画とも説明してくれた。

「この店も今まで通り自由にやらせてもらっているが、仕入れやら何やらではずいぶん助けてもらえる事になったよ」

　日焼けした顔で、主人がにっと笑った。

　利用客の便は図りつつ今まで通りの素朴な海水浴場という雰囲気はキープする方針だから情報誌でも特に大きく取り上げてなかったのかと、一かず大ひろは納得する。

「じゃあ七月のうちに来てちょうどよかったね。まだ込み合わなくて」

「そうだな」

　その店でレンタルパラソルを借り、手早く着替えを済ませて砂の上にレジャーシートを広げて場所を確保する。男はもともと着替えに時間がかからないし、今日は最初から下に水着を穿はいて帰りのためのパンツは別に用意してきたのだ。

「ちょっと遅いな……」

　なかなか鷹たか奈なが現れないので、思わず腕時計を見る。

　いつもは時計はケータイで間に合わせているが、今日は海なので普段は引き出しの奥にしまい込んである防水タイプを引っ張り出してきたのだ。

「お待たせ。ど、どうかな？　似合う？」

　ようやく鷹奈が更衣室から走ってきた。

　腰の後ろで両手を組んだポーズで、ほんのりピンク色の頰ほおに笑みを浮かべている。

「どうかなって……似合うのはもう分かってるしなぁ。オレが一緒に選んだんだし」

　改めて言うのも照れくさくて、一大は曖あい昧まいに言葉を濁にごした。

　多色使いのボーダー柄が体の立体感を強調しつつ、股上の長さでスポーティなさわやかさを演出している。ショップの穏おだやかな間接照明より、鮮やかな夏の陽光が生み出す鮮明な陰影の方がこの水着に──それ以上に鷹奈に似合っていた。

　まるで鷹奈のためにオーダーメイドでデザインしたのかと思うほどフィットしているけれど、それを本人に向かって言うのはさすがに照れくさい。

　ただ、一点だけミスマッチがあった。

「鷹奈、それ」

「え？」

　一大の視線に気づいた鷹奈が、髪に手をやる。

　いつもとは違う、レースのリボンがそこには結ばれていた。

「こ、これ、似合わない……かな？」

「さっきまでのワンピースならいいけど、水着には合わないだろ。それに、せっかく着けてきたのを濡ぬらしてダメにする気か？」

「あ……。そ、そうだねっ！　外してくる！」

　慣れないアクセサリーの事を彼女も見落としていたのだ。

　すぐにロッカーのところへ戻り、即座に帰ってくる。ヘアゴムのスペアは、サイフの中に常備しているのだ。

　いつも通りで、ついでに言うとアクティブなイメージの水着にも似合っているのだけど、鷹たか奈なの表情はほんの少し曇くもって見えた。多分、ずっと一緒に過ごしてきた一かず大ひろにしか読みとれないほどの些さ細さいな変化だろうけど。

　その一大にしても、何が原因かは分からない。

「さ、泳ごっ！」

「ま、待てって。一応準備運動しないと危険だろ！」

「あ、そっか」

「お前は超健康優良っていうか、いつでもフル稼働準備よしなんだろうけど、オレは普通の人間だからな。お前が後輩とかに言ってる設定とは違って」

　手を引く鷹奈をいさめて二人できちんと体をほぐし、心臓を十分にアイドリングしてから改めて海へ飛び込む。

　塩辛い飛沫しぶきが舞い上がり、顔を濡ぬらす。

「んぷっ！」

　口に飛び込んだ海水をぴゅっと吐き出しながら、鷹奈の手足が大きく水を搔かく。

「ほらっ！　カズも遊ぼうよっ！」

「ぶわっ！」

　一瞬見とれていた油断をついて、鷹奈が一大の頭を押さえ込んで水面下へ沈める。

「ごぶっ！　ぶへほっ！　お前なぁ、今日は珍しくおとなしいかと思ったけど、アレはワンピースの呪いか？　脱いだらいきなりいつものテンションになりやがって！」

「そ……そんなんじゃないけど……」

　一大としては軽いジョークのつもりだったのに、鷹奈の眉が八の字を描いた。濡れて重くなった前髪やポニーテールがうなだれているようにも見える。

「な、何だよ。本気で落ち込むなって。ジョークだよ、ジョーク。お前がそういう反応すると、こっちが困る。鷹奈らしく笑えって。ほら」

　両手の人差し指を伸ばして、鷹奈の頰ほおに当てる。くいっと上向きに力を加えて無む理り矢や理り唇くちびるを笑顔のカーブにする。

「わっ！　い、いきなり何すんのよっ！」

　真っ赤になった鷹奈が、口元に両手を重ねる。

「あ。悪い。つい、な。だけどお前とオレでこのくらい、今さらだろ？」

　むき出しのお腹なかをさすらせるくせに、顔に触ると驚くというのはどういう基準なのだろうか？

　これはアレか。

　古着屋でこっちを脱がせるのは平気でも風呂上がりを目撃されるのはイヤなのと同じで、鷹たか奈なが自分が主導権握ってやるのは構わないけれど、不意を突かれるのはダメという事なのだろう。

　まあ、鷹奈がそんな風に女らしくなるのは多分いい事だ、うん。

「えっと……カズとあたしでこれくらい……？」

「いや。オレも油断してたっつーか、悪かった！　鷹奈ももう年頃の女の子だとかさんざん言ったのはオレの方なんだし、いきなり顔触ったりするのはマズいよな、やっぱり」

　そもそも今のは、鷹奈のリアクションとしてレアだった。

　普通ならいきなり反撃の鉄拳が飛んでくるところを、顔を手でカバーして防御なんてらしくない。

「べ、別にいいよっ！　あたしと、カズの間柄だもんね。カズだって他の女の子にはこんな事しないでしょ？」

「当たり前だ！」

　彼女が欲しかったから、学校では女の子との距離感を弁わきまえた紳士というキャラを守ってきたのだ。それこそただの『信頼されている友達』程度の男がいきなり顔に触ったりしたら顰ひん蹙しゆくを買う。

　今の『公認バカップル』状態だったら、早少女さおとめ相手に遠えん慮りよしてたらかえって不自然かも知れないが。

「そ、それならいいの。あたしにしかやらないのならねっ！」

　一かず大ひろが強引に作った笑みのまま、鷹奈が視線を逸そらす。

　これで一安心か。

　鷹奈は大ざっぱでがさつだけれど、潔けつ癖ぺきで正義感が強い一面もある。えっち本に目くじら立てたりとか。どんな女の子にもぺたぺた無遠慮に触るような男だと思われたら、それこそ熊殺しパンチでお仕置きされかねない。

　しばらく泳いだりはしゃいだりした後、休憩のために浜に上がる。

「ちょっと待ってろ。飲み物買ってくるから。オレンジソーダでいいか？」

「うん。任せる」

　鷹奈の好みは今さら確かめるまでもない。一番好きなのは健康にいい野菜一〇〇パーセントジュースだけど、暑さしのぎで喉のどを潤す時は柑かん橘きつ系けいの炭酸を一気飲みだ。

　さっきの海の家で自分用のコーラと一緒に買って戻ろうとすると、シートに座っている鷹奈の前に二人組の男が寄ってきていた。

「ねえ、彼女、高校生？　一人？」

「よかったらオレたちと遊ばない？」

　どちらも二〇歳くらいか。日焼けして髪をブリーチした男が、軽薄丸出しの口調で鷹たか奈なに声をかけている。

　さっきの悪い予感が的中したのだ。

「あたし、彼氏と一緒に来てるの」

　男たちを牽けん制せいするためだろう。鷹奈ははっきりと『彼氏』と口にした。

「おーい、鷹奈。待たせたな」

　フォローの意味もあって、小走りで駆けつける。

「何だよ、彼氏ってこんな貧ひん弱じやくなボウヤかぁ？」

「こんな奴やつより、オレたちと一緒に来た方が楽しいって」

　確かに二人組はどちらも一かず大ひろより体格がいい。こっちだって言われるほど貧相ではないのだけど、取り立てて鍛きたえている訳ではない。それこそ世紀末救世主スタイルが下へ手たなコスプレにしかならない程度の肉体だ。

　だけど、一応ここは男として気張るべきシーンだろう。

　早少女さおとめに付きまとっていたストーカーとか、真さな愛えの親しん戚せきが連れてきたボディガードを正拳突きで倒した事だってあるのだし。

　オレの彼女に手ぇ出すんじゃない──一大がそう言い掛けた時だ。

「カズ、買ってきてもらって悪いけど、これ飲まないから」

　ひょい、と鷹奈がオレンジソーダのロング缶を取り上げて、顔の高さに放ほうり上げる。

　シュッ！

　空気を切る、甲高い音色。

　男たちの顔の前で、甘い匂においが破裂する。

　鷹奈が人差し指一本を横に薙ないで、ドリンク缶を両断したのだ。

「げはっ！　げほっ！」

　顔に大量のオレンジソーダを浴びて、男たちがむせかえる。

　何が起きたのか理解できず、互いの顔やら鷹奈の姿やらを見開いた目で眺めている。

「お兄さんたち。遊ぶって言うなら、あたしの流儀につきあってくれる？　そうだね、ヒーローごっことかどう？　あたしが強くてカッコよくて絶対に勝つ正義の味方で、お兄さんたちが悪い怪獣」

　二本の指で缶の残ざん骸がいを小さく丸めながら、鷹奈が笑う。

　その笑みは不敵というよりは獰どう猛もう。アルミ缶だったものは既すでに指先で押しつぶされて小さなボールになっている。

　普段なら何か手近なものを破壊して強さをアピールするのだけど、あいにく周りは砂ばかり。さすがにこれは鷹奈の破壊力を見せつける役には立たない。

　ちなみに、至近距離でありながら彼女の顔には一滴のソーダもかかっていなかった。

　指を振り抜いた強烈なスピードが瞬間的な強風を起こし、全すべての液体を相手側に吹き飛ばしたのだ。

　わきわきと動く鷹たか奈なの指に、男たちはようやく目の前で起きた出来事を理解した。

　この女の子が、一撃で中身の詰まった金属の缶を破壊したのだと。

　空のアルミ缶を握りつぶすのとは訳が違う。

「わ、悪かったよ！　じゃあなっ！」

　二人組はこちらの方を見もせず、一いち目もく散さんに走り去っていく。

「もうっ！　せっかくカズと遊びに来ていい気分だったのに台無し」

「まあ、どこにでもああいうのはいるさ。かわいい女の子がいると、図ずう々ずうしく声かけてくる奴やつ」

「あ、あたし、かわいい？」

「ああ。パンチやキック出さないでいたら、見た目だけはかなりの美少女だぞ。だから、いくら戦えば必ず勝てるって言ってもそれなりに用心しろよ」

　一かず大ひろの言葉に、鷹奈はさっき缶を破壊した自分の右手を見下ろした。

「あ、そうだ。飲み物、新しいの買ってくるか？」

「えーと……別にいいよ」

「そうか？　じゃ、オレだけ遠えん慮りよなく」

　微妙に間を置いた鷹奈の答を確かめてからプルトップを開ける。

　シュワアという音と共に、カラメル色の泡が盛り上がった。一大がそれを三分の一ほど飲んだところで、いきなり鷹奈が叫んだ。

「ご、ごめんっ！　やっぱりあたしも喉のど渇いたから、それちょうだいっ！」

「ん？　じゃあ新しいの買ってくるか？」

「そ、それがいい……じゃなくてそれでもいいからっ！　早くっ！」

　強引に一大の手からコーラを奪うばい取り、一気にゴキュゴキュッとあおる。

「……そんなに喉渇いてるなら、素直にもう一本買って来いって言えばよかったのに」

「ご、ごめんねっ！　あ、そ、そーいえば、これってその……か、か、か、間接キスって事になっちゃうのかな？」

　いきなり予想外の言葉が飛び出した。

　飲み終えてなかったらコーラを噴ふいていたところだ。

「ま……まあ、そうなるな。オレとお前で今さらって気もするが」

　出来れば何食わぬ顔でスルーしたかった一大だが、鷹奈が気づいた上に妙に恥ずかしがっているから、こちらとしても意識してしまう。

　だいたい家族同然に育ってきたから回し飲みしたり、ファミレスなどでお互いのオーダーした物を半分こして取り替えたり、この程度の事は日常茶さ飯はん事じだったのだ。

　少なくとも小学生の間は。

　もしも間接でもファーストキスに値打ちがあるのなら、いつの事だったかなんてもう分からない。下へ手たをしたら物心つく前の出来事だ。していない事の証明が不可能。

　でもまあ、一かず大ひろとしてはやっぱり喜ぶべきなのだろう。

　鷹たか奈なに年頃の女の子という自覚が芽生えてきたのは。

　出来れば、コーラを飲む前に気づいて欲しかったところだが。

「ね」

「ん？」

　苦笑しながら物思いに耽ふけっていた一大の腕を、鷹奈がちょんとつついた。

「あれ見て」

　彼女が指さしたのは、一キロほど沖合にある小さな島というか、岩がん礁しようだった。

　確か全周一〇〇メートルほどの小ささだが形は上陸できる程度にはなだらかで、松の木なども生おい茂しげっている。

「前に来た時はさ、一緒にあそこまで泳ごうって誘ったのに、結局カズは最初から無理だって言ったんだよね」

「仕方ないだろ。小学生だぞ。お前の体力ならアレだろうが、その向こうだろうが楽勝だろうけど」

「その向こうって中国とか？　いくらあたしでもそれは無理だってば」

「……ここは太平洋だ。東に進めばアメリカで、南下するとニューギニア」

「え？　えーと……。ああ、そっか！」

　鷹奈が世界地図を思い浮かべるまで数秒のタイムラグがあった。

「さすがにお前でも、太平洋を泳ぎ切れるなんて思っちゃいねえよ。その向こうってのは、アレの事」

　指を向けたのは、さらに数キロ先に小さく見える島だ。

　泳ぎは専門ではないからスピードはそれほどでもないが、とにかく鷹奈の基礎体力が普通じゃない。

　タイムレコード狙ねらいは無理でも、泳ぎ切るだけならドーバー海かい峡きようでも楽勝だろう。

「まあ、今ならオレでも手前の島くらいは楽勝で行けそうだけどな」

「そうだよね。カズも男の子……っていうか男だもんね」

「ああ。んでもって、鷹奈も女の子だって事、ちゃんと自覚しろよな。ナンパ追っ払うのは構わないけど、いきなり破壊力見せつけるってのはさすがにどうかと思うぞ」

「ダ、ダメだったかな、ああいうの？」

「ダメっていうより、危ないんだよ」

　自分がビビって逃げ出した事実を棚上げして『女に恥をかかされた』と考えるような奴やつもいる。逆さか恨うらみして、人数を集めて来ないとも限らない。

「お前がいくら強くても、人数集めていきなり襲いかかられたら危ないだろ？」

「あたしなら素人しろうとの一〇人や二〇人なんて問題じゃないよ。相手が武器とか持ってても」

「脅おどして追っ払いにくくなるし、手加減する余裕もなくなるだろ？　向こうだって気が立ってるだろうし。お前自身が無事で正当防衛でも、他の奴にケガさせたりするのはやっぱりまずいって話」

「そういうモンかなぁ」

「男ってのは、そういうつまんないメンツにこだわるんだよ」

「でもカズは違うでしょ？」

「ま、まあな」

　実際、一かず大ひろが学校でやっているような事を『女に媚こびていて情けない』と陰口叩たたいている男子がいるのも知っている。

　下心含みだったとは言え誰に迷惑かけている訳でもないのだから、そういうやっかみを気にする方が馬鹿らしいと思うけれど。

「だけどお前も、少しはそういう事考えろって話だよ」

　子供の頃からそこらの男子が束になっても敵かなわないほど強く、中学以降はずっと女子校だったせいだろう。鷹たか奈なは、男の心理については疎うといところがある。

「他の男の事なんか……別に分かんなくても」

「何か言ったか？　ま、いいや。気分直しに、もう一度泳ごうぜ」

「そ、そうだね」

　一大がポンと叩くと、鷹奈が微笑ほほえむ。

　ただ、その笑顔はほんの少しぎこちないように思えた。





第４話　ガールズトーク・タイム＋α（車内編）







　昨日は車内では妨害されてしまったし、帰宅して遠とお樽たるたちの監視が外れても微妙に間まが悪くて電話しそびれてしまった。

　今日改めて一かず大ひろに電話するとして、どういう理由がいいだろう。

「はあ……」

　部屋の中、パジャマ姿のままで早少女さおとめはため息をついた。

　単なるニセ関係の時の方が、気楽に電話出来た。普通の恋人同士ならそうするだろうという軽いノリで。

　だけど今は妙に意識してしまう。

　声が聞きたい。

　顔を見たい。

　それなのに何の理由もなしには話しかけるのも恥ずかしい。

　こんな気持ちになるなんて、確かに経験しなければ分からなかった事だ。

「……昨日の仕事の感想、でもいいよね。次回分の録とりだと男性キャラとの絡みもあるし、彼氏役として相談してもらうとか。うん、これなら自然な理由」

『ニセ恋人として自然』というのも変な話だけど、早少女の内側ではこれで一応のつじつまは合った。

　まだ午前九時過ぎという早めの時間帯だけど、どうせなら一緒にランチでも楽しみながら相談に乗ってもらうとか、そのために早めに今日の予定を確認するとか、別に変な事じゃないはず。

　すーはー、すーはー。

「あー、あー。あえいうえおあお、あえいうえおあお」

　深呼吸の後、軽く発声練習。

　電話越しでも、自分の一番いい声を一大には届けたい。

　ベッドの上でちょこんと正座。

　緊張とときめきで胸を躍らせながら、一大の番号を呼び出す。

『ただいま電源が切られているか、電波の届かないところにおります』

「……は……？」

　見事なまでの拍子抜け。

　この上もない肩すかし。

　この気持ちを、どこへぶつければいいのだろうか。

　すーはー、すーはー、すーはー。

　改めて深呼吸で己を落ち着け、五分待ってから電話をかけ直す。

　やっぱり戻ってきたのは無機質なデフォルトの不在アナウンス。

「まさかまだ寝てる？　それともどこか遠くに出かけてるとか……はっ！」

　自分自身の何気ない呟つぶやきに気づかされ、もう一度ケータイのキーを押す。

　ただし今度は一かず大ひろではない。相手は鷹たか奈なだ。先日機種変したけれど、当然ナンバーは引き継いでいる。

　直感の通り、こちらも留守設定だ。

　ひょっとして今日、早速一緒に海へ？

　鷹奈の性分を考えれば、自分たちが余計なちょっかいを出してこないうちにさっさと計画を実行するだろう。他の女の子と一緒だから変なトラブルが起きないようにケータイの電源を切っておく──マメな一大はそういう対策をやりそうだ。鷹奈の方は単なるうっかりかも知れないけれど。

　直感に後押しされて、もう一度電話をかける。

　今度は真さな愛えの自宅。電話口に現れたマツリに頼んで真愛を呼び出してもらう。

『お早うございます、早少女さおとめさん。こんな時間にどのようなご用件でしょうか？』

「もしもしっ、真愛！　一大と鷹奈が、もう海へ行っちゃったかも知れない！　二人ともケータイ通じないの！」

『まあ……そのような……油断していましたわ』

　電話越しに、淑しゆく女じよらしからぬ小さな舌打ちが聞こえた。

『ところで早少女さん、今日は少々暑いとは思いませんこと？』

「うん。ちょっと日差しが強いよね」

　どんなに白しら々じらしくても、相手役から振られたセリフは受けるのが役者の基本。

　大切なのは、流れを途切れさせない事だ。

『昨日もお話ししました通り、こんな日は気心の知れた友達同士で海へ遊びに行きたいものですわね。幸いわたくしも、今日は時間が取れますし』

「うんうん。ボクも大急ぎで水着とか用意するよ」

『それがよろしいですわ。すぐにお車で迎えにうかがいますので』

　そう告げると、電話は切れた。

　さあ、ぐずぐずしていられない。

　出来れば新しい水着でキメたかったところだけど、そんな余裕はないから去年まで使っていたのをワードローブの奥から引っ張り出す。その他にも海のリゾートに必要そうなものをバッグに詰め込む。

　それだけじゃ足りない。着ていく服も大切だ。

　そっちを見られる可能性だってあるのだし。

　パジャマを脱ぎ捨ててさっとシャワーを浴びると、下着姿のまま夏にふさわしいコーディネイトを選ぶ。

　多分鷹たか奈なはボーイッシュでスポーティな路線だろうし、真さな愛えはお嬢様らしくおしとやかでフェミニンな装よそおいだから、こっちはそのどちらともカブらない方向性にしなければ。

「両極端っていうのは得だよねー。ボクは真ん中で個性出さなきゃいけないし」

　早少女さおとめは結構独り言が多い。

　中学時代、ほとんど部屋に引きこもっていた頃についた癖くせだ。

　しかもその時期は当然おしゃれするような精神的余裕もなかったから、服もほとんど買わなかった。成長期なので小学生時代の服は妹へお下がりにした後、着る人がいなくなって廃はい棄き処分。

　フリーマーケットに出したりはしなかった。

　早少女自身も、家族も、一度肌に触れた品が第三者の手に渡る事を嫌ったのだ。

　そんな訳で、早少女のワードローブは意外と貧ひん弱じやくだったりする。さすがに鷹奈ほどではないにせよ。

「このあたりが無難かなぁ……。さっさと今年用買っておけばよかった」

　結局選んだのはセーラーカラーの上着と、白いミニスカートの典型的なマリンスタイル。去年の夏購入したものだ。

　姿見で確かめたちょうどその時、インターホンが鳴った。

『星ほし川かわさま。壇だんでございます。真愛お嬢さま共々参上いたしました』

「分かった。すぐ行くから待ってて！」

　バッグを持って外へ出るとマンション裏の駐車場、ワンボックスカーの前で真愛とマツリが待っていた。

　真愛は丈の長い白のワンピースに、鍔つばの広い同色の帽子。予想通りの上品で清せい楚そなスタイルだった。隣のマツリは相変わらずのメイド服。しかもかなり夏らしい陽気なのに汗一つかいていない無表情だ。

　さらに、警護のトリオ・ザ・アーノルドも揃そろっている。

　しかも真愛を守るＡチームと、早少女のために派遣されたＢチームの両方。総勢六人がぞろりと並んでいるのだ。

　よーく見ると微妙に身長や肩幅などディテールが違っているのだけど、まるで同じ型から抜いたみたいにそっくり。

　全員黒スーツに黒メガネだから、これではシュワルツェネッガーというより別の映画のエージェント・スミスだ。

「どうぞ」

　マツリに招かれるまま、まず早少女がワンボックスの後部座席に乗り込み、その隣に真さな愛えが腰掛ける。ごく自然な客人優先に、育ちの良さが窺うかがえる。

　まずＡチームの黒いワゴンが先導し、マツリが運転するワンボックスが続く。しんがりを守るのは同じ型の黒ワゴンに乗ったＢチームだ。

「は、はは……」

　物々しい警備に早少女さおとめの口からはぎこちない笑いがこぼれたけれど、真さな愛えは平然としている。このレベルは通常モードという事か。

「では、どちらに向かいましょうか？」

　マツリが訊たずねる。

　東京の西の外れ、内陸の九く比ひ戸とから海に向かう以上、まず南が基本ルートだ。

　普通に考えれば神か奈な川がわ方面だが、千ち葉ば県という可能性もゼロではない。そしてどちらにせよ海水浴場の数は多い。

　思わず飛び出してしまったが、二人の行き先は分からないのだ。

　これが、真愛に連絡をつけた理由のひとつだ。単に鷹たか奈なの独走をくい止めるためのパワーバランスだけの問題ではない。

　実は早少女、一人暮らしの上に仕事のギャラと仕送りの両方があるから、行動の自由という点では三人の中で最も有利とも言える。

　ただし反面、機動力や情報収集力では大きく水をあけられている。一かず大ひろとの接点も基本的に学校だけだし、今回のように遠出された時追いかける足もない。

　鷹奈に出遅れてしまった以上、車を用意できる真愛の助けは必要だ。

「ここから日帰りできそうな海水浴場というのは、どのくらいあるのでしょうか？」

「ボクも調べた事ないけど、十か所とかじゃきかないと思う。それに東京から西か東かで結構な移動距離になっちゃうし」

「それでは、しらみつぶしという訳には参りませんわね」

　歯がみする表情を隠すように、真愛が口元に手を当てる。

　早少女も必死に記憶の中から手がかりを探す。

　ふと、些さ細さいな違和感を思い出す。

「そう言えば一大、クラスで友達が海水浴に行くって話してた時、ちょっと変な緊張してたような気がする」

「それはつまり、どういう事でしょうか？」

「思い出して。鷹奈はボクの妹が来た晩にもう『夏には海に行く』って宣言してたでしょ？　つまり一大もその時か、その直後くらいにはもう海水浴の計画を立て始めてたって事。行き先の希望とかは鷹奈が出すけど、細かいプランを考えるのは一大の役割だろうし」

「恐らくそうでしょうね」

　真愛も静かな声で同意する。

「そこで、一かず大ひろの気持ちになって考えてみる」

　目を閉じ、早少女さおとめは深呼吸する。

　これも役者の本領だ。

　自分が『一大』だったらこの状況でどんな風に考え、どうしたいと願い、周囲にどういうリアクションをするか。

「約束したから、絶対に海に行く。だけど鷹たか奈なが希望しているようなお泊まりは絶対に回避したい」

「それはそうですわね」

　鷹奈自身の立場や世せ間けん体てい、家族の事まで考慮すれば、それが一大らしい結論だ。

　チャンスに乗じて安直に美お味いしいシチュエーションに飛びついてしまうような、普通の男子高校生だったらそもそも現在のややこしさは起きていない。

「だから最初は日帰りしやすい場所で計画を立てていた。だけど、教室で雑談してる時に気付いちゃった。それだとクラスメイトとばったり会っちゃう──つまりボク以外の女の子と二人きりで海に来てるのを目撃される危険が大きくなる」

「……早少女さん以外の女性と一緒のところを見られると不都合？」

　真さな愛えが静かに呟つぶやくと同時に、車内の気温が体感で三度ほど下がった。

「だ、だからっ！　えーと……いろいろあるって事。そのあたりの事情は真愛だって知ってるでしょ！」

　同じ車内にマツリが──即すなわち真愛の関係者がいる。

　はっきりと『学校では早少女と一大が恋人扱い』とバラしてしまうと、彼女から志し束づかに情報が伝わってしまうかも知れない。早少女もあいまいにごまかすしかなかった。

「ああ、そうでしたわね。早少女さんの方に、よんどころない事情がありましたのね」

　微笑ほほえみが、空気の温度を元に戻す。

　言げん外がいに伝えたかった『あくまでニセ』という建前はちゃんと理解してくれたようだ。

「では日帰りが可能で、なおかつ同級生などと鉢はち合あわせしにくいところという事になりますか？」

「多分そう。一大は穴場とか探すのは上う手まいし」

「八や木ぎ本もとさまは、穴を探すのがお上手なのですか？」

　ハンドルを握るマツリが、いきなり口を挟んできた。

「穴じゃなくて穴場！　メジャーな海水浴場は候補から外してもいい」

「ずいぶんと自信を持って断言なさいますのね？」

「だって一大、学校だとずーっとデートコースの下調べとか頼まれてたんだもん。こういう時の場所探しとかは得意中の得意なの」

「……そうなのですか？　わたくし、一大様のそういうところは存じませんで」

　保護者の志し束づかにアピールするという目的があるので、一かず大ひろとデートする時も真さな愛えの趣味というか都合に合わせた場所ばかりだ。屋敷に招いたりとか。

　頼っているようでいて、一大のリードに身を委ゆだねた事のない真愛ならではの欠落だった。

「ボクはクラスメイトで、一年生の時からずっと一大の側そばにいるもんね。彼の、普段の行動とかちゃんと分かってるし」

　水面下の深い闇の中での攻防は続いている。

　さっきは気け圧おされて、しかもマツリの目があったから不自然に譲る形になったけれど、チャンスを見て自分のアドバンテージを強調するのも忘れない。

　ただし、真愛が相手だから言えるセリフというのは早少女さおとめも理解している。

　この切り口で争ったら、幼なじみの鷹たか奈なには敵かなわない。

「……確かに、わたくしは一大様とのお付き合いを始めてからまだ日が浅い身です」

　静かに、しかしはっきりと意志を込めた声で真愛が告げる。

「だからこそこれからじっくりあの方を理解し、またわたくしを理解していただきたいと願っております。わたくしも一大様もまだ一六。これからの時間は長いのですから」

　過去を共に過ごした鷹奈。

　未来を約束しようとする真愛。

　二人に挟まれた早少女の寄よる辺べは『現在』だ。

　だけど、それはあまりに儚はかなく頼りない。

　一大の『現在』は早少女の専有物ではない。

　真愛も、鷹奈も、現在の一角に陣地を持っているのだし、何よりそれは一大自身のものなのだから。

「お嬢様、進路はどういたしましょうか？　八や木ぎ本もと様が目指している穴が……」

「穴場！」

　マツリの言い間違いを、早少女が訂正する。

「失礼いたしました。その穴場がどこなのか確定させませんと」

　そうだった。

『現在』の話をするのなら、一大の現在位置を推理するのが急務。

「あ、そうか。そもそも誘ったのが鷹奈なんだから、昔の思い出の場所とかに行きたがりそうな気がする」

　時間に関わるキーワードが、早少女のひらめきを導く。

　一大の立場で考えるだけでは不足する。一人芝居じゃなくて相手がいる事なんだから、人間関係の押し引きや相互作用を考えるべきだった。

　鷹奈が『過去』を武器にするなら、これは当然の発想だ。

「そう言えば、去年の夏に話してませんでしたか？　子供の頃、家族で海に遊びに行った時の事を」

　一年前、まだ冷戦が起きる前の平和な時代。

　早少女さおとめもその時の会話は覚えている。海水浴場の名まで思い出せた。

「壇だんさん、確かそこは……」

　地名を耳にした真さな愛えが、マツリに確かめる。

「はい、お嬢様。現在天てん弓きゆう院いんグループのリゾートホテルが、グランドオープンを控ひかえている場所です」

「私用で心苦しいのですが、現地に連絡していただけますか？　一かず大ひろ様と鷹たか奈なさんが来ているかどうか」

　真愛の指示を受け、マツリがダッシュボードのスイッチを入れる。

『こちら田た峰みね』

　聞こえてきたのは前を走る車からの声だ。一見すると普通のカーオーディオに見えたが、実はハンズフリーの無線機なのだ。

　マツリが状況を説明して確認を頼むと、ほどなく田峰から返答があった。やはり早少女が言い当てた海水浴場で、一大と鷹奈らしい二人連れが目撃されたという。

　目的地が確定した三台は高速道路に入ってスピードアップする。

「あ、あの……真愛」

「どうかなさいましたか、早少女さん？」

「その……こんな風に、どこ行っても居場所とか探れちゃう訳？」

「いいえ、残念ながら。今回はたまたま系列のホテルがある場所で、人出もさほど多くないので何とかなりましたが……」

　残念ながらって言いましたよ、この人──思わずツッコみたくなったけれど、声には出さずに笑顔も崩さない。このあたりは役者の本領発揮だ。

「例えば探偵でも雇って二四時間張り付ければ簡単なのですけど、さすがにわたくしもそこまでお小遣いが自由になる訳ではありませんし……」

　以前に聞いた事がある。

　真愛はリッチだが、個人として自由になるお金は極端に多い訳ではない。基本万事カード払いだし、あまり変な目的に使うと志し束づかのチェックが入る。

　それ以前に必要なものはほとんど出入りの業者が屋敷に届けるので、外での買い物の機会自体が少ないのだとか。

「あ、あのね、真愛。一大だって一個人としてのプライバシーもあるんだし、年頃の男の子だから知られたくない事だってあるんじゃないかなぁ」

　苦笑しながら、そっと真愛の耳元に唇くちびるを寄せて囁ささやく。

「あくまでニセ。ニセの彼氏だよね？」

「え？　そ、その通りですわね。わたくしとした事が、うっかりしていました」

　もっとしっかり釘くぎを刺したいところだけれど、マツリの耳もある。こっそり小声で告げたが、それなりに効果的だったようだ。

　さすがにあり得ない事だとは思うけれど、真さな愛えが財力に物を言わせてなりふり構わない手段を取ったら対抗するのが難しくなる。

「さ、早少女さおとめさん。まだ道は長いですわ。お飲物を用意してますので、どうぞ」

「うん。ありがとう」

　小型のクーラーボックスにはウーロン茶とアイスティー入りのステンレスボトル、それに破損しにくい樹脂製のカップが数個収められていた。ウーロン茶を自分で注つぎ、早少女は唇くちびるを潤す。

「お嬢様、使用人である自分が差し出がましいとは存じますが、八や木ぎ本もとさまの私生活を覗のぞき見みするのは好ましくないかと」

　ハンドルを握るマツリの淡々とした言葉に、早少女はほっと胸をなで下ろす。

　今まで真愛を送り迎えするところで顔を合わせるだけ。挨あい拶さつ程度しか言葉を交わしていなかったので、マツリの人となりまでは知らなかった。

　いつでもメイド服だからかなり変な人かと誤解していたけれど、要するに仕事のユニフォームとして着用しているだけで、案外普通の人のようだ。

「むしろ八木本さまにのぞき見られる事を期待するのが、正しい女の道というものです」

　ぷっ！

　吹き出しそうになるウーロン茶を、早少女は何とか唇を引き締めてブロックした。

「どうかなさいましたか、早少女様？」

「ん、んんっ！」

　反論したいけれど、今は口の中に残ったウーロン茶を安全に飲み下すので精一杯。むせて咳せきが出そうだし、左右のこめかみがキンと痛む。

「女の道、ですか？」

　真愛は何とも思っていないのか、両手で大事そうに紅茶のカップを持ったまま、きょとんと首を傾かしげる。

「はい。男性というのは視線にも常にエロエロなエネルギーがみなぎっているものでございます。聖書でも『女人を淫みだらな目で見た者はその目を抉えぐれ』と記述されていて、逆に女性が男性を見る件については一切触れられていません。日光浴や森林浴と同様に、男性のエロい眼まな差ざしで見られる事によって、女性も活力を補給できるのです」

「……あの……よく分かりませんけれど、以前壇だんさんが教えてくださったメイド服の効果というのもそれに関係ある事なのでしょうか？」

「さすがお嬢様。聡そう明めいでいらっしゃいますね。自分が思うに、お店に現れる普通のお客様方より、八や木ぎ本もと様の方がより強いエロパワーを秘めているかと」

「えろ……というのはよく分かりませんが、一かず大ひろ様の方が立派な方という事ならわたくしも同感です」

「んむっ！　ぬむっ！」

　真さな愛えとマツリの会話を聞きながら、早少女さおとめは必死に胸を叩たたき、さすり、飲み損なったウーロン茶が喉のどのあたりにつかえているのを解ほぐし落とそうとする。

　この人は危険だ。

　さっきの『穴』も単なる聞き間違いや言い間違いではなく、狙ねらって言ったのか。

「八木本様はお嬢様とお付き合いしている方ですから、自分は詳しくは存じ上げませんが、お姿を拝見し、少し言葉を交わしただけでもあの方の素質は分かります。へそ下三さん寸ずんにみなぎり、そそり立ち、貫つらぬく力を感じますわ。是ぜ非ひとも味見したいものです。じゅるり」

　最後の『じゅるり』は舌なめずりの音ではない。他の言葉と同じく、見事なまでに熱のこもらない棒読み発音だ。

　ある意味で並のプロをも超えている。

　普通は冷淡に言おうとしても、多少は何らかの感情が混じってしまうものなのに。

「あ、あのね、壇だんさん！　そういう話はちょっとマズいんじゃないかなぁ？」

　何とか落ち着きを取り戻して訴うつたえる。

　早少女だって別に清廉潔白潔けつ癖ぺきという訳ではない。

　十代男子が基本的にえっちな事は知っているし、一大だってそういう事に興味津々なのも知っている。というか、一緒にえっち本を買いに行ったり、薄暗い密室の中で一緒にえっち本を見たりした仲なのだし。

　だけど第三者の口から一大が溢あふれる性エネルギーで動くマシーンみたいに言われるのはさすがにちょっとイヤだ。

「は？　自分が何か問題のある事を言いましたでしょうか？」

　前を見てハンドルを握ったまま、マツリがクールに答える。ミラーに映る顔も、まるで仮面のように無表情だ。

　対して、早少女の方は真っ赤。

「そ、その……みなぎるとか」

「人としての活力気力にあふれているという意味です」

「そそり立つとか……」

「たいへん姿勢のよい方でした。胸を張り、背筋がまっすぐ伸びてましたし」

「貫くっていうのは？」

「もちろんブレずに、己の生きる道を貫き通すだろうという評価ですが、それが何か？」

「味見っていうのは何よ、味見は！　そ、そそ、そんな事はボクが絶対に許さないんだからっ！」

「八や木ぎ本もと様は料理が特技であり、ご趣味であると伺うかがっております。自分も専任のコックではないとはいえ、仕事で厨ちゆう房ぼうに立つ事もある身。他の方の自慢の料理は是ぜ非ひとも味わってみたいものです。想像のあまり、はしたなくも涎よだれが上の口からもあふれてしまいました。じゅるりじゅるじゅる」

「上から『も』って言ったぁ！」

「食欲が高まると口中の唾ばかりではなく、胃液がわき出すのは人として自然な生理現象でございます」

「さ、最初に言ったへそ下三さん寸ずんは？」

　古めかしい言い方だけど意味は分かる。

　決定的なキーワードだけど、自分で口にするのも恥ずかしいから今まで敢あえて指摘せずにいたのだ。

「はて？　自分はそのような事を口にしましたか？　恐らく何かの言い間違いをしたのでしょう」

　やっぱり危険だ。

　このメイドは危険すぎる。

　本人がいろいろナニでアレなだけでなく、放ほうっておいたら真さな愛えをいろいろと危険行為にけしかけそうだ。

　いや、それどころかマツリ本人が何かしでかすのではないか。

「早少女さおとめさんって、案外壇だんさんと気が合いますのね。すっかり話が弾はずんで」

　下品極まりないマツリの言葉の意味を理解していないようで、真愛は口元を押さえて上品に笑う。

　早少女は思わず頭を抱えた。

「自分もたいへん楽しゅうございます。本来、熱くたぎった男根が一番ですが、お嬢様がお望みとあらば早少女様と百ゆ合りを披露するのも可能です。主あるじに命じられ、強引に女同士の痴ち態たいをさらすというのも実にときめくシチュエーションです」

「ダメーッ！　ボ、ボクそっちの趣味はないんだからっ！」

　またとんでもない事を平然と語るマツリに、早少女は思わず両腕を胸元で交差させて防御の構えを取る。

「おや。星ほし川かわ様は華道やフラワーアレンジメントの心得はございませんか？　差し支えなければ、お嬢様のお部屋に百合の花を飾るのを手伝っていただこうかと思ったのですけれど残念です」

「痴態って何？　痴態って？」

「どんな辞書にも載っている通り『遅ち滞たい』とは物事が遅れ、滞とどこおる事です。星川様との共同作業は不慣れですからスムーズには運びませんでしょうけれど、それもまた一いつ興きようかと思いまして」

　噓うそだ。無む茶ちやだ。無理だ。

　今のセリフは絶対にそんな意味じゃない。

　このまま主導権をマツリに握らせていては、この車中はいかがわしい空気に支配されてしまう。何とか話題を変えなければ。

「と、ところで真さな愛えは水着、どんなの持ってきたの？　ボクは割とシンプルなビキニにしたんだけど」

「白スク」

　ぶっ！

　予期せぬ回答に、思わず吹き出す。飲み物を含んでなかったのが幸いだった。

　いくら何でもあんまりなチョイス。

　一かず大ひろへのアピールを別にしても、衆しゆう目もくのあるビーチで友達がそんな恰かつ好こうをするのは、さすがにくい止めなければ！

「──というのを壇だんさんに勧められたのですけれど、どうもわたくしとしてはアレは仕事用という意識が強く働いてしまいまして。リゾートにはやはりそれにふさわしい装よそおいがあるだろうと」

　ほっと胸をなで下ろした早少女さおとめだが、次の瞬間とんでもない事に気づく。

「ちょ、ちょっと待って！　仕事用って、バイト先で着たの、白スク？」

「はい。一大様にもご覧いただきまして、いろいろと意見をうかがいました」

　まるっきり無邪気に、屈くつ託たくなく、落ち着いた笑顔で真愛が答える。

　これは想像以上に手て強ごわい──というか危険な組み合わせではないだろうか。

　真愛はイノセントで清純だ。

　同性の目で見ても清せい楚そで上品な魅力はあるけれど、積極的なアピールという面ではやや弱いと油断していた。だけど天然な彼女の背後から変態メイドが焚たきつけているとすると油断ならない。

　無む垢くで純真だからこそエロいという、必殺コンボがたやすく完成する。

　ただでさえ『家の事情』に乗じて外堀をげしげし埋めてくるのに、一人の女性としてのビジュアル攻勢まで加わったら強力すぎる。

「先日、家に出入りの業者の者を呼びつけまして、一大様と海に行くのにふさわしい水着を選びましたの。あまり冒険できなくて、結局は昨年までと同じワンピースタイプのものにしましたが」

「うん。それがいいよ。そういうのが真愛には一番似合うから」

　常識的な結論に安あん堵どし、早少女は何度も肯うなずく。

「お嬢様、今不意に思いついたのですが。確かに白色スクール水着は一度お仕事で着用なさっていますので、八や木ぎ本もと様へのインパクトという点では不足しているかも知れません。ですが他にもよい水着がある事を失念しておりました」

「まあ、それはどういうものでしょうか？」

「はい。ブラジル水着と言いまして」

　マツリの答に、早少女さおとめはビジュアルを想像してしまって突っ伏しそうになる。

　ブラジル水着とは、いわゆるＴバックやスリングショットタイプの、露出度が限界ギリギリの水着の総称──らしい。早少女はアニメ化がポシャった『ツボエグ』について勉強している時に知った。

　ほとんど紐ひも同然で隠す気がほとんどないというか、下へ手たをしたら要所だけが強調される分全裸よりもエロかったりする。Ｔフロントなんてボトムスの前が紐一本。主目的は隠す事ではなく、砂が入るのを防ぐ事なのだとか。

「ブラジル水着……南米の方のものでしょうか？」

「はい。現地ではごく当たり前に誰でも着用しているものですから、別にいかがわしかったりいやらしかったりはしたなかったり淫いん靡びだったり卑ひ猥わいだったりというようなものではありません。極めて健康的です。自分が保証いたします」

　その保証はむしろ危険の証明だ。早少女は慌てて大きな声を出す。












「さ、真さな愛えっ！　今から水着買ったりしてたら遅くなっちゃうよね？　急いで一かず大ひろ……じゃない。鷹たか奈なに合流しようよ」

「そうですか？　でもせっかく壇だんさんが勧めてくださるのですし……」

「ボ、ボクはブラジル水着なんてものより、真愛にはワンピースの方が似合うと思うよっ！　いいよね、ワンピース、最高じゃない！」

　思わず真愛がブラジル水着を着用した姿を想像してしまった。

　もちろんミスマッチなのだけど、そのミスマッチっぷりがきっと男性にとっては魅力として強く訴うつたえるというのは、ありそうな事だ。

「ワンピースと言えば、白スクもワンピースはワンピースですね。それにブラジル水着でもＶ字形のスリングショットなどは定義上はワンピースに該がい当とういたします。一切何の問題もありません」

　早少女さおとめが懸命に思いとどまらせようとしているのに、マツリは淡々と説明を繰り返した。

「Ｖ字……？　水着でＶ字というのは、どのような形なのでしょうか？」

　真愛当人は形状を想像できず、右手に作ったチョキの形を縦にしたり横にしたりで首を傾かしげている。

「今から焦って新しい水着買ったりするより、真愛が自分で見せたいと思って用意した奴やつの方が、きっと一大も喜ぶよっ！」

「まあ、早少女さんもそう思いますの？」

　真愛の笑顔に、微妙な成分が混じる。

　口元は優ゆう美びなカーブを描いてるが、瞳にはしたたかな光がかいま見える。

「やっぱり早少女さんは、お友達としてわたくしが一大様により好かれるよう、お心遣いしてくださるのですね？」

「ま、まあね」

　マツリの目を気にしての事とは言え、真愛に一ポイント言げん質ちを取られる形になってしまった。

　仕方ない。それでも多分、ブラジリアンやら白スクやらを着られるよりはマシだ。

「うふふっ、楽しみですわ。壇さん、水着は用意したもので十分です。それより、急ぎましょう」

「はい。承知いたしました」

　踏み込まれたアクセルに応じて、エンジン音が高まる。

　それぞれの思惑を乗せて、車は海へと走り続けた。





第５話　海辺のタイム・シェアリング







　海で遊ぶとは言っても体力も消耗するし、二人きりではできる事のバリエーションも限られる。ビーチボールで遊ぶのもスイカ割りもたった二人では盛り上がりそうもないので、最初から『やる事リスト』からは落ちてしまう。

「ふぃ～、疲れたぁ」

　そんな訳で、しばらく泳いだ後で一かず大ひろはレジャーシートの上で大の字になった。

「カズ、だらしないなぁ。もっと泳ごうよ」

　見上げると逆光の中、鷹たか奈なが両手を腰に当てたポーズで笑っている。

　いつもとは違うアングルで、顎あごの先が隠れるほど盛り上がった胸の形が強調されていた。肌にまとった水滴がきらきらと光っている。

「仕方ないだろ、オレはお前と違って体力底なしじゃないんだから、少しは休まないと」

　直視するのも恥ずかしくて、顔を横に向ける。

「だらしないなぁ。じゃ、カズはそのまま休んでてよ。あたしが勝手にカズで遊ぶから」

「オレと、じゃなくてオレで遊ぶって、おいっ？」

　反論する間もなく、ずるずるとシート上から引きずり出される。しかも猛もう烈れつな勢いで、あっという間に体の上に砂が盛りつけられてしまった。土木重機並みの圧倒的なパワーだ。

「覚えてる？　子供の頃も、こんな風にあたしがカズを埋めたんだよね」

　動けない一大の顔の横に、鷹奈はちょこんと膝ひざ小僧を揃そろえて座った。

「忘れてたまるか！　あの時は死にかけたぞ！」

　あの時埋められたのは、ほとんど波打ち際だった。

　砂は濡ぬれて重く、しかも潮が満ちていってどんどん波が近づいてくる。埋めた当人は泳ぎに行って戻ってこないし、カニは顔に上ってきて鼻び翼よくを挟む。

　当時は今よりももっと穴場で、海水浴客もまばら。双方の両親は四人で談笑していた。鷹奈自身が、一大の妹と一緒に戻ってこなければ本当に危ないところだった。

　しかも鷹奈が走ってきた理由は『岩場で見つけたタコを一大にくっつけて遊ぶため』である。助けに来た訳ではない。

　何のつもりか、合流した妹の方はナマコとかヒトデとかを小さな腕に抱えていたし。

　もちろん掘り起こされた後、そのタコはしっかり胸に貼りつけられた。

　引っ張ると痛くてなかなか外れず、吸きゆう盤ばんの痕あとは一か月も残ったのだ。

「こ、今度はちゃんと内陸だから大丈夫だよねっ？」

　こんな浜辺で『内陸』なんて言い方もどうかと思うが、とりあえず現状で生命の危機はなさそうだ。

　まあ、今日は最近いろいろ迷惑かけたり不義理をしたりした鷹たか奈なへのサービスだから、埋められるくらいは我慢するか。

「……このままカズを埋めっぱなしにしたら、帰りのバスとか間に合わなくなるかな……」

「お前、何言ってんだよ！　どんだけ泊まりたいんだ？」

　確かにバスのダイヤはあまりよくない。終電ギリギリの夜中ではなく、差し障りのない時間帯のうちに鷹奈を送り届けるとなると、夕方五時くらいにはここを発たちたい。

　だけどまだ正午を過ぎたばかりだ。まさかこれから数時間もこの状態？

「はは、は……冗談だってば。冗談。さて、と。これだけじゃ面白くないよねー」

　にまっと白い歯を見せると、鷹奈は一かず大ひろの上に盛りつけた砂山の形を整え始めた。

「お、おい？」

　はっきり言って鷹奈の美的センスは怪しい。ニセ彼氏に世紀末救世主スタイルをさせるくらいだし、小学校時代も図工は大の苦手。料理が壊かい滅めつ的なのは何度も経験している。

　それなのに、一大に盛りつけた砂の塑そ像ぞうは実にスムーズに、かつそれらしく仕上がっていった。

「ほーら、おっぱいおっぱい♪」

　辛うじて首を曲げ、己の胴どう体たい──を覆おおうモノを見る。

　見事なまでに豊かなバストがこんもりと盛り上がっている。

　さすがに乳首のディテールは省略されているけれど。

　胸ばかりではない。

　肩から腕にかけてのラインも、滑らかにくびれたウエスト周りも、そこから幅広く膨らむお尻のあたりも、内うち股またの角度に折れ曲がった脚も、見事に完成している。

　全体のプロポーションは、鷹奈本人に似ていた。

「……お前なぁ。年頃の女の子って自覚があるなら、いきなり『おっぱい♪』はないだろ？　この造形も」

「え？　何か変？　学校じゃみんなこのくらい普通に喋しやべってるけど？　体育の時とか大きさ比べたり、あたしなんか時々もまれて迷惑してるんだよねー。もちろん桃もも乃のみたいなのじゃなくて、本当にただの冗談で」

「女子校ノリが外の世界でそのまま通じると思うな！　女子しかいないところの空気と、男の視線がある場所だとモード変わるもんだよ、普通は！」

「そ、そうなのかな？」

「その事実を、男のオレから教えられるまで知らないってのは大問題だぞ」

　中学からずっと女子校で、同世代の男の知り合いが自分しかいないから仕方ないのかも知れない。

　最近の鷹奈は女の子の自覚が芽生えてきたみたいだし、今のうちにきちんと言っておいた方がいいだろう。

「そっか……。あたし、やっぱりそういうの分かんないのかなぁ……」

　すっ。

　立ち上がった鷹たか奈なの濃い影が、一かず大ひろの顔に落ちる。

「ちょっと顔洗ってくるね」

「お、おいっ！　ちょっと待てっ！　せめて掘り起こしてくれ～」

　一大の叫びも空むなしく、鷹奈は小走りで逃げるように去っていった。




　逃げるように──というより、逃げ出したかった。

　女の子らしく、かわいくしようと決心したはずなのに、どうしても長続きしない。

　はしゃいでいるとすぐに気が緩ゆるんで、いつものガサツで大ざっぱな鷹奈が顔を出してしまう。それどころか、女の子らしさについて男の一大から講義される始末だ。

　シャワー小屋に駆け込み、上向きの蛇口で冷たい水流を顔にぶつける。

　これじゃ無理を言って一緒に海に来たのに、何にも変わらない、今まで通りの乱暴な幼なじみと思われたまま。

　一緒に泊まって──という展開だってありったけの勇気を振り絞しぼって決めたのに、いざ口にする時は冗談めかした言い方しか出来ない自分が情けない。

　目の前の相手をぶっとばせば終わる勝負に比べて、この戦いはどれだけ面倒なのだろう。

　何とかしなきゃと思うけど、何をしたらいいのか分からない。

　思いついたのは一度間合いを取って態勢を立て直すのと、文字通りの意味で頭を冷やす事だけだ。

「あーっ、もうっ！　どうすりゃいいのよっ！」

　鷹奈の叫びは、噴ふき上がる水に混じってゴボゴボと乱れる。

　ぽんっ！

　その時、何者かが肩を叩たたいた。

　カズ？

　まさかそんなはずはない。

　あの量の砂を、内側から崩せるはずがないし。

　じゃあさっきみたいにナンパ男？

　カズが警告した通り、人数を集めてリベンジに来たの？

　いいよ、やってやろうじゃない！

　あたしの機嫌が悪い時に近づいたのが不運だと思え！

　あ、でもこんな風に男をぶっ飛ばしたりするのは女の子らしくない？

　戸惑いつつも、すぐに技を出せるようにして振り返る。

　握った拳こぶしが──止まった。

　一かず大ひろでも、ナンパ男でもない。

　見慣れた、だけど意外な顔が二つ並んでいた。

「やほー」

「奇遇ですわね、鷹たか奈なさん」

「早少女さおとめ……？　それに真さな愛えも？」

　ショックが、鷹奈の脳内から困惑を吹き飛ばした。

　対処すべきは、今目の前にある現実。

　ビキニとワンピース、水着姿の親友たちだ。

「ふ、二人ともどうしてこんなところに？」

「こんなところと仰おつしやられても、ここは誰が訪れても構わない海水浴場ですわよねぇ、早少女さん」

「うんうん。天気がいいし、ボクも真愛も今日はちょうど暇だったから海でも行こうって話になって。そしたらたまたま鷹奈を見かけて」

「……たまたま？」

「ええ、もちろんたまたまですのよ。ほほほ」

「ホント、偶然ってあるもんだよねー。ま、ボクたちがニセ彼氏頼んだのが同じ人なんて事に比べたら、これくらいありがちで不自然でも何でもないよね。確率で考えても無理な出来事じゃないよね？　あははは……」

　何という圧倒的な白しら々じらしさ。

　二人とも自分と一大が海に来たのを察知し、追いかけて来たに決まってる。手にした優位を自慢したくて、つい喋しやべってしまったのが裏目に出てしまった。

『呆あきれてモノも言えない』という慣かん用よう句くを我が身で経験し、鷹奈はぽかんと口を開ける。

「鷹奈さんは、お一人ですか？」

「いくらあたしでも一人で海水浴に来るほどヒマじゃないってば！　カズと一緒！　という訳で、悪いけど今日は真愛や早少女とは遊べないから。じゃあねっ！」

「お待ちください」

　早々に立ち去ろうとする鷹奈を、真愛が呼び止める。

「鷹奈さんが自由に振る舞うというのであれば、わたくしと早少女さんも勝手に、この海岸を満喫しても構わないという事でしょうか？」

「……あ……」

　それは困る。

　一大は三人をそれぞれニセ彼女だと思っているけれど、こちらがその事実を知っていて互いに情報交換している事を知らない。

　それが発覚したら、多分今までの関係は続かない。

　ひょっとしたら騙だまされていたと怒って、縁えんを切られるかも。

　まさかそんな事はしないと信じたけど、ずっと信頼し合ってきた幼なじみと言っても全すべてを理解している訳でもない。

　いや。三人が同時に叱しかられるならまだしも、誰か一人だけを選ぶとしたら？

　すらりとスレンダーなラインの真さな愛えと、バランスが取れてメリハリの利いた早少女さおとめ。

　どちらも髪が長く、同性の目から見ても女らしい魅力にあふれている。

　鷹たか奈なは思わず濡ぬれた前髪に触れた。硬めのくせっ毛だ。

　この二人と比べて、一かず大ひろが自分を選択するという確信が持てない。

　最悪は何もかも失ってゼロ──どころかマイナスになる事だけど、現状維持なら三分の一の権利はキープできる。

　どうしようもない不安な気持ち、敗北の予感。

　空手の試合だったら勝利しかイメージできないのに、戦うルールが違うと自分はこんなにも弱い。

「ちょ、ちょっと待って！　真愛だってボクたちが揃そろってるところを一大に見られたらマズいでしょ？」

　これまで黙っていた早少女が割って入る。

「一大が怒ってニセ恋人を断るような事になったとして、ボクや鷹奈は周囲には普通に別れたって事にすれば収まるけれど、真愛は志し束づかおばさんや親しん戚せきの人にどう説明する訳？　これまでの人間関係を維持する方向で考えようよ、ね？」

　明るい笑顔とはきはきした言葉。鷹奈や真愛の肩をポンポンと叩たたく早少女の言葉には説得力がある。

　現状最も深刻な事情──大たい義ぎ名めい分ぶんを抱えているというのは真愛のアドバンテージだが、同時に何もかもをリセットするような自爆攻撃は使えないという事でもある。

　幼なじみ、クラスメイト、バイト仲間。

　ニセ恋人関係が解消された時に残る絆きずなは、真愛が最も弱い。

　アルバイトはいつでも辞められるのだから。

「ですが……」

「まあ、ボクたちもせっかくだから一大に挨あい拶さつしたいし、鷹奈とだって遊びたいしね」

「う、うん……。それはそうだろうけどさ」

「じゃあお互い無理を言うのはよそうよ。一大だって困るだろうし。あんまり彼に迷惑かけちゃいけないと思うんだよね、ボクは」

　こういう風に話を運ばれると、ある程度は譲らざるを得ない。

　先行して有利な鷹奈。ごり押しする真愛。二人の間に巧たくみに割って入り、両方のワガママが通らない状況を作り出した。

　まるで時代劇とかに出てくる三さん方ぼう一いち両りよう損ぞんの話みたいだ。

　ただし問題は大おお岡おか裁さばきと違って、早少女さおとめ自身は何のデメリットも負っていないという事。真さな愛えとは違った意味で、彼女も十分狡こう猾かつ。ちゃっかり両者の摩ま擦さつを穏おん当とうにまとめるような顔で、自分の取り分に手を伸ばしている。

　こういう搦からめ手てから攻められると鷹たか奈なは弱い。

「でも、それじゃどうするの？　カズをほっといて、あたしたち三人だけで遊ぶってのも変な話でしょ？」

「そうですわよ、早少女さん。それではわざわざここに来た意味が半減してしまうではありませんか」

　二人の疑問に笑顔を返し、早少女はピンと人差し指を立てた。

「こういうのはどう？」




　鷹奈はどこまで行ったのか。

　顔を洗って来ると言っていたが、トイレにしても長すぎる。

　時計を見る事ができないので正確なところは分からないけれど、もう二、三〇分も経たっただろうか。

　幸い日の動きのおかげで今はパラソルの影が顔にかかっているからいいけれど、下へ手たしたら熱中症のまま砂風呂で蒸むし焼やきになっていたところだ。しかもグラマーボディの特製砂サウナで。

　近くに他の海水浴客もいるから、いざとなったら大声を出して呼ぶという手もあるのだけど、それは本当に最後の手段だ。

「……でもなぁ……」

　一かず大ひろは独り言を呟つぶやいた。口元に流れていた汗がしょっぱい。

　まさか本気でお泊まりのために滞在時間を引き延のばそうというのか。

　だけどこのまま一時間も二時間も放置されたらグロッキーして、帰宅どころか近くの救急病院で一泊なんて事になりかねない。

　さすがに喉のども渇いたし、もう『最後の手段』に頼っちゃった方がいいのだろうか。

　いい加減一大がギブアップしかけた時、巨乳が破壊された。

　体を覆おおっている砂の女体像が崩されたのだ。

「え？　た、鷹奈？」

　ずざざざざざっ！

　作り上げる時よりもさらに速い勢い、荒ぶるブルドーザーの如ごときパワーで砂が掘り起こされる。

　あっという間に、一かず大ひろの全身が解放されてしまった。

　突然の展開に戸惑いながら、一大はまず体中についた砂をパンパンと払い落とす。

「ご、ごめんね。埋めたままにしちゃって。それとこれ！　さっきあたしが半分飲んじゃったから、喉のど渇いてるでしょ？」

「ん？　ま、まあな。ありがとう」

　言いたい事はあるけれど、今は水分補給が最優先だ。

　鷹たか奈なが差し出したコーラ缶を受け取り、一気に流し込む。熱で暖まった体に、冷たい炭酸の刺激が心地よい。

「あ、あのねっ、カズッ！」

　飲み終わるよりも早く、鷹奈がガシッと一大の両肩をつかんだ。強引に顔と顔とを見合わせられる。

「あ、あたし、実はばったり友達と会っちゃって！」

「まさか、例の後輩か？」

　鷹奈の焦り具合から真っ先に桃もも乃のを連想する。

　さすがに海パン一丁で筋肉人並み、傷跡なんて一つもなしの姿を見られたら『最強拳法家』という言い訳は難しい。

「違うの。えーと……その……カズは全然気にしなくてもいい人！　そんでもってその女の子たちとちょっと遊んでくるから！」

「ま、まあ……別にそれは構わないが……」

　ひとまず最悪の事態じゃないと知って安心する。

　桃乃じゃなくても、学校の知り合いだろうか。

　つき合っている人が鷹奈自身より強いという事になっているから、実体がバレるのはマズい。世紀末救世主ならあんな砂山軽々と内側から破壊するだろうし。だから友達を自分で引きつけて、ニセ彼氏が目撃されないようにするという事だろう、多分。

「二時間！」

　びしっ！

　二本立てた指を突き出して、鷹奈は宣告する。

「二時間したらあたしは絶対に戻ってくるから！　忘れないでねっ！　約束だよ！」

「ん？　ま、まあ鷹奈がそれでいいなら。元々今日はお前の希望で来たんだしな」

「二時間、忘れないでよ！」

　しつこく念を押し、鷹奈は走り去っていった。

「変な話だよなぁ」

　一大としては苦笑するしかない。

　約束の時間を意識しなければならないのは、待たせる鷹奈の方だ。一大が気にする必要性は薄い。むしろ二時間を連呼してちゃんとそのタイミングで戻ってきてくれたら、帰りの時間も心配しなくてもよくなる。

「……後は、二時間どうやってヒマを潰つぶすかだよなぁ……」

　もうちょっとにぎやかなビーチなら退屈しのぎの手段もいろいろ揃そろっているだろうけど、何しろここは穴場だ。ありふれた海の家が二軒あるだけ。

　朝も早かったし、パラソルの下で昼寝でもしてようかな──そう考えた時、いきなり目の前が闇に包まれた。

　失われた光に変わってはっきりと感じるのは、目元を覆おおう柔らかな手の温ぬくもり。

「わっ！」

「だーれだ？」

　いたずら好きの子供を思わせる舌足らずな声が、後ろから聞こえてくる。

「さ、早少女さおとめ？」

「ちぇっ。すぐに正解されちゃった。男の子っぽい声出したのに」

　両目をカバーしていた手が解ほどかれ、夏の光が目に飛び込んでくる。

　振り返ると、ビキニ姿の早少女が笑っていた。

　シンプルなデザインが、均きん整せいの取れた肢し体たいによく似合っている。

　長い髪、すらりと伸びた手足、きれいな白い肌──彼女の下着姿とか、露出度の高いコスチュームは今までにもいろいろ目にしているけれど、今日は違う。

　海で、水着。

　早少女自身堂々としてていいし、こっちだって目を逸そらさなくてもいい当たり前のシチュエーション。

　もちろんドキドキするけれど、同時にリラックスもできるバランスだ。

　一かず大ひろの頰ほおも自然と緩ゆるむ。

「まあ、早少女の声なら聞き慣れてるし……って、どうしてここにいるんだ？　夏休みは仕事忙しいんだろ？」

　前に見た夢では早少女と海で遊んでいたら鷹たか奈なや真さな愛えが次々に襲来して天地が裂けそうな大決戦を引き起こしていたが、まさかディテールは違うけれどそれが現実に？

　あ、当面は大丈夫か。

　鷹奈は二時間は戻らないと、しつこいくらいに念を押していたし。

「収録は昨日。で、これから忙しくなるから少しでも時間があるうちに海に遊びに行こうかな～とか思って」

　どこか芝居っぽさを残した口調で、早少女が説明する。

「一人で？」

「う、ううん。友達と一緒だよ。それで一大を見かけたから、ちょっと無理言って一時間だけ離れてきたの」

　一時間。それなら大丈夫か。

　二時間戻らないのだから、鷹たか奈なが早少女さおとめと鉢はち合あわせする事はない。

　出来すぎたような偶然だけど、世の中には理不尽なほどのレアな巡り合わせが起きるのを一かず大ひろは身をもって何度も経験している。

　神というのは気まぐれではない。

　むしろ執しつ拗ようで、粘着質で、底意地が悪く、これと決めたターゲットにしつこく最悪の出目を押しつけるのだ。

「時間がなくてちょっと残念だな。水着だけじゃなくて着てきた私服も見せたいのに」

「ま、まあオレも見たかった、かな？」

　一大にしても早少女と会うのは学校がメインだから、私服姿とは縁えんが薄い。

　ダブルブッキングを助けてもらった時と、その翌日に公園であった時と、家にいきなり押しかけられた時と──って考えてみると結構見てるか。

「あれ？　そういえば……」

　思い出しているうちに、些さ細さいな疑問も頭に浮かんできた。

「早少女の友達って？」

　クラスでは本性を隠しているし、中学時代は引きこもり状態でほとんど登校してなかったと聞いている。

　だったら、一緒に海に来るような友人というのはどんな間柄なのだろうか。

「べ、別にどうでもいいでしょ？　ボクにだってプライバシーはあるんだし」

「まあ、そうだな」

　しょせんこっちはニセ恋人。

　それなりに信用され、頼りにもされているだろうけど、女の子が隠したいと思っているところまで踏み込む権利なんてないのだし。

　仕事の合間を見てのリフレッシュという事だから、同じ事務所の人とか共演者とかかも知れない。早少女本人も含め、声優でも最近は顔出しが多いからファンの目に付くのを避けたとすれば、穴場を選んだ理由も納得できる。

　何にせよ、本人が喋しやべりたくない事を深く追及するのは野や暮ぼだ。

　本当の彼氏ならそのあたりまで踏み込むのだろうけど、自分にはそんな資格はない。

　それはちょっと、寂しい事でもあるのだけど。

「さ、一時間しかないんだし、思いっきり遊ぼうっ！」

　ぎゅっ！

　物思いに囚とらわれかけた一大の手を、早少女がつかんで思いっきり引っ張った。




　その様子を物陰からじっと観察している四つの瞳があった。

　もっとも『物陰』と言っても小さな海水浴場。身を潜ひそめるのに適した場所がそんなにある訳もなし。シャワー小屋の背後で二人がぴったり重なるように、こそこそと顔を半分覗のぞかせている。

「あー、もうっ！　いきなり手なんか握って」

「それよりも問題はその前の目隠しですわ。真っ先にお顔に触れるなんて……」

　言うまでもなく鷹たか奈なと真さな愛えである。

　無む秩ちつ序じよな全面戦争を避けるための早少女さおとめの提案──それは時間を定めて交代で一かず大ひろの相手をするというものだった。

　早少女と真愛がそれぞれ一時間ずつ。その後は帰宅の都合もあるだろうし、最初から一緒に来ている鷹奈にもう一度バトンタッチする。

　誰かの順番の間は、残りの二人は絶対に手を出さない。もちろん早少女と真愛が一緒に来た事や三人の現状などについて一大に新情報を与えない。

　実のところ鷹奈にとっては二時間まるまる取り上げられるだけなのだけど、何の協約もなしに他の二人を自由にさせて状況が混乱するよりはまだマシな選択として吞のんだ。

　一応鷹奈の立場というか、今日の先約である事をそれなりに尊そん重ちようしてくれるし。

　ちなみに二人のどっちが先になるかは、自分の順番を決める必要がなく両者に対しては中立の鷹奈が砂の上に書いたアミダクジによって厳正かつ公平に決定された。

「考えてみると……初めて見るんだよね……」

　鷹奈の唇くちびるから、小さな呟つぶやきがこぼれた。

　事情として『ニセ彼氏』三件並行というのは認識しているけれど、一大が自分以外の女の子と一緒の時にどんな話をしているのか、どんな表情を浮かべるのか。

　それを鷹奈は知らない。

『謎の美少女Ｘ』事件はあったけれど、あれは一大にとっても迷惑なイレギュラーだから、話は別。

　日差しに揺らめく空気の向こうで、一大は早少女に向かって笑っていた。





第６話　ぬるぬるなのは初めてですか？







「遊ぼうって言われてもなぁ……。実はオレ、午前中ずっと泳いだりして、ちょっとバテてるんだよなぁ」

　苦笑し、頭を搔かきながら一かず大ひろは説明する。

　さすがにさっきまで砂に埋まって蒸されていたとまでは言えない。そしたら『埋めた人』の説明をしなければならなくなる。

　他の二人と違って早少女さおとめは『ニセ彼氏』同時進行の事も知っているけれど、ここに鷹たか奈なと来ているのを話してわざわざ状況をややこしくする必要もないだろう。

　幸運にも、鷹奈の不在は二時間。早少女と遊べるのは一時間。

　二人が一大の前でコンタクトする危険は限りなく小さいのだし。

「そっか。あ、そうだ！　じゃあ、これ塗って！」

　早少女が手にしているのは、真っ白で太めのラミネートチューブだった。

「これ、サンオイル……じゃなくて日焼け止めか？」

「そ。ボク、一応芸能人だし、これから写真撮られる仕事も増えるもんね。やっぱりこんがり肌より色白の方がウケはいいし」

　サンオイルが炎症を防ぎきれいに焼くのに対して、サンスクリーンは紫外線全般をブロックして日焼けそのものを防ぐ効果がある。目的が全然違うのだ。

　知識としては知っていたが、現物を手にするのは初めてだった。

「さ、お願いね」

　言うが早いか早少女は日陰になったレジャーシートの上に体を横たえ、そのまま器用に首と背中の紐ひもを解ほどき、さらに髪をふわっと払って左右に逃がす。

　白くなだらかな背中が、一大の目の前に現れた。

　実質さっきまでとの違いは水着の紐一本なのだけど、その一本が横断しているかしていないかで全然違う。

　つまり早少女自身の隠す気がないという、無防備の証明。

　女の子が自分の前で積極的かつ自発的に『脱いだ』というこの事実。

「お、お願いってお前……っ！」

「早く塗ってよぉ。時間ないんだから」

　甘えた声でおねだりされても、即座に『はいそれじゃ』という訳にはいかない。

　どうしてサンスクリーンの現物を見るのが初めてなのかというと、今まで塗ってくれと頼まれた事もないからだ。

　女子から友達としては信頼されてたけど、一緒に海やプールに行く機会はなかったし。もちろん自分で使った事もない。さすがに彼女いない歴＝年齢の男子に縁えんのあるような代しろ物ものではない。

「別に変なコツとかないから。普通に手に取って、まんべんなくすり込む感じで広げてくれればいいよ」

「そ、そうか？　じゃあ」

　この状態の早少女さおとめをいつまでも放ほうっておく訳にもいかない。

　時間に余裕がないのも事実だし。

　むにゅるりっ。

　チューブを絞しぼるとジェルというかローションというか、やや粘りけのある透明な液体が手のひらに注がれた。

「ぬ、塗るぞっ！」

「だから早く塗ってってば」

　ドキドキと胸の中で脈打つ心臓は、この行為を急せかしているのか、止めているのか。

　意を決し、手のひらを素早く返して早少女の背中──肩けん胛こう骨こつの間のくぼみのあたりに触れる。

「あンっ♡」

　鼻にかかった声が漏れる。

「ど、どうした？」

「別に何でもないよ。ちょっと冷たかっただけ」

「それならいいんだけど……もし何かあったら遠えん慮りよなく言ってくれよ。オレも、こういうのは初めてだから」

「うん」

　早少女の返事を受けて、一かず大ひろはそーっとそーっとサンスクリーンを塗り広げる。

　白い肌が濡ぬれて、てらてらと艶つややかに光っている。

「お願い……もっと強く」

「え？」

「表面に塗りつけるんじゃなくて擦こすりつけて。その方が効果あるから」

「い、いいのか？」

「その方がいいから頼んでるんじゃない」

　最近は自然由来成分だけで調合されたサンスクリーン剤も人気だが、そちらは肌に優しい反面ＵＶカット能力は劣ると、早少女は説明した。

「ボク、それほど極端な敏びん感かん肌じゃないし、焼かない事を優先しなくちゃいけないしね」

　だったら海に来ない方が──とは言えない。

　仕事で忙しい合間を縫ぬってわざわざ来たという事は、それだけ楽しみにしているのだろうし。

「そうなのか。さすがにオレも、女の子の着る物の事なら多少は分かるけど、化粧品とかはそんなに詳しくないからなぁ」

「男の子ならそれが普通だよ。一かず大ひろは十分詳しいっていうか、勉強しすぎ」

　うつぶせのまま、早少女さおとめが笑う。

　痛いところを突かれた。

　何しろその手の情報を熱心にリサーチしてた理由が『誰でもいいから彼女が欲しい』『そのために女の子に親切にして、役に立ち信頼できる友達の座をキープしたい』という不純極まりないものだった事を、彼女だけは知っているのだ。

　しかも結果的には、その不純な動機に基もとづくひたむきな努力が微妙に的外れだったという恥ずかしさも。

「ほらぁ、お願い。せっかくの紐ひもビキニなんだよ～」

「わ、分かったよ」

　こうなった以上、今さら半端な遠えん慮りよをしても早少女が困るだけだろう。

　自分を納得させて、一大は手に力を込める。

「うン……ッ」

「だ、大丈夫か？　ごめん、強すぎた？」

　喘あえぎにも似た吐息に、思わず手を離す。

「違うの。そうじゃない。強いのが……いいの。もっときつくされても、平気だから……。っていうか、きつい方がいい……」

「そ、それじゃ……本当にいいんだな？」

　確認し、さっきより少し力を強めて、サンスクリーンをすり込む。

　軽く触れるだけとは違う、生身の相手の存在そのものをがっちり鷲わしづかみにするような感触。

　濡ぬれた光こう沢たくの背中の上を、手のひらがぬるりと往復する。

　ジェルの冷たさはすぐに気温と体温で溶けてしまい、自分よりもほんの少し温かい早少女の肌の温ぬくもりが伝わってくる。

　ぬめるような光沢に変わった体に、普通に水に濡れたのとは違う奇妙な艶なまめかしさを感じてしまう。

「あン……。ふゥ……」

　時折、さっきと同じ短い声が早少女の唇くちびるからこぼれ出してくる。

「そ、そういや早少女、仕事の方はどうだ？」

　話を逸そらしたくて、当たり障りのない話題を振ってみる。

「うん、快調だよ。昨日も収録だったけど、初回よりスムーズに進んだし。やっぱりやっているうちによりはっきりキャラがつかめてくるからね」

　早少女さおとめ演じるピュセルの出番は原作マンガより微妙に増えている事、アクションシーンの作画に気合いが入っている事、放送枠は一二話だけだがそれとは別に番外編的なＯＶＡオリジナルビデオアニメの制作が内定している事などを、早少女は楽しそうに語った。

「分かってると思うけど、このあたりの話って誰にも言っちゃダメだよ。極秘の内部情報なんだから」

　顎あごの下に敷いていた手から人差し指だけをピンと伸ばし、唇くちびるの前に立てる。

「それ以前に、早少女が声優って話が極秘だろ」

「ははっ、そうだったね」

　笑いながら、もぞもぞと体を動かす。

　顎の下に敷いていた腕が反対方向へと伸びて、ビキニのボトムに触れた。布の縁ふちに指を引っかけて持ち上げ、数センチずり下げる。

「おわっ！」

　思わず叫びそうになった口を手で塞ふさぐ。

　サンスクリーンのジェルが、一かず大ひろの唇にくっついた。

「な、なな、な、何してんだよ、早少女っ？」

　手首のあたりで唇を拭ぬぐい、声のボリュームを絞しぼって訊たずねる。

「ここも塗ってよ。境目のところ」

　歌うような早少女の声。

　うつ伏せているから、表情までは分からない。

「さ、境目ってお前、ここは自分で塗れるだろ！　水着ずらしたくらいなんだから」

　遠えん慮りよしつつもついチラッと見てしまう。

　まあるく盛り上がった二つの丘の間の谷間の影が、ほんの少し覗のぞいている。

「ほらぁ。彼氏だったらこのくらい喜んでやっちゃってよ！」

「か、彼氏っつーても、オレと早少女はあくまでその……ニセっつーか……。今は別に誰にアピールする必要もないんだし」

　例えば教室だったら周りにクラスメイトの目があるから恋人らしく──というよりバカップルっぽく振る舞う必要がある。だけど今は知り合いは誰もいないはずだ。

　鷹たか奈なに見られたらただじゃ済まないけれど、しつこいくらいに二時間は戻らないと言っていたし。

「ボクと一大がニセ恋人やってるのは誰かに見せるためじゃないでしょ？　一番大事な目的は、ボクが『恋人気分』をちゃんと実感して、芸の肥こやしにする事。だったら『知り合いがいない海で、開放的な気分になったらやりそうな事』をちゃんとやらないと。こういうのって、恋人同士なら絶対やりそうだよね？　やるよね？」

　そう言われても、実際にやっちゃうのが普通なのかどうか、一かず大ひろには分からない。

　女子の友達は多く、情報は集めているけれど実際には彼女いない歴がそのまま年齢という身の上だし。知識として得られるデータと実態が異なる事くらいは知っているし。

「お願い。早くしてよぉ」

　こちらの逡しゆん巡じゆんを見越したみたいに、早少女さおとめは甘えた声でねだってくる。

「そ、そりゃまあ……早少女がいいって言うなら……」

　改めて日焼け止めを手に取り、そーっとそーっと、恐る恐るさっきまで隠れていたボーダーラインに差し伸べる。

　ぴちゃっ。

　粘つくジェルの手触りと、早少女自身の柔らかな弾力が一大の指の上で混じり合う。

「うン♡」

　鼻にかかった甘い声。

「わ、わわわっ！　ど、どうかしたかっ？」

「……さっきと同じ。ちょっと冷たかっただけ」

「そ、そうか？　じゃあ、さっさとやっちゃうぞ！」

　ビクついているとかえって変に失敗する。

　ここは度胸を決めて、手早く片づけるしかない。

　何よりも、手が滑らないように注意！

　己に言い聞かせて、一大は素早く指先を左右に走らせる。

「そのジェルって滑りやすいからねー。ちょっとくらい失敗しても、ボクは気にしないよ」

「な、なな、何を言うんだ、早少女っ！　オレが気にするっ！」

　こっちの決意を見透かしたような言葉にびっくりしてつんのめりそうになるが、何とか思いとどまる。

　この状態でずっこけたりしたら、それこそビキニのボトムの内側まで手がつるりんと潜り込んでしまうではないか。

　そんなラッキースケベを期待するのは、さすがに虫が良すぎる。

　早少女はウィットに富むというか、こういう際どいジョークをさらっと口にしちゃうタイプだぞ。女の子の軽口を本気にして暴挙に走っちゃったら、それこそニセでも彼氏失格だって！

「ほ、ほら。終わったぞ！　これでいいだろ」

「どうせだったらわき腹とかもお願いしちゃおうかなぁ～」

「そこは自分で塗れるだろ！　一時間ずっと、サンスクリーン塗りに費ついやすつもりか？」

「はは。それもそうだね」

　笑いながら早少女はもう一度手を伸ばし、ボトムスの位置を直した。

　指先で腰の後ろからジェルをぬぐい取り、そっと口元──ぎりぎり唇くちびるに触れない部分に触れる。

「ん？　どうかしたか？」

　口に入れても害がないとは言え、まさか舐なめるようなものでもないだろうに。

「えーとね……。ちょっと塗りすぎだったから、均ならしただけ」

「そうか？　オレはちゃんと均等にすり込んだぞ？」

　あまり注視していなかったから、胸を張って断言できるかというと微妙なのだけど。

「ボ、ボクの錯さつ覚かくかも知れないね。肌触りでそんな風に感じただけだし。さて、と。じゃ、前の方も手早く塗っちゃって、残り時間は思いっきり遊ぼうよ」

　トップスの紐ひもを結び直すと、早少女さおとめは笑顔で立ち上がった。




　そんな様子を、鷹たか奈なと真さな愛えは相変わらず物陰から見ていた。

「……い、いきなりあそこまでやる？」

　早少女がビキニのお尻に手をかけたあたりで、鷹奈は足下の砂を握りしめた。

　やり場のない気持ちをどこかにぶつけたくて固めた拳こぶしの指の間から、ざらざらしたものがあふれてこぼれ落ちる。

「日焼け止めの薬を他人に塗らせるのは当たり前の事だと思っていましたが……それを利用してあのような事に興じるなんて……。きっとあの水着もそのために選んだに違いありませんわ」

　真愛は持参していたタオルの端をかみしめ、ぎゅうっと引っ張っている。

　実はこれ、真愛の誤解というか邪じや推すい。

　早少女の水着は去年からのものなので、別にこの計画のためにチョイスした訳ではない。むしろ水着やサンスクリーンという、手持ちの材料からこの展開を考え出したのである。

　真愛の水着は競泳用に近いタイプの、首の後ろで支えて背中が大きめに開いたデザインのワンピースだ。早少女がやっているような事はできない。

　厳密に言えばやってやれない事はないだろうけど、プライベートビーチや自宅プール以外でやったら大変な事になる。

　ワンピの水着とは、着るか全裸かの二択を強いるものなのだ。

「あたしはもう日焼けとか気にしないで遊んじゃったからなぁ……。今さら話切り出しても不自然だし」

　姿は見えるが声ははっきりとは聞こえないので、二人がどんな会話をしているのかは想像するしかない。

　というか、否いやが応おうでも想像してしまう。

　一かず大ひろが手を動かすたびに頰ほおを染めた早少女が微妙に身をくねらせているのを、二人ともしっかり見ているのだから。

「……もうダメッ！　あたし、止めてくる！」

「いけませんわ、鷹たか奈なさん」

　走りだそうとする鷹奈を、遮断機のように片手を伸ばして真さな愛えが制した。

「約束したはずです。まず早少女さおとめさんが一時間、次にわたくしが一時間、それぞれが優先される時間の間は他の者は手を出さないと。鷹奈さんは午前中ずっと一緒で、その後も揃そろって帰宅するという恵まれた立場ではありませんか。そんなあなたが、率先して親友同士の約束を反ほ故ごにするのですか？」

「う……っ！」

　それを言われると、鷹奈としては黙るしかなくなる。

　事情はどうあれちゃんと話し合って決めた事なのは事実。

　しかも今飛び出して何もかも台無しにすれば、一かず大ひろが一番戸惑い、困るだろう。それは鷹奈の本意ではない。

　もちろん真愛だって、単に『友達同士の約束』を遵じゆん守しゆするのだけが目的ではない。

　まだ自分のターンが回ってきていない彼女としては、今の時点でゲーム盤をひっくり返されるのが最悪だ。

　せめて自分に分け与えられた一時間はたっぷり満喫しなければ、早少女や鷹奈に譲歩したうま味がない。

「今から言っても詮せん無ない事ですが……鷹奈さんにお訊たずねします。あのあみだくじは間違いなく公平でしたか？」

「も、もちろん！　真愛だって線書き足したり、消したりしたでしょ？」

「そうですわね……。それにしても先手を取った早少女さんがあのような手だてにまで出るとは……。順番が後のわたくしはどういう事をすればよいのか……」

　真愛が呟つぶやく声はどんどん小さくなっていき、隣にいる鷹奈にもほとんど聞き取れなくなってしまった。

　他人に聞かせるためではない。それは己の内側で渦巻く気持ちが破裂してしまわぬように内圧を下げる、無意識の生理現象のようなものだった。




「そういえば一大、お昼はもう食べたの？」

「あ、いや。まだだけど」

「じゃあ一緒に食べよう！　ボクもまだだし」

　一度は一大の手を引いて海へ向かって歩き出した早少女が、不意に立ち止まって方向転換する。

「いいのか？　メシなんか食ってたら約束の時間、すぐに終わっちゃうだろ？」

「でも、一かず大ひろ疲れてて休みたいんでしょ？　それに一緒にご飯食べるのも楽しいし。泳いでせっかく塗ってもらったサンスクリーンが落ちるのもイヤだしね」

「それじゃ海に来たのに泳げないって話にならないか？」

「いーのっ！　海に来るの自体が楽しいんだもん。特に彼氏が──ってニセだけど、一緒なんだしね。本当はたまたま会うんじゃなくて最初から二人で来たかったけど」

　つないでいた手をさらに引き寄せ、腕と腕を絡めて寄り添そう形になる。

「お、おいっ？」

「今さらテレる事もないでしょ？　学校でもこのくらいはやってるんだし、恋人らしい事をしないと、ボクの勉強にならないし」

「そ、そりゃそうかも知れないけどさ……」

　学校だと着衣だが、今はお互い水着姿。触れあってしまうのは素肌と素肌だ。

　サンスクリーン剤に覆おおわれているとはいえ、早少女さおとめの肌の温ぬくもりや汗の湿り気がダイレクトに伝わってくる。

　しかも肘ひじが当たってるのは胸のあたりで。しかもビキニの布地一枚しか間に挟まっていない訳で。柔らかさがダイレクトに伝わって来ちゃう訳で。

　頭のてっぺんがカアッと熱くなっているのは、直射日光のせいばかりではない。

　早少女に引っ張られるようにして入ったのは、トラディショナルな『氷』の旗を掲かかげたいかにもな造りの店だ。

　はっ！　マズい！

　席に着いた後で、一大は地雷の存在に気づいた。

　ここは今朝、鷹たか奈なと一緒に地元の様子を訊きいた店だ。

　もしも店主が自分の顔を覚えていたら？

　朝とは違う女の子を連れているのに気づかれ、指摘されたりしたら厄やつ介かいなトラブルを引き起こしかねない。

『謎の美少女Ｘ事件』の時のタクシードライバーを思い出してしまう。あれみたいに余計な事を言われるかも知れないのだ。

「ごめんくださーい」

　明るく挨あい拶さつする早少女と一緒に、一大は緊張で表情筋を強こわ張ばらせながら入店する。

「ん……」

　店のおじさんが、じろりと一大の顔を見る。

　今朝は意識しなかったが、長い人生経験を感じさせる鋭するどい眼まな差ざし。

「は、はは……」

　緊張のあまり、引きつった声が口から漏れる。

　別人に見えるように変顔にするという手もあったが、今からではもう遅い。

「ああ、いらっしゃいませ。おふたりさんですね」

　にっこり。

　しかし、一かず大ひろの緊張をよそにおじさんは笑った。

　挨あい拶さつも普通。態度には不自然なところも、必要以上に思わせぶりな様子もない。

　こっちが考えすぎというか、警戒過剰だったのかも。

「む、向こうに新しいホテルが出来たんですね」

　藪やぶをつついて蛇を出す危険は承知の上で、一大は前と同じ話題を振ってみた。

「ああ、来月グランドオープンでねぇ。それに合わせて道路なんかも拡かく張ちようしてるところなんですよ」

　朝と同じ回答。どうやらこの人は客の顔をあまり覚えないタイプらしい。

　安心でほっと息をつく。

　まるで何事もなかったかのようにするりと腕を解ほどき、早少女さおとめはテーブルに着いた。一大も向かいの席に腰を下ろす。

　自分でくっついてきたくせに感触が気になるのか、さっき一大と組んでいた肘ひじの内側に、反対の指先でそっと触れている。

「こういうところで食べると、ありふれた物でもいつもより美お味いしく感じるんだよねー。一大は何にする？」

「まあ、無難にカレーかなぁ」

「一大がカレーなら、ボクはラーメンかな？」

　ちょっと意外なチョイスだった。それにプラスして、食後のデザートとしてかき氷も二人分。

　お互いお冷やで喉のどを潤していると、すぐに料理が運ばれてきた。

　どんっ！

　一大の目の前に置かれたカレーは、深皿の上にこんもりよそわれた大盛りだった。

「あの。オレ、普通盛りしか頼んでないんですけど」

「いいっていいって。オレのサービスだ。にーちゃん、メシをたっぷり食ってバリバリ動くのが男の甲か斐い性しようだからな。がははははっ！」

　店主は親指を立てて、あまつさえウインクまでして見せた。

「気の利いたサービスじゃない。じゃ、いただきまーす」

　元気に挨拶して、早少女が箸はしを取る。経費削減か、エコロジーのためか。この店では使い捨ての割り箸ではなく、リユースできる塗り箸が料理と一緒に出される。

　早少女は左手で髪をかき上げながら縮れた麵をすすり上げた。ずずっと音を立てているのに、下品どころか優雅に見える仕草だ。

「違うもんだな……」

　記憶の中にある鷹たか奈なとの差異に、思わず感想が漏れた。

　鷹奈は髪がポニーテールで気にしなくてもいいというのもあるが、あっちは大盛りのチャーシューメンやとんこつラーメンを勢いよくずるずる吸い込んで思いっきり頰ほお張ばる。

　あれはあれで、見てるとこっちまで満腹になるみたいで気持ちがいいけれど。

「ん？　どうしたの？　何が違うって？」

　口から麵の端をちょっとはみ出させたまま、早少女さおとめが訊たずねる。

「な、何でもない。カレーも、結構美う味まいな」

　これは別に話題そらしではない。

　万人向けにマイルドだけどこの手の店にありがちな粉っぽさや味の薄さはなく、適度なコクを持っている。レトルトではなく、市販のルウを何種類かブレンドしてあるのだろう。これなら普通より五割増しくらいの大盛りでも、無理なく食べ切れそうだ。

「へえ。じゃ、一口味見させてよ。こっちもあげるから」

　そう言うと、早少女はラーメンを一口分持ち上げてこちらへ差し伸べた。

「えっ？」

「これやりたくて、わざわざ一かず大ひろと違うモノ頼んだんだもん」

　微笑ほほえみながら、早少女が囁ささやいた。

「で、でも……いいのか？」

「いいも何も、ボクがやろうって言ってるんだよ？」

　この箸はしは早少女がさっきまで使ってたもので、しかもまだラーメンは半分以上残ってる訳で、つまりこれからまた同じ箸を使って食べ続ける訳で。

　割り箸だったらもう一いち膳ぜん割って使うという手もあるけれど、この店はそうではない。

「ほらぁ。早く。あーんして♡」

　期待に満ちた目が、じっと一大を見ている。

　さっき鷹奈に『間接キス』を意識させられたばっかりなのに、またこれですか？

　しかしずっとこのままという訳にもいかない。それらしく拒むちゃんとした理由をでっち上げられないと、早少女はずっとこうやってそうだし。

　そもそも今どき間接キスなんかでそんなに騒ぐ方がおかしいのか？

　ぱくっ！

　意を決し、ラーメンにかぶりつく。

　早少女の箸の硬さが、口に触れる。

　唇くちびるや舌が当たらないようにするほどの器用さは持ち合わせていない。

「どう？　美お味いしい？」

「ん？　ま、まあ、悪くない……よな」

　ほとんど嚙かまずに飲み込んだ柔らかめの麵が喉のどを滑り落ちていく。

　他の問題で頭がいっぱいで、味なんか分からない。

「じゃあ、そっちも」

「お、おうっ」

　求められるまま、まだ口を付けてない逆側からカレーを半はん匙さじすくって差し出す。

　早少女さおとめの方は全然ためらわずに、すぐカレーを口にした。わずかにはみ出したピンクの舌が、くるりと唇くちびるの上を一周する。

「ん、美お味いしいね。食べやすい味」

　乗っていたカレーがきれいにぬぐい取られたスプーンを、一かず大ひろはまじまじと見てしまう。

　曲面に映った歪ゆがんだ鏡きよう像ぞうでは、自分がどんな顔をしてるのか理解する事はできない。

「どしたの？　早く食べないと冷めちゃうよ」

　笑いながら、早少女はそのままラーメンを食べ続ける。

　さっき一大がくわえた箸はしの先に、今はぐるぐる模様のナルトが摘つままれていた。それがぺろりと、早少女の口の中に消えていく。

　箸の先端を、下唇が舐ねぶった。

「お、おうっ！」

　早少女の方が平気なのに──少なくとも平気な恋人同士のフリをしているのに、男の方がずっとためらっていたら不自然だ。

　何とか気持ちを切り替え、一大は勢いをつけて一気にカレーをかき込む。

　意識しすぎるな、意識しすぎるな、意識しすぎるな。

　別に間接キスとかじゃない、間接キスとかじゃない。間接キスとかじゃない。

　あくまで恋人のフリ、恋人のフリ、恋人のフリ！

　カラリンッ！

　空になった皿にスプーンが当たって甲高い音を立てる。

「ごちそうさま」

　カレーを平たいらげ、コップに残ったお冷やを一気にあおる。

「そんなに辛くないと思ったけど？　お水足りないならボクのも飲んでいいよ」

　水を求めた意味を勘かん違ちがいしたのか、のんびりラーメンを食べながら早少女が訊たずねてきた。

　あのコップも、早少女が唇を付けたものだ。

「べ、別にそういう事じゃないからっ！」

　やがて早少女も食べ終えると、店主がかき氷を持ってきた。

　早少女はイチゴ味、一大のはメロン。

　この店の傾向なのか、これも標準よりも量は多めだ。

　普通は観光地価格で値段は高め、量は少な目なのに、良心的なのは穴場だからか。

「んっ！　この首の後ろにキーンと来るのがたまんないよね、かき氷っ」

　一口食べて、早少女さおとめがブルッと体を震わせる。

「アイスクリーム頭痛って言うらしいぜ」

　話の接つぎ穂ほに、たまたま何かで読んだ雑学を披露する。

「あ、ボクも何かで聞いた事ある。確か冷たいもののせいで血管が縮んで、本当は喉のどの痛みなのに脳がこめかみや後頭部の痛みだって錯さつ覚かくするんだよね？」

「確かそういう事だったと思う」

「どうして『かき氷頭痛』じゃなくてアイスクリームなんだろ？　かき氷食べて起こるのが一番ありそうなんだけど」

「オレも知らないけど……多分、元々外国の言葉だったのをそのまんま和訳しただけなんじゃないか？」

「あ、そうか。それだとアイスクリームの方が自然だもんね。あ、でも外国にもフラッペってあるよね？」

「フラッペって、名前からして英語っぽくないよな？　英語だとフラップとかフラッピーとか、そういう発音になりそうな気がする」

「うん。雰囲気からするとフランス語。じゃあ英語圏けんの人が『アイスクリーム頭痛』って言葉を考案したって事？」

「多分。英語圏っていうか、アメリカ人が本命だな」

「うんうん。いかにもアイスクリーム大好きってイメージだもんね。英語だとかき氷はなんて言うんだろ？」

「考えた事もなかったなぁ。ひょっとして日本独特の文化とか？」

「だけどフランスには──って推測だけど、フラッペもある訳だよね？」

「後でちょっと調べてみるか」

　ピンクとグリーンの氷を口に運びながら、会話が弾はずむ。

　早少女といると、こういうのが楽しい。

　役者だけあって頭の回転が速く、話し上手で聞き上手。些さ細さいなきっかけからどんどん転がって、頭の中を心地よく刺激される感覚。それこそかき氷みたいに、さっぱりさわやかで強い刺激なのに心地よい。

「そういえば、いいのか？　そろそろ一時間になるけど」

　かき氷を食べ終わった後、腕時計を早少女に示す。

「え？　あ、そ、そうだね。あっという間。残念だなぁ」

「だけど友達と一緒なんだろ？　そっちを待たせてもマズいんじゃないか？」

　女の子には女の子の事情があるというのは、よく知っている。

　ニセ彼氏三件同時なんて事をやらされていると、特に分かる。

　男には理解できなかったり無む縁えんだったりする女の子同士のつきあいとか人間関係だって大事な訳だし、ニセ彼氏のせいでそっちを疎おろそかにしたらいろいろ困るだろう。

　特に『彼氏と一緒にいたら時間が経たつのも忘れちゃって、女友達との約束に遅れた』なんて事をしたら、その女友達に彼氏がいなかった場合かなりこじれる危険もある。

『みんなのいい人』時代には、そういうトラブルの仲ちゆう裁さいをした事もあるのだ。

「そ、そうだね。そろそろ行かなくちゃ」

　立ち上がり、走りだそうとした早少女さおとめが足を止めた。

　うつむき加減の上目遣い、少し潤んだ眼まな差ざしでこちらを見つめてくる。

「も、もちろんボク、この夏は仕事がんばるよ。だけどやっぱり役作りで悩む事もあるし、ストレスも溜たまっちゃうから、電話で相談とかするけど……いい？」

「ん？　まあ、出来る限りは」

　役者としての早少女を助けるのは、とっくに了承済みだ。何を今さら。

「約束だよ！　じゃあね～」

　走り去っていく早少女を見送り、満腹の胃のあたりを押さえながら立ち上がる。

　何しろ今は海パン一丁だ。お腹なかがぽっこり膨らんでいては恥ずかしい。

　まあ鷹たか奈なが戻ってくるまではまだ一時間ある。今度こそ昼寝でもしながらゆっくり消化を待つか。

　そんな事を考えながら、ビーチパラソルのところまで戻ろうとした時──。

「あれ？」

　確かに自分が設置したパラソルなのだけど、日陰の中に誰かが座っていた。

　鷹奈ではない。遠目のシルエットでも明らかに別人だ。

　長い髪、脚を揃そろえて横座りしている細身の体──思わず足を速める。

　一かず大ひろが声をかける前に、日陰の少女が笑顔で振り向く。

「まことに無礼とは思いましたが、勝手に休ませていただいておりました、一大様」

　ここにいるはずもない人。

　天てん弓きゆう院いん真さな愛えだった。





第７話　むにゃむにゃもう食べられないよぉ







　名な残ごり惜おしいが、自分で決めたタイムリミットだ。いつまでも居座っていては次の真さな愛えにも、納得して譲ってくれた鷹たか奈なにも迷惑がかかる。

　その結果三人のバランスが破は綻たんしたり暴走したりしたら、一番困るのは一かず大ひろだし。

　とりあえず一大の目に触れないよう、シャワー小屋の後ろに走る。

「あ！　早少女さおとめ」

　体育座りで鷹奈が待っていた。

「こ。ここにいたんだ？」

　その意味は、早少女本人だってよーく分かる。

　このポジションは、一大のベースキャンプであるビーチパラソルを監視しやすいベストスポットなのだから。

「ここで見てたんだけど、途中で離れたでしょ？」

　だから鷹奈も、観察していた事を隠そうともしない。

「んで、角度が悪くて見失っちゃって。追いかけていってカズに気づかれたらマズいし」

　小声で説明しながら、鷹奈は浜の方を指さした。

　パラソルの陰で待っていた真愛と一大が何やら話をしているが、声までは聞こえない。

「あたしはさ、一応早少女が戻ってくるまで待ってた方がいいって言ったんだよ。だけど真愛は『時間は時間』ってさ」

「心配しなくてもボクはちゃんと約束は守るよ。真愛だってそう言った以上、ちゃんと一時間だけだろうし」

　実のところは一大に教えてもらわなければ危なかったのだけど。

　真愛は真愛で、自分自身にも制約をかけた事になる。

　ちゃんとタイムリミット通りに引き上げなければ、鷹奈が強引に押し掛けていっても『時間は時間』という事だ。

「ところで早少女。そ、その……カズに日焼け止め塗ってもらった後、どこ行ってたの？」

「べ、別にそんな細かい事まで言う必要はないでしょ。あの一時間は、ボクと一大のプライベートタイムだったんだもんっ」

　実は海の家でご飯を食べただけ──という大した事のない事実だけど、わざわざそれをはっきり言っちゃう意味もない。

「友達でもお互いのプライベートは大事にするっていうのなら、あたしのプライベートを尊そん重ちようして欲しかったけどなぁ」

　含みのある言い方をして、鷹奈がジト目を早少女に向ける。

「な、何を言ってるのかな？　ボクたちがここに来ちゃったのは偶然だよ、偶然」

　白しら々じらしいのは自分でも承知している。

　だけど鷹たか奈なには『偶然じゃない』事の証明は不可能だ。

「……ま、それならそれでいいけどね。早少女さおとめが一時間、真さな愛えが一時間。その後は元々の予定通り、あたしとカズの時間だもんね。たとえどうなっても、早少女も真愛も横からちょっかいは出して来ない、と」

　これは早そう計けいだったかも。

　ようやく早少女は己の失しつ策さくに気づいた。

　最も重要なのは鷹奈の『お泊まり』をくい止める事なのだけど、目先の介入に走ってしまったせいで、かえって夕方以降には鷹奈をフリーにしてしまう形になってしまった。

　早少女と真愛が近くにいる事が外泊を思いとどまらせるプレッシャーになるか、貴重な勝機を逃すまいと強硬手段に走らせるか。

　どちらに転ぶか分からない危ういバランス。

「あれ？」

　不意に、鷹奈が声を上げる。

「どうしたの？」

「カズと真愛が、どっか行っちゃったみたい」

　互いに『これから』の事に目を向けている間に、『今この時』の重要事項からは意識が逸それてしまっていたのだ。




「えーと……真愛さん、どうしてここへ？」

「ふと気が向きまして、壇だんさんに車を出していただいて遊びに来たのです。この海水浴場の整備には、天てん弓きゆう院いんが携わっておりますので」

「え？」

「あちらに見えますリゾートホテル」

　白い手のひらを上に向けて、道の向こうを指し示す。

「あれは天弓院グループの企業が経営しております。元々こちらにあった海の家二軒の支援やコインロッカーやシャワー、更衣室の改修なども行いました」

「そ、そうなんだ、すごい偶然だね」

　驚くと同時に納得もする。

　穴場スポットの海水浴場を再開発するにしても、大々的に手を入れて別物にしてしまうのではなく、元々の規模に応じたホテルを建てるとか、地元の海の家をバックアップするというやり方は確かに財団運営に関して志し束づかが言っていた方針にも近い。

「ええ。素敵な偶然ですわ。そうしましたら、ちょうどこちらのパラソルを立てていたのが一かず大ひろ様だと分かりまして」

　どうしてそこまで分かったのかと訊たずねたいけれど、それこそヤブヘビになりそうだ。

　たまたま鷹たか奈なと一緒のところを目撃されていないのを幸運と思うべきだろう。

　このビーチ全体に真さな愛えのコネがあるらしいし、その気になれば手段は何とかなるのかも知れない。深く追及してはいけない。

「一大様が席を外していたのでお会いできないかと不安でしたが、こうしてわたくしのところへ戻ってきてくださって、嬉うれしゅうございますわ」

「あ、いや、別に真愛さんのところへ戻ってきたって訳じゃないんだけど……」

　戸惑い、後頭部をポリポリ搔かく。

　真愛と一緒の時には避けている行儀の悪い仕草だが、見たところ近くにはトリオ・ザ・アーノルドもマツリもいない。

「えっと、壇だんさんの車で来たんだよね？　あの人は？」

「せっかくの海ですもの。わたくしものびのびと羽を伸ばしたいですわ」

　つまり目の届かないところへ控ひかえさせているという事か。

　だったら無理に紳士っぽく振る舞わなくても、バイトの時と同じような態度で接してよさそうだ。

「実はわたくしも自由になるのが一時間程度なのですけど、その間一大様おつきあいいただけますよね？」

「え？　うん、まあ。オレでよければ」

　鷹奈が戻ってくるまでちょうど一時間。

　出来すぎているような気もするが、偶然ではないとは言い切れない。本当に神様の嫌がらせならば、こんな風に絶妙のタイミングでズレたりせずにニアミスやバッティングがあるはずだし。

　ひょっとしたら鷹奈がばったり会った『友達』が真愛？

　あ、いや。それはないか。

　頭に浮かんだ考えを、一大はすぐに追い出した。

　それなら鷹奈を放ほうっておいて真愛が自分に会いに来る理由がない。

　こんな穴場に真愛が出向いたのは、ホテルなどへの挨あい拶さつや視察などを兼ねての行動だろう。少ししかヒマがないから息抜きを兼ねた軽い仕事というのはありそうな話だ。

　そもそも一番最初に『同じ日にニセ彼氏依頼三件』『しかも実はその三人が友達』という出来事があったのだから、このくらいの偶然は想定の範囲内と考えた方がいい。

　それなりに筋の通った解釈を思いついたので、一大はそれ以上の追及を放ほう棄きした。

「あの……一大様。わたくしの水着……その……いかがでしょうか？」

　静かに立ち上がり、真愛はみぞおちのあたりで両手を組んだ。

「う、うん。似合っているよ」

　ダークブルーの地に鮮やかな色のラインをあしらった競泳用だ。

　長い黒髪に白い肌、ほっそり体型の真さな愛えは見た目の印象も実態も決してスポーツを嗜たしなむタイプではないのだけれど、機能本位のシンプルさがストイックな魅力を生んでいる。

「そ、そうですか？　ありがとうございます。あの……以前お店でご覧いただいた白スクと比べてどうでしょうか？」

「そ、そりゃもう！　絶対こっちの方がいい！　アレは、あくまでお店で使う特殊なコスチューム！　決してアレで海とか来ない事！　いいね？」

　何しろ真愛は世間知らずだし、背後には壇だんさんがいる。一かず大ひろが念押ししておかなければ、あの恰かつ好こうで泳ぎに行っちゃうかも知れない。

「はい。一大様がそう仰おつしやるなら、わたくしその通りに従いますわ」

　返事の言葉が妙に重いけれど、とりあえず危険を一つ食い止めたからＯＫか。

「それと、実は一つお願いしたい事がございまして。あそこに、行ってみたいのです」

　すっと右手を水平に挙げて指し示したのは、さっき早少女さおとめと行った海の家だった。

「海の家？」

「はい。わたくし、あのようなところで食事をした経験がありません。志し束づかおばさまにお願いしてもいつも止められてしまいますし、一大様にお願いするしか……」

　これまでは海水浴と言ってもプライベートビーチで、当然自前の別べつ荘そうあり。料理はお付きのシェフが作る。日頃の外食も高級レストランが主で、放課後にハンバーガーショップに立ち寄るようになったのも『スウィート・ドロップ』でバイトを始めてからの事と、真愛は説明した。

「わたくしが通っている学校では、いわゆる文化祭のような催もよおしもありません。昨年、友人の招きで学園祭を訪れた際に、模擬店でその……か、か、買い食いというのを経験しまして……」

『買い食い』なんて当たり前の言葉が、まるで恥ずかしいタブーみたいに真愛は頰ほおを染めてうつむく。

「海の家で食事する事を想像すると、あの日のときめきが胸によみがえるのです。お願いします、一大様」

　胸の前で両手を握り合わせ、潤んだ上目遣いで懇願する。

「う、うん。別にそんな大層な話じゃないから。ついて来てよ」

「はい」

　笑顔の真愛を先導して、海の家に向かう。

「一大様、こちらの店では何か不都合があるのでしょうか？」

「え？」

　さっきの店をスルーして通り過ぎようとしたが、当然のように真さな愛えが呼び止める。

　海の家は二軒あるが、もう一軒は砂浜の反対側。もともと広くない浜だからせいぜい歩いて一〇分弱程度の距離ではあるが。

「べ、別に理由はないけれど……」

「猶予は一時間しかありません。できればわたくし、少しでも長く一かず大ひろ様と談笑したいのですけれど……」

　確かに往復してこっちに戻ってくる事を考えると、真愛に許された時間の三分の一程度を浪費してしまう事になる。

　彼女の目的は初めての海の家だろうから、無意味な移動でそっちを短く切り上げるのは本末転倒だ。貴重な時間を無駄にさせてはいけない。

「そ、それじゃ近い方でいいかな？」

「はい」

　真愛と一緒に店に入る。店主は、さっきと同じ態度で出迎えた。やっぱり一大の顔は覚えていないらしい。

「メニューブックはありませんの？」

　お冷やのコップしかないテーブルを珍しそうに眺め、真愛が首を傾かしげる。

「あそこに貼ってあるのから選ぶんだよ」

　壁にずらりと並ぶメニューを指して教える。

「ああ、なるほど。ハンバーガーなどのお店と同じやり方ですか。これでしたら席に一冊ずつメニューを備えなくてもいいから経費削減になりますわね。それに和洋中華といろいろ揃そろっていますわ。お店の規模を考えるとそれぞれの料理人がいるとは考えにくいですし、よほど多様な修業を積んだシェフがいるのでしょうね」

「そんな本格的なものじゃないよ」

　真愛の勘かん違ちがいに、思わず苦笑が浮かぶ。

「そうなのですか。でも、楽しみですわ。一大様は何になさいますか？」

　ここで『もう済ませたから』と言ってしまうのは簡単だが、真愛が食事しているところをこっちが見ている形になってしまう。

　同席していて、片方だけがご飯を食べてもう一方は見てるだけというのは、案外気まずいものだ。特に食べる側が女の子で、不慣れな店であればなおさらの事。

　ここはこっちも何か口にした方が、真愛もリラックスできるだろう。

　しかしサービス盛りカレーを食べたばかりなので、胃には結構な内圧がかかっている。まずラーメンやうどんのような汁物だとスープを残すしかなくなる。連続でご飯ものというのも避けたいところだ。

「じゃあオレは焼きそばにしようかな」

　何とか無難なものをチョイスする。

「焼きそば、ですか？　わたくしも一かず大ひろ様と同じものがいいですわ」

　よし、ラッキー！

　これで少なくともさっきみたいな間接キス騒ぎはない。同一のメニューなら交換する事はないはずだ。

　オーダーして少し待つと、焼きそばが運ばれてきた。

　ドンッ！

「あ……」

　目の前に置かれた皿に、一大は絶ぜつ句くする。

「同じものを二つ注文したはずですが、どうして量が違うのでしょう？」

　真さな愛えが首を傾かしげる通り、一大の方の焼きそばは真愛のものと比べて五割増しくらいのボリュームがあったのだ。

「サービスだよ。やっぱり男は彼女の前でメシモリモリ食って、元気なところを見せてやらねえとな。がははははっ！」

　この店主は客の顔をいちいち覚えない。

　即すなわち、一大がさっきカレーを平たいらげた事もきれいさっぱり忘れているのである。

　実にありがた迷惑なサービスだが、真愛の前で露骨に顔をしかめる訳にもいかない。

「では、いただきます」

　料理に向かって両手を合わせてから、真愛が焼きそばに箸はしを伸ばす。

　一大も意を決して、山盛りの攻略に取りかかった。

　海の家オーソドックスで濃い目の味付けだけど、たっぷりのキャベツやモヤシをかみしめるとにじみ出る野菜のエキスが上う手まい具合に希き釈しやくしてくれる。豚肉もケチってないし、振りかけられた青ノリも海らしさを強調していた。

　美お味いしい──というか美味しいはずだ。

　空腹の時に食べていたら。せめて既すでに満腹でなければ。

「……これは、なかなか面白い味ですわね。リーペリンソースでしょうか？　少し焦げたような香ばしさがありますわ」

　上品な箸使いで、真愛は一口ずつ焼きそばをつまみ上げては口元へ運んでいく。

「真愛さん、この手の焼きそばは初めて？」

「ええ。香港ホンコンや上海シヤンハイで口にした炒麵チヤオミエンとも違いますわね。昨年、友人の文化祭で見かけた時もあいにくと機会がなくて」

　彼女にしてみれば、味も食べている状況も好奇心を刺激されるものなのだろう。

　目を細め、嬉うれしそうに美味しそうに口を動かしている。

　一緒にいる自分が、せっかくの楽しい空気を台無しにする訳にもいかない。

　頑張れ、オレの胃袋。

　健康な高校生男子の底力を揮ふるえば、大盛り二杯くらい倒せぬ敵じゃないだろ！

　立派な紳士や世紀末救世主になれるなら、フードファイターだって不可能じゃない！

　己の内臓を激げき励れいしながら一かず大ひろも食べ続けるが、やはりなかなかスピードは上がらない。

「大丈夫ですか、一大様？　あまり箸はしが進んでらっしゃらないようですけど……」

「ちょ、ちょっと量が多くて苦戦してるだけ。美お味いしいよ、うん」

　真さな愛えの皿が空になっても、一大の進行状況は五〇パーセントをようやく超えたというあたりだ。

「こっちはまだちょっと時間かかりそうだから、真愛さんは何かデザートとか頼んだら？　オレが奢おごるからさ」

「そうですか？　では、お言葉に甘えさせていただきます」

　もう一度真愛は壁のメニューに目を向ける。

「あの……では、ソフトクリームを注文してもよろしいでしょうか？　実はわたくし、ジェラートやソルベはともかくソフトクリームを口にした事がありませんの」

「へえ」

　考えてみると、コーンの上に渦巻き状に盛り上げるスタイルはほぼ外食専門。スプーンなどを使わずに直接舌で舐なめるという食べ方も深しん窓そうの令れい嬢じようには似合わないか。

「はい。おまちどおさま」

　さすがにソフトクリームは待たせない。真愛がオーダーすると、すぐにバニラソフトが運ばれてきた。

「こ、これを……直じかに舐めればよろしいのですよね？」

　両手で支えるようにコーンを持ち、緊張した眼まな差ざしでソフトを見つめる。

　真ま一いち文もん字じに結ばれていた小振りの唇くちびるの間から小さく桜色の舌先をはみ出させ、そっと顔を近づけていく。

「きゃっ！」

　舌を少ししか伸ばしてなかったので、先に鼻の頭がクリームにめり込んでしまった。

　慌てて離したが鼻先に白いものが付き、慌てて舐め取った分も唇の脇から顎あご先に向かってしたたり落ちている。

「ほ、本当にこのような食べ方でよろしいのでしょうか？」

　コーンを両手持ちにしたまま、真愛が戸惑う。

「真愛さん、遠えん慮りよしすぎだよ。もっと舌を伸ばしていいんだってば。ほら、あんな感じに」

　少し離れた席でぺろぺろソフトを舐めている小さな女の子を視線で示した後、両手が塞ふさがった彼女のためティッシュを取り出して顔の白い汚れをぬぐい取る。

「で、ですがその……やはりはしたないと言いますか、多少抵抗感が……。やはりスプーンか何かを用意していただいた方が……」

「せっかく思い切って注文したんだし、ソフトクリームらしい食べ方を楽しまないと損でしょ？　勇気を出して、もっと舌を伸ばしてみてよ」

「は、はい。一かず大ひろ様がそう仰おつしやるなら……」

　決意の表情で真さな愛えが舌先を伸ばし、崩れかけた白い螺ら旋せんの先端に触れさせる。

　ぺろり。

　舐なめ取られたクリームが、口の中へ消えていく。

「……美お味いしい……」

　次の瞬間、目を細める。

　さっきまでの怯おびえや不安はどこへやら、口の周りに白いものが付くのも構わず、夢中になってクリームを舐め続ける。

「ほら。やってみると意外に普通の事でしょ？」

「こ、このシュガーコーンもそのまま食べても構わないのですよね？　単なる器ではないのですよね？」

「そうだよ。甘くて冷たいのが続いた舌を休ませる意味もあるからさ」

「ああ、ジェラートに添そえられているウエハースと同じという事ですか？　ソフトクリームというのは存外理に適かなった食べ物なのですね」












　両手持ちにしたままためらいがちに、それでも彼女なりの勇気を出して少しずつコーンの端をかじり取っていく。

　真さな愛えがソフトクリームを食べ終えてハンカチで口元を拭ぬぐう頃、一かず大ひろもどうにか焼きそばを撃破した。

　正直、もう腹はパンパンだ。

「んっ！」

　不意に、真愛の眉み間けんに浅い皺しわが寄る。

「どうしたの？」

「い、いえ。冷たいものを急いで食べたせいでしょうか。このあたりにキンとした痛みが。一大様も経験ございませんか？」

　右目だけをつむったまま、右のこめかみに手を当ててさする。

「ああ。アイスクリーム頭痛って奴やつだね」

　思わず口にした後で、さっきも似たような事を言ったのを思い出す。

「アイスクリーム頭痛、ですか？」

「正式な医学用語か俗ぞく称しようかまでは分からないけど、この手の症状をそういうんだってさ」

　何しろ一度話したばかりの内容だ。すらすらと口から出てくる。

「さすが一大様はいろんな事をご存じですのね。わたくし、本当に世間知らずで。一人ではソフトクリームも満足に食べられません」

　恥ずかしそうに、真愛が顔を伏せた。

「そんな事ないよ。オレのはただの雑学っていうか、断片的な事を知ってるだけで。真愛さんみたいな本当に系統だった教養がある人とは違うし」

　クラスの女子に頼まれて──あるいはウケようとして、いろいろな情報を調べているうちに余よ技ぎとして、いろんな小ネタが身についてしまっただけだし。

「いえ。わたくしがお願いした恋人役を立派に務めていただいていますし、一大様の聡そう明めいさや飲み込みの早さはすばらしいですわ」

「そ、そう言われると照れくさいな」

　苦笑し、鼻の頭をコリコリ搔かく。

　最初に出会ったのがバイト先で、先輩後輩という事もあり、真愛からはいろいろ頼りにされている。彼女が名家の令れい嬢じようという事実が明らかになった後でもそれは変わらない。

　正直過大な要求は負担に感じる事もあるし、自分がどれだけ要求に応じられているのか不安に思う事もある。

　それでも唯一の頼れる相手として信用され、期待されるというのは光栄だし、少しでも彼女の助けになれているのは嬉うれしく、誇ほこらしくもある。

『みんなの便利屋』とは微妙に異なる感覚だ。

「あら、いけませんわ。もうこんな時間。結局、お食事をしただけで終わってしまいましたわね」

　店の時計を確認して、真さな愛えが名な残ごり惜おしそうに呟つぶやいた。

「今日は楽しかったよ」

「え？」

「ほら。真愛さんと会う時って職場を別にすると、彼氏役を頼まれる事が多いでしょ？　どうしてもああいう時はオレも肩かた肘ひじ張っちゃうからさ」

「わ、わたくしのお願いは……その……ご迷惑だったのでしょうか？　確かにわたくしは、いつもご迷惑をお掛けする形でしか一かず大ひろ様に関われずにおりますが……」

　こちらを見つめる真愛の瞳が、いきなり潤んだ。

「べ、別に迷惑ってほどじゃないよ！」

　思いがけない反応に、一大は慌てる。

　確かに疲れるし、少々負担なのは事実だ。でも引き受けた以上はお役ご免めんになるまでは完かん遂すいしたいし、何より今まで知らなかった世界に触れて、いろんな知識や観点を得るきっかけにもなっている。

　多分、本番の恋愛でもこういう事はあるのだろう。

　ただ楽しかったり癒いやされたりするだけでなく、己を高める機会を得られる関係というものが。

「今日はいつもとは違う真愛さんの一面を見られて楽しかったって事。だって今まではソフトクリームや焼きそばをあんな風に食べるなんて知らなかったし」

「そ、そうですか……。そうですよね」

　ほっと緩ゆるんだ息が、真愛の口からこぼれた。

「では、本日はこれでお暇いとまいたしますけれど、今後とも宜よろしくお願いいたします。夏休み中も幾日かはアルバイトもありますし、機会がありましたら別べつ荘そうの避ひ暑しよにもお招きいたしたいですわ」

「はは……。ありがたいけど、オレもいろいろ忙しいし、遠くの旅行はちょっと」

「軽かる井い沢ざわや那な須すでしたら近いですわよ」

　こういうスケールの違いには、やっぱり一大の方が戸惑ってしまう。

　こっちは電車とバスを乗り継いでここまで来るのにもいろいろ手間取ってしまったのに。

「じゃあオレはお腹なかがちょっとキツいから、少し休んでいくよ」

「はい。ごきげんよう」

　丁てい寧ねいに一礼して真愛が去り、言った通り数分座ったまま胃の中がこなれるのを待って一大は立ち上がった。

　そろそろ最初に約束した二時間。鷹たか奈なが戻ってくる前にパラソルで待っていなければ。





第８話　嵐と少女と鉄拳と







「お待たせいたしました。きちんと、約束通りに一時間遵じゆん守しゆいたしましたわ」

　シャワー小屋の陰に真さな愛えが戻ってきた。

　時計の進み具合はジャスト一時間で一分の誤差もない。

「……ず、ずいぶん機嫌がいいね」

「ええ。限られた時間ではありましたが、一かず大ひろ様には大変よくしていただきましたので」

　鷹奈の問いかけに、真愛は髪を搔かき上げながら答える。

　墨染めの絹きぬ糸いとを思わせる細く艶つややかな黒髪がふわりと広がり、空気を含みながら重力で自然に収まる。

　長さが足りない上に硬い質の、鷹奈の髪ではなし得ない挙動だった。

「よ、よくしていただいたって、どういう事？」

「それは、わたくしと一大様の間の問題ですので、鷹奈さんにお話しするような事では」

　目を細め、じらすような誇ほこるような笑顔を浮かべる真愛。

　別に大した事はしていないのだけど、何も手札を全すべてさらしてしまう必要はない。

　楽しく、得する事ばかりでなく、別れ際には考えさせられる会話もあったのだし。

「ま、まあ、それはお互い様って事でさ。ほら、後は鷹たか奈なの時間なんだからさっさと行ってくれば？　グズグズしていると、帰り遅くなっちゃうよ」

　早少女さおとめが二人の間に割って入り、右と左にニコニコ笑顔を振りまく。

「遅くなったら、その時はその時でしょ。あたしとカズの問題なんだから、それこそ真さな愛えや早少女には関係ないし」

　意地になった鷹奈の語気が強まる。

「あ、そうだ。万が一帰りのバスに間に合わないようでも、ボクと一緒に真愛の車に乗れば帰れるよね？　ね、真愛もそれでいいでしょ？」

「そうですわね。一かず大ひろ様にもいろいろ都合がございますでしょうし、ちゃんと今日のうちに帰り着いた方が」

「仮にあたしがいいとしてもさ。カズも同じ車に乗る訳？　それじゃ全部バレちゃうじゃない！」

「えっと……鷹奈はボクたちと一緒に壇だんさんの車で、一大はボディガードの人たちのに同乗してもらえば大丈夫だよね？」

　一大と鷹奈のお泊まりを防ぐという合理性だけではない。

　早少女にすれば、できればマツリといういろんな意味での危険人物を一大に近づけたくはないのだ。

「それに、無理に今日中に戻らなくてもホテルに部屋も取れますわ。本格開業前でも従業員も機材も揃そろっておりますし」

「放ほうっといてよ！　ホントは今日は一日、あたしとカズの時間のはずだったんだから！」

　思わず怒鳴ってしまった直後に、鷹奈はチクッと胸の奥を刺すような痛みを覚える。

　別に早少女や真愛が嫌いな訳でも憎い訳でもない。

　ほんの少しタイミングが違ってニセ彼氏なんて事になる前に紹介しあう機会があったら、四人で一緒に海に遊びに来て、一緒にビーチバレーとかして遊んでいたかも知れない。

　二人の気持ちだって理解できる──自分も同じような事を考えてるし、立場が違えば似たような事をしていただろうから。

　だから本当に大嫌いで、ぶっ飛ばしたいくらいに憎いのは、自分自身の中の欲張りで、わがままで、身勝手で、卑ひ怯きような部分。

　けれど、どんなに強い拳こぶしも己の心の中には届かない。

　邪魔だからって殴り倒したりはできない。

　水着姿の早少女や真愛は、女の子らしくてかわいい。

　多分、男の子が好きになるのはこういう人なのだろうと鷹奈は思ってしまう。

　それに比べて自分に寄せられる賛さん辞じは『強い』とか『頼もしい』とか、女性には似つかわしくないものばかりだ。

「と、とにかくっ！　もう二人の割り当ては終わったんだから、忘れないでよねっ！」

　捨てゼリフのように言い放ち、奥歯を嚙かみしめながら鷹たか奈なは走り出した。




「うぷ……」

　それなりに胃が空くのを待ったつもりだが、やっぱり歩くと辛つらい。

　コンディションイエローの体をどうにか動かして、一かず大ひろはよたよたとビーチパラソルへ戻っていく。

　タイミング良く、反対方向から鷹奈も走ってきたところだった。先に来て待っているのは無理だったけど、遅れて待たせるという最悪の事態は避けられたらしい。

「や、やっほー、カズ」

　ぎこちない挨あい拶さつをして、鷹奈が右手を挙げた。

「どうした？　友達と遊んでたはずだけど、ケンカでもしたか？」

「えっ？」

　慌ててごしごしと目元をこすったり眉み間けんをもみほぐしたりしているけれど、表情の険しさは消えない。つきあいの長い幼なじみだし、そもそも鷹奈は単純というか、気持ちがすぐに顔に出てしまう方だ。

「べ、別に何でもないっ！　本当に何でもないからっ！」

「まあ、深くは追及しないけど、友達は大事にしろよ」

　苦笑しながら、一大は鷹奈のおでこをちょんとつついた。

　気性はさっぱりしているし、近づいてくる人間は拒まない反面、踏み込んだ人間関係の煩わずらわしさを嫌うせいで、鷹奈には昔から本当に心を許せる友人は少なかった──というのが一大の認識だ。特に今は学校ではそれなりに猫をかぶっているそうだし。

　鷹奈自身が気を許せる友達がいるのなら、そういう人は大切にした方がいい。

「うん……」

「まあ、オレみたいに八はつ方ぽう美び人じんで半端に器用なのがいいとは限らないけどさ」

「……ホント、そうだよね……」

「ん？　何か言ったか？」

　鷹奈の小声を聞き取るべく、耳を澄ます。

　しかし『声』ではない音が聞こえてきた。

　くぅ。

　飼い主に甘える子犬の鳴き声みたいな音色の、発信源は鷹奈のお腹なか。

「あ、ああっ！」

　真っ赤な顔で水着と水着の間──むき出しの素肌を押さえる。

「お前、昼飯まだなのか？」

「う、うん……」

「今さら照れたり遠えん慮りよしたりする必要ないだろ？　他の男相手だったら恥じらうのも年相応だろうけど、オレはお前の腹の虫なんてもう何度も聞いてるし、いつもご飯ねだられてるし」

「そ、そりゃそうだけどさ……」

　ぷいっと横を向く。

　きっと時間帯が微妙だったから『ばったり会った友達』の方はもう昼食を済ませていたに違いない。その娘こたちにつきあって遊んでいたせいで食事のタイミングを逃したと。

　一かず大ひろはそんな風に推測した。

「まだ帰りまでは少し時間あるし、軽く何か腹に入れるか？」

「うん。カズは？」

「オ、オレはお前がいない間に済ませちゃったからいいよ。食ってきな」

「カズも一緒に行こうよ。食べなくてもいいからさ」

「ん。そんじゃそうするか」

　まあせっかく連れだって海に来たのだ。なるべく一緒にいたいというのは友達同士自然な感情か。さっき『友達を大切にしろ』と言った当人がつき合わないのも妙だし。

　歩いているうちに、鷹たか奈なの足が自然とさっきの海の家に向かう。

「ま、待て！　ちょっと待て！　そこはマズい！」

　あの店主の事だ。鷹奈だけが料理を注文しても、男の分をサービスで持ってくるかも知れない。そうなればこのダムは決壊確実だ。

「不ま味ずいって……カズ、お昼ここだったの？　美お味いしくなかった？」

「え？　ああ。そうだな。それほどでもない。どうせならもう一軒の方も見てみようぜ」

　すまん、ご主人。

　本当は結構いける味なのにウソをついてしまって。

　だけどオレはこれ以上孤独なフードファイトを強要されたくはないんです。

　心の中で詫わびながら、一大は店の前を通り過ぎるべくつい足を速める。

「何？　あっちの店まで競走？　だったら負けないよ！」

　宣言と同時に、鷹奈は砂を蹴け立たててダッシュする。

「ま、待て！　別に競走のつもりじゃ……うぶっ！」

　追いかけて走ると体の真ん中でパンパンの胃袋がぶらんぶらん揺れ、中身がシェイクされる。みぞおちのあたりがキリキリ痛む。

「ぷ……。す、すまん。待たせたな」

「もうっ！　カズってば遅いよ」

　体を動かしてストレスが晴れたのか。鷹奈はいつもの笑顔に戻っていた。

　海の家の様子そのものは向こうの店とあまり変わらない。どこの海水浴場にもありそうな素朴で開放的な雰囲気。ピークタイムを外れているので、店内はそこそこ空すいていた。醬しよう油ゆやソースの香ばしい匂においが漂ただよっていて、腹がこの状態じゃなかったら食欲を刺激されていただろう。

「えーと……じゃあまず宇う治じ金きん時ときの大盛り持ってきて！　それからカレーとラーメンと焼きそば。食後に氷ミルクね」

　もちろん元から空腹の鷹たか奈なは、当然食い気にブーストがかかる。

　とは言っても、彼女としては普通の量だが。

「はい。どうぞ」

　こちらの店主はまだ若い女性だった。

　オーダーの通り、まずガラスの器にアルプスの雪山のようにこんもり盛り上げられたかき氷が運ばれてくる。注文の量を二人分だと判断したのか、ちょっと迷った末に一かず大ひろの前に宇治金時を置く。

「ほら」

「うん。いただきまーす」

　一大が器をすっと押してやると、鷹奈はわっしわっしと雪山攻略を開始した。

　これで後頭部がキーンとなって、またアイスクリーム頭痛の話が出たりしてな──と思いながら見ていたけれどそんなシチュエーションはなく、鷹奈はスムーズに宇治金時を平たいらげてしまった。

　そうか。こいつの体は人一倍頑丈だし、この程度でダメージ感じたりしないのか。

「……あたしの顔に、何か付いてる？」

　一大の視線に気づいて、鷹奈が訊たずねる。

「いや。よく食うなぁって思ってさ」

「あ……」

　今さらというか、いつもの事なのに鷹奈の表情は何な故ぜか曇くもった。

「おまたせしましたぁ」

　運ばれてきた次の料理──カレーとラーメンと焼きそばが一気にテーブル上に並べられ、引き替えにかき氷用のガラス器だけが下げられる。

「あ、あたし急に食欲なくなっちゃったから、カズが食べてよ」

「ま、待て！　オレだってもうメシは食ったぞ？」

　急にもほどがある。ついさっき腹の虫を鳴かせて、宇治金時を片づけたのに。かき氷なんてほとんどカロリーないし、固形分は小豆あずきだけだから腹塞ふさぎにはならないだろ？

「ほ、本当に食欲がなくなったんだってば。それにこういうのをもりもり食べるのって女の子らしくないでしょ？　小食の方がかわいいじゃない？」

「女の子だってラーメンも焼きそばもカレーも普通に食べるぞ」

　それはついさっき目撃したばかりだ。さすがに三人前を一気に食するのは普通じゃないにしても。

「それにお前、さっきお腹なか鳴らしてただろ？　あれが空腹の動かぬ証拠！　せめて何かひとつでも食え。健康に悪いぞ」

「う、うん……。じゃあカレーだけ。後のは、カズが食べていいよ」

　カレーの皿と水とスプーンの入ったコップだけを手元に引き寄せ、俯うつむいた上目遣いで鷹たか奈なが訴うつたえる。

「う……」

　一人暮らしで自じ炊すいしている身としては、食べ物を無駄にするのは性に合わない。こっちがあくまで『食べない』と言うと、鷹奈が『じゃああたしもいらない』とか言い出しかねないし。

　仕方なく箸はしを手に取る。

　まずは、伸びたら致命的なラーメン。専門店じゃないところでは標準的な、昔ながらの縮れ麵醬しよう油ゆ味。

　さほど悪くないどころか海の家としては上等の部類に入る味付けだろうけど、今は舌がまともに働かない。ただ手と口をマシーンのように動かして、黙々と片づけるだけだ。

　見ると、鷹奈の方も何が原因かスプーンがあまり動いていない。

　こちらは一かず大ひろのように『食べるのが辛つらい』というより、やはり何かを我慢し、抑よく制せいしているような不自然な雰囲気だった。

「うぷ……っ」

　何とか麵と具は体に詰め込んだが、スープは無視する。何しろ次は焼きそばが残っているのだ。

　味付けはさっきの店よりも濃いめで、塩味がややきつい。海で泳いで汗をかいた後ならちょうどいい塩分補給だろうし、飲み物も一緒にオーダーされて商売繁はん盛じようなのだろうけど、今の一大は余計な水の一口も避けられるものなら避けてしまいたい。

「ご、ごちそうさま」

　皿の中に一割くらいの量を残して、鷹奈がスプーンを置く。

「お、オレも、ごちそうさま。これが限界」

　一大も焼きそばを少し残して箸を置いた。

「はーい、おまちどおさま」

　すかさず氷ミルクが運び込まれてくる。

　しまった。

　鷹奈が食欲ないとか変な事を言い出した時点で、これはキャンセルすべきだった。

「あ、あたしはいいよ。最初に宇う治じ金きん時とき食べたし……」

「オレも限界なんだ。せめて半分、片づけてくれないか？」

「そ、それなら……いいよ」

　さっき宇治金時を食べたスプーンを鷹たか奈なは持ち上げる。手元に置いていたせいで、先に下げられなかったのだ。

「分ける器、何かもってきてもらうか？」

「い、いいよ。別に！」

　店の人を呼ぼうとした一かず大ひろを、鷹奈がすぐに制止する。

「ほ、ほらっ！　あたしとカズの仲だしさ」

「まあ、それもそうか」

　間接キスならさっきもやっちゃったし、幼なじみ歴＝年齢だし、今回は同じ器からそれぞれのスプーンで食べるだけだし。

　テーブルを挟んで真ん中にかき氷の器を置き、両サイドからスプーンを差し入れる。削った氷のしゃりっとした感触が柄から指先に伝わってくる。

　冷たさが心地よく、これなら満腹度一二〇パーセントでも普通の水よりも楽なくらいだ。

　カチンッ！

「あ……っ」

「……あっ」

　氷の中で、互いのスプーンが触れ合う。

　些さ細さいな偶然に、思わず一大の頰ほおが緩ゆるむ。

　ほどなく、器の底にほんの少しの白い水を残してかき氷は片づいた。

「あ、あのさ……。帰る前に一度、あそこまで泳いで行こうよ」

　鷹奈が口にした『あそこ』が何なのか、一大はすぐに理解した。小さい頃に鷹奈だけがたどり着いた沖の小島だ。

「まあ、いいけど。今ならオレにとっても大した距離じゃないし。ただ、少し待ってくれ。腹の中が消化されるのを待たないと、洋上で悲ひ惨さんな事故が発生する」

「う、うん。じゃあ、少し休んでから、ね。約束だよ！」

　もう一大だってあの時とは違う。

　高校生なら無理なく泳ぎきれる距離。少々帰り時間が気になるところだけど何とか当初の予定に間に合いそうだし、元々ある程度の余裕を見込んだスケジュールを組んである。最悪、バスと電車の接続が悪くて帰宅が夜中になってしまうだけだ。

　ビーチパラソルの場所まで戻り、一大はごろんと横になる。

「オレは休んでるから、鷹奈は好きに遊んでろよ」

「ううん。あたしも、ちょっと疲れちゃった」

「お前のスタミナはそんな程度じゃないだろ？」

　苦笑する一かず大ひろの隣に、鷹たか奈なも寝転がる。張りのあるバストは重力にも負けず、きれいな形を保ったまま盛り上がっていた。

「カズと一緒にいたいんだってば」

　寝転がったまま一大の方へ近寄ると腕を引っ張って横に伸ばさせ、その上に頭を乗せる。

　重さを、筋肉がそっと受け止めた。

「え？」

「腕枕、いいでしょ？　その……男の子にこういう風にされるのって、女の子っぽくて憧れるし」

　腕にかかる重み。濡ぬれた髪の肌触り。

　ずっと一緒に育ってきた鷹奈から伝わってくる、初めての感覚。

「ま、まあ、このくらいなら別にいいか」

　恋に憧れている気配はあるし、幼なじみとしては予行演習くらいはつき合ってやってもいいか。

「一大の腕って……気持ちいいね。柔らかいけど、やっぱり骨とかあたしより太くて、やっぱり男の子って感じ」

「本当にお前より強い彼氏だったら、もっと太くて筋肉パンパンで硬いだろうから、枕としてはいまいちだろうな」

　鷹奈の好きなマンガに出てくる拳法ヒーローを思い出して苦笑い。ああいうキャラは、ヒロインにねだられてもこんな事はしなさそうだ。

「さて、と。腹も大分楽になったし、あの島まで泳ぐか？」

「うん」

　十分に休んでから一緒に立ち上がり、改めて準備体操をしてから海へ飛び込む。

「別に競争とかじゃなくて、一緒に並んでいこうね」

「その方がオレとしても助かる」

　本気でレースになったら鷹奈には敵かなわない。

　ゆっくりと寄せる波に逆らい、大きく手足を動かして前進する。

「ぷふぅっ！」

　体を裏返してクロールから背泳ぎにした鷹奈に倣ならい、一大も泳えい法ほうを切り替える。

　不規則に動く水面が、複雑な曲面を描く鷹奈の胸を洗う。濡れた水着の上を薄い水の膜が覆おおい、また途切れる様が妙に目についてしまい、思わず顔を逸そらす。

「あれ？　おい、あっち！」

　その弾はずみで、不穏な西の空が一大の視界に飛び込んだ。

　黒っぽい雲がもくもくとそそり立っている。耳を澄ませば、まるで具合の悪い腹のようなくぐもった音が聞こえてくる。

　今朝の天気予報を思い出す。予想よりも早く崩れたのか。

「どうしよ？　一雨来ちゃう？」

　鷹たか奈なが指摘したまさにその時、顔に真水の滴が落ちた。

　すぐに雨滴の隊列が痛いほどの勢いで突撃してくる。

　油断していると目や口、鼻の穴にまで容よう赦しやなく流れ込んでくる。

　息が苦しい。

「ぷっ！」

　鼻び孔こうや口に飛び込んだ水を吐き出しながら、もう一度空に背を向ける。そこにもバチバチと雨が降り注ぐ。

「も、戻ろうか？」

「いや。島の方が近い。どうせにわか雨だ。あっちに避難しよう！」

　すでに行程は八割を超えている。長引かない雨でも、この勢いを浴びながら泳ぎ続けるよりはとりあえず陸地に身を寄せた方がいいと一かず大ひろは判断した。雨が強いだけで風はないし、波も高くない。これなら何とかなるだろう。

　だが、やはり食べ過ぎで体調が万全ではない。クロールのスピードを上げようとしたが、吐き気がこみ上げてきて力が入らない。

「カズ、大丈夫？」

　だが、こちらの状況を察した鷹奈が近寄って肩を貸してくれた。片腕で一大を支え、バタ足の力で前進する。

「わ、悪いな、助かった」

「体力はあたしの方があるんだから遠えん慮りよしないで！」

　呼吸を合わせ、水を搔かいて島にたどり着く。

「ほら、つかまって！」

　勾こう配ばいの緩ゆるい岩場に上った鷹奈が手をさしのべ、一大を引き上げる。

　だが、雨足はどんどん強くなる。島内には岩の段差があるだけで、疎まばらな松は屋根代わりとしては頼りなさ過ぎる。雨宿り可能な場所などない。

「う……っ！」

　過剰な満腹に加えて、疲れと冷えのせいで具合が悪い。

　こみ上げてくる吐き気に、思わず口元を押さえる。

「だ、大丈夫、カズ？」

「……平気だ。大した事ないから……。少し休めば」

　声が、激しい雨音に紛れてしまう。

「休むって、休めるような状況じゃないでしょ！　ちょっと待ってて！　あたしが何とかするから！」

「何とかするって……お前……」

「何とかするのっ！」

　当たりを見回した鷹たか奈なは、目の前の岸壁に向かって両脚を肩幅に広げた。

「……はぁあああ……っ！」

　腰だめに拳こぶしを構える姿は、まるで滝に打たれる修行者だ。濡ぬれた髪が重みで垂れ下がり、顔に張り付くのも構わず、大きく息を吸い込んだ後で気合いを高める。

　ビュシュッ！

　雨の壁を裂き、拳が疾はしった。

　正拳が岩肌を直撃し、縦一いち文もん字じの亀裂が生じる。

　弾はじけ飛とんだ小さな欠片かけらが鷹奈の頰ほおを掠かすめる。

「カズ、どっかその辺に隠れてて！　破片が危ないし！」

「わ、分かった！」

　鷹奈の言葉に従い、適当な松の後ろに隠れて身を屈かがめる。

「はあっ！　せいっ！　ふんっ！」

　しぶきをまき散らしながら、腕を、脚を振るう。

　蹴けりが岩を砕き、拳が岩を穿うがち、手しゆ刀とうが岩を削る。

　全く無駄のない、一切の抑よく制せいのない、持てる全力を思い切り揮ふるう躍動感。

　嵐の中にあって嵐を蹴散らす嵐。

　あっという間に、岩壁だった場所に小さな窪くぼみがえぐり取られた。

「これで雨宿りできるよ。入って！」

　軽く叩たたいて強度を確かめた後、一かず大ひろを招き入れる。

「あ、ありがとうな」

　即席で作った岩がん窟くつは狭い。二人が入ると、肩と肩がぴったりくっついてしまう。

「ご、ごめんね。狭かった？」

「十分だよ。それに二人でくっついていた方が、体温が下がらずに済むし」

　海水と雨で冷やされた体だが、素肌の触れあった部分から温ぬくもりが戻ってくるのが実感できる。激しく動いた鷹奈の火ほ照てりが、今は心地よい。

「え？　う、うん。そうだね」

　一大の言葉に、鷹奈は更に身を寄せてきた。

　互いに体重を預け合い、支え合うような体勢だ。どちらも髪から滴がぽたぽた落ちるけれど、タオルも何もない。

「……ありがとな。本当に助かったよ」

　微笑ほほえみかけながら、何もしないよりはマシと思って前髪を手で拭ぬぐってやる。

「……はは……。やっぱりこういうの、普通の女の子のする事じゃないよね」

　どこか虚うつろな声で、鷹たか奈なは己の右手を見つめている。

　万全に鍛きたえているが、弾はずみで尖とがったところで擦こすったのだろう。

　小指の関節部に赤い血がにじんでいた。

「ダメだね、あたし。こんなの、男の子が好きになるはずないよね？　乱暴で、大食らいで、ガサツでさ……」

　抱えた膝ひざに、顔を埋うずめる。

　ひょっとしたら泣いているのかも知れない。

　だけど髪からひっきりなしにしたたり落ちる雨水が顔を濡ぬらしているから、鷹奈の涙を確かめる事はできない。

「普通の女の子って何だよ？」

「え……？」

　鷹奈が顔を上げる。

「その……上う手まく言えないけどさ。確かにお前はちょっと普通とは違うよ。熊と戦っても勝っちゃうしな」

「はは……やっぱりね……。そうだよね、こんなの……」

「だけど、それって悪い事か？」












「で、でも……？」

「お前が普通の女の子だったら、オレたち助からなかっただろ？　お前の──お前だけの強さのお陰で、こうして無事でいられるんだよ」

　こうして雨を避ける事もできない。それどころか途中で一かず大ひろがダウンして、二人で共倒れで溺おぼれていたかも知れない。

　そっと手を伸ばし、鷹たか奈なの頰ほおに刻まれた線に触れる。

　ほんのかすり傷だし、激しい雨で洗われて血は流れていない。

　それでも僅わずかに見える傷きず痕あとを指先でそっとなぞった。

「なっ！　何すんのっ！」

「ありがとうな、オレのためにこんなケガまでしちゃって」

　顔だけではない。

　傷ついた彼女の手を、両手でそっと包み込んだ。

「ちょ、ちょっと……カズってば」

「ごめんな。今はハンカチとかティッシュとか持ってないから、手当てもできないけど」

　優しくさすると、雨水に滲にじんだ鷹奈の血が一大の手のひらに移る。

「い、いいよ、カズ！　汚いってば」

「汚い事あるかよ。オレを助けてくれた名誉の負傷だろ？」

　鷹奈の頰が微かすかに染まるのを見て、静かに手を離す。

　鷹奈は慌てて自分の手を口元に引き寄せ、傷口を舐なめた。

「服選んだりとか、お前が少しは女らしい事に興味持ったのはいい傾向だと思うよ。だけどそのせいで鷹奈らしさを見失ったり、捨てようとしたりするのは変じゃないか？」

「あたし……らしさ……？」

「そうだよ。えーと……オレも、本当に好きな女の子のタイプとか、はっきり自覚してないから偉そうな事言えないけどな。お前、元々自分よりも強い奴やつが好きだって言ってて、オレがニセ彼氏やるときもそれっぽい格好とか役作りとかさせたよな？」

　一大の言葉に、鷹奈は無言で肯うなずく。

「で、お前がイメージする最強拳法家は、強い氷ひ魚お鷹奈が嫌いなのか？　お前におしとやかでおとなしい『普通の女の子』である事だけを望むのか？　お前の趣味からすると、ヒーローに守られるんじゃなくて、ヒーローと一緒に戦いたいんじゃないのか？」

　やはり無言で、今度は首を横に振る。

「そうだろ。子供の頃に一緒にアニメとか見てた時も、お前ってかよわくて守られるだけのお姫様タイプよりも、悪い奴を華麗にぶっとばす正義のスーパーヒロインの方が好きだったもんな」

「か……かわいいお姫様だって嫌いな訳じゃないよ。普通に憧れるっていうか……」

　ちょっと照れた表情で、鷹たか奈なは指先をもじもじと絡ませた。

「だったらそれでいいじゃないかよ。鷹奈らしさの上に女の子らしさを上乗せするのはいいけど、自分を捨てて普通の女の子に取り替えたっていい事なんか何もないぞ、きっと。だいたい一六年氷ひ魚お鷹奈やってて、今さら止やめられるか？」

　これは実体験に基もとづく言葉だ。

　一かず大ひろはみんなのいい人、万人に好印象を持たれる八はつ方ぽう美び人じんを続けていたせいで、彼女を作るチャンスをずーっと逃していたのだから。

　そして一大自身、今の性分を改めようとしてもそう簡単にはいかない。

　結局のところ一瞬でクラスチェンジするような事は滅めつ多たに起きなくて、少しずつなりたい自分に近づくように上塗りを重ねていくしかないのだろう。

「オレがニセ彼氏やってるだけで、まだ具体的に好きな奴やつとかいる訳じゃないんだろ？　お前の場合、そもそも出会いとか少ないんだし」

「え、えっと……まあ、そういう事になる……のかな？」

　沈んでいた顔に、少しずつ明るさが戻ってくる。

「好きになった人の好みに合わせて微調整したくなるのは、まあ自然な事だけどさ。勝手に頭の中に『普通の女の子』とか『男が好きになるタイプ』とかでっち上げて、それに囚とらわれなくてもいいって事だよ。焦らずに行けって」

「で、でもさ。やっぱりご飯をいきなり三人前とか食べちゃうのは……マイナスポイントだと思うし……。そういうのってどんな男の人でも変に思うんじゃないかなぁ……」

「まあ程度問題だけど、オレはお前がもりもり食べるのは好きだぞ」

「ホ、ホント？」

　くすぶっていた表情が、ぱっと花開いた。

「料理する身としては、自分が作ったものを美お味いしそうに食べてもらえるっていうのは気持ちいいぞ。もちろんだからって毎度毎度ねだられるのは勘かん弁べんしてほしいけどな。だいたい無理して女の子っぽく小食にしようとしても、お前の場合体が持たないだろうが！」

　手の甲で軽くお腹なかを叩たたく。

「それにさっきの、一所懸命に岩を砕いている鷹奈って、カッコよかったぞ」

「……カッコいい……？」

「ああ。それこそ格闘マンガや映画のヒーローみたいでさ。オレだってお前が本気で思いきり拳こぶしを振るうところなんてしばらく見てなかったもんな」

「かわいいじゃなくて、カッコいいでも……いいのかな？」

「何言ってんだよ。昼間ナンパされかかった時に言っただろ？　お前は黙ってりゃ見た目は普通にかわいくて、実態は強くてカッコいい女の子。それが氷魚鷹奈。それでいいじゃないか」

「そっか……。それでいいんだよ……ね？」

「当たり前だろ。何変な事気にしてんだよ？」

　ぽんと肩を叩たたくと、鷹たか奈なの顔にようやく笑みが戻った。

　濡ぬれた髪をぎゅっと手て櫛ぐしで撫なでつけると、溜たまっていた水が絞しぼられて襟えり足あしへと流れる。

「あ、あのさっ！　カズは……カズは、今本当に好きな人とかいるの？」

「え？」

　思いがけない質問に、息が喉のどの奥で詰まる。

「その……何ていうかさ……。そ、そうっ！　カズに本当に好きな人がいるんだったら、あたしのニセの恋人やらせてたら迷惑だろうし、そうじゃないなら……あたしと……」

『これまで通り彼氏役をお願いしてもいいよね？』

　消えていった言葉の続きを、一かず大ひろの心が勝手に補完する。

「本当に好きな人か……」

　正直、答えづらい質問だ。

　早少女さおとめといると刺激的だし、真さな愛えとの関わりからは教えられる事が多いし、鷹奈相手だと変に気を遣わずにリラックス出来る。

　ニセ彼氏という状況は問題だけど、この三人が一大にとって現在最も身近な女の子である事は間違いない。

　それに、それぞれ魅力的だ。

　だけど『それぞれ魅力的』だなんて考えてしまう事そのものが後ろめたい。

　以前早少女に指摘されたように、誰かを好きになったから彼女にしたいのではなく、誰でもいいから彼女が欲しいというよこしまな欲望。

　それが『身近な女の子』相手で活性化しているだけじゃないのか？

『本当に好きな人』というのなら三人並べて考えたりせず、たった一人を迷わず選べるはずじゃないのか？

「今は……別にいないよ。そういう女の子は」

　だから、一大としてはこう答えるのが精一杯。

『お前も含めて、三人候補がいるよ』なんてのは最低の物言いだから。

「そっか……」

　安心したように、鷹奈が笑う。

　これでまたしばらくはニセ彼氏として振り回される事になるだろうけど、まあそれも自業自得だし、まるっきりイヤって訳でもない。

　少し後ろめたいところもあるけれど、女の子の方から持ちかけてきた話なんだし。

　一大としてはこの状況を引き受けて、己を見つめ直す契けい機きにするだけだ。

「んじゃ、また天気が崩れたらヤバいし、明るいうちに戻ろうぜ」

「うんっ！」

　岩の窪くぼみから一緒に出て立ち上がる。

　いつの間にか雨は上がっていた。





エピローグ　～ガールズトーク・タイム（お風呂編）～







　すっかり晴れて海も穏おだやかだったので帰りは楽だった。

　むしろ問題は、浜に戻ってから。

　さっきの豪雨で拡かく張ちよう工事中のトンネルが崩れ、駅方面のバスが不通になってしまったというのだ。

「自家用車などでお越しのお客様は、大回りになりますが逆方向から国道に出られます。お帰りが難しい方には、ホテルのご厚意により無償でお部屋を提てい供きようさせていただける事になりました」

　警察などから連絡を受けたライフセイバーや、海の家の主あるじがハンドスピーカーなどを使って説明している。

「あちゃあ……」

　タオルで頭を拭ふきながら、一かず大ひろは顔をしかめた。

　島での雨宿りで予定時間を過ぎてしまった上に、バスが動かないのであれば今日中に帰宅するのは難しい。

　このまま鷹たか奈なが希望した通り、お泊まりになってしまうのか。

　もちろんホテルを取るにしてもシングル二部屋にする。それは動かない。

　だけどいくら互いにその気がなくて家族同然でも、やっぱり高校生男女二人だけで泊まりがけはマズい。前に鷲しゆう介すけおじさんが酔っぱらった時に『娘に手を出した男は殺す』みたいな事を口走っていたし。

　地上最強親子の最終戦争に巻き込まれるのは、何としても回避したいのだが──。

「あ、あのさ。カズッ！」

　悩んでいる一かず大ひろに、鷹たか奈なが緊張した面もちで声をかけてきた。

「ど、どうする？　何か帰れなさそうなんだけど……」

「ほら、友達来てるって言ったよね？　あたし、その子たちと合流するよ。それで泊まるとか、どうにかして帰るとかする。カズはカズで何とかしてっ！」

「え？　それでいいのか？」

　願ったり叶かなったりの話なのだけど、泊まりたがっていたのに何が原因でいきなり態度が一変したのか。

「あたし、あんまり焦らない事にしたからさ」

　それはさっき島に避難した時に一大が教え諭さとしたセリフだ。

　この局面でどうしてこれが出てくるのだろうか。何を焦らないのか。

「ん。ま、まあお前がそう言うならオレも助かるけど……。ちゃんと家には電話入れろよ。多分、通行止めの事はニュースになってて、おじさんおばさんも心配してるだろうし」

「うん。分かった。じゃあねっ！」

　いつもの鷹奈らしい元気な笑顔で、大きく手を振りながら走り去る彼女を見送る。

　彼女を悩ませていた詳細不明の『何か』は、やっぱりよく分からないうちに解決したらしい。

　幼なじみだけど、鷹奈の事なら何でも分かっていると自惚うぬぼれてはいけないのだろう。

　現に女子校でモテて困っている事とか、早少女さおとめや真さな愛えという親友がいる事とか知らなかったのだし。

　それでも一大が一大なりに『分かっている部分』で気遣ったり、手を差し伸べたりするのは無駄ではないはずだ。彼氏としてはニセモノでも、鷹奈が唯一頼りにできる男性という事実は変わらないのだから。

「まあ、できればニセ彼氏って役目は終わらせたいけどな」

　鷹奈だけではない。

　早少女も、真愛も同じだ。

　どうにかして現状の三重拘束状態をクリアしないと、本当の彼女をゲットする事はできないのだ。

　恋愛には疎うとい鷹奈にまで『本当に好きな人がいるのか』なんて本質に迫せまる質問までされちゃってるし。

　また脳裏に三人の姿が浮かび上がる。

　しかも水着で。

「いやいやいや。待て待て待てっ！」

　ぶんぶん首を振って、イメージを追い払う。

　確かに三人とも魅力的だけど、三人同時に連想するのはダメだろ。

　さっき鷹たか奈なに説明した時と同じじゃないか、これじゃ。

　身近で、触れあう機会が多いというのは単なる事実。

　特に今日は、文字通り素肌と素肌で触れあっちゃったりもしたけれど。

　そういう親密さと好意や恋愛感情は別物として区別しなければ。

　みんなそれぞれ事情があって彼氏役を頼んできたのだし、それにつけ込むような真ま似ねをするのは良くない。本当に好きなたった一人の相手と相思相愛になる──それこそが一番素敵なシチュエーションじゃないか。

『誰でもいいから彼女が欲しい』なんて考えて広く網あみを張って待っていただけで、追いかけるべき特定のターゲットがいなかった事が今までの敗因だったのだ。

「……こんな当たり前の事に、気づくのが遅すぎたんだよなぁ」

　苦笑しながら、一かず大ひろはビーチパラソルを畳たたむ。

　これをお店に返したら、ホテルに向かおう。

　せっかくタダで泊まれるのだし、今日は無理に帰らずゆっくり骨休めだ。

　腹具合もまだ万全じゃないのだし。




　カコーン。

　風呂場特有の、どこか抜けた音が響く。

「いいお湯だよね～。それに、いつもはマンションのユニットバスだから、こういう広いお風呂って気持ちいい」

　湯船の中、大きく手足を伸ばして早少女さおとめが笑った。よく通る声に、微妙なエコーがかかっている。

　ここはホテルの大浴場。

　帰宅困難者のために部屋を提てい供きようするだけでなく、通常の宿泊と同等のサービスは基本的に提供されているのだ。

「そう言っていただけると、ホテルのスタッフも喜ぶと思いますわ」

　笑顔で答えたのは真さな愛え。

　トンネル不通の報を受けた彼女はマツリを通じて志し束づかに連絡し、対応を提案したのだ。もちろん志束は即座に同意し、関係各所に指示や報告を出した。

　持てる者の社会的義務はもちろん、グランドオープンを控ひかえたホテルにとっては格好の宣伝にもなる。志し束づかが連絡したのは地元の自治体や警察ばかりでなく、マスコミなども含まれているのだ。

「でもさ、晩ご飯が少な目だったのはちょっと残念だよね」

　やはり湯船に肩まで浸つかりながら、ぼやいたのは鷹たか奈なだ。

　入浴中なので、さすがに髪は下ろしている。

　本格開業前、しかも予定外の宿泊受け入れという事もあって、生せい鮮せん食材のストックは不十分だったため、残念ながら夕食はいささか質素な内容だったのだ。

　ちなみに元々穴場だったので、客の大半は自家用車利用。バスが使えなくても遠回りして帰っていた。ホテルを利用した人はさほど多くない。今、この大浴場にいるのも三人だけで、実質的に貸し切り状態だ。

「まあ、鷹奈は一仕事した後だからお腹なかも空すいてるだろうけどね」

「本当に心配しましたのよ。何気なく口にした事が本当になってしまうかと」

　鷹奈と一かず大ひろが沖で大雨に降られたのは、真さな愛えと早少女さおとめも岸から双眼鏡で見ていた。

　真愛はすっかり青ざめ、雨に濡ぬれながら砂の上に膝ひざを折った。

『まさか……あの時何気なく口にした事が本当になってしまうなんて……。しかも一大様まで一緒に……』

　最初に鷹奈が海に行くと言った時に『思わぬ事故に遭あうかも』と言ったのは、特に意図があった訳ではない。ただ何でもいいから理由をつけて一大との旅行を断念して欲しくて、つい口走ってしまっただけだ。

『しっかりして、真愛。とにかくライフセイバーの人とかに頼んで、ボートとか出してもらおうよ』

　早少女は励まして周囲を見回したが、不意の豪雨で海岸は混乱。海の家の従業員やライフセイバーも手近な対応に追われている。

『早く！　あれを見てください！』

　ありったけの声を張り上げて人を呼ぶ。

　人命がかかっている。あっちを優先して──と頼もうとしたその矢先、鷹奈が有り余る体力で一大を支えて島まで泳ぎ着き、さらに岸壁に穴を掘って雨を逃れたのである。

「見ててびっくりしちゃったよ。ボクたち、鷹奈が強いっていうのは知ってたけど、本気の全力出すところ見るのは初めてだったから」

　両腕でゆっくりとお湯の抵抗を楽しみながら、早少女が笑った。

　あの時の鷹奈の大活躍に、浜から見ていた二人はあっけに取られてぽかんと口を開けるしかなかったのだ。

『どうしましたか？』

『……いえ。大丈夫みたいです』

　駆けつけたライフセイバーに、早少女さおとめは立ち尽くしたままそう答えるしかなかったのだ。

「ま、体力勝負じゃあたしは誰にも負けないもんね」

　湯船の中から腕を跳ね上げ、大きく背伸びをする。

　弾はずみで水面下の二つの膨らみが揺れて、湯に波を立てる。

「あのさ。あたし、焦らない事にしたんだ」

「焦らない、とは？」

「カズに言われたんだ。あたしは無理に女の子らしくしないで、あたしらしくしてた方が……えっと……まあ、魅力的だって」

　多少の脚色というか、誇こ張ちようを交えて鷹たか奈なは笑う。

「そ、そうなんだ？」

「そうですの？」

　早少女と真さな愛えの緊張が、水面にさざ波を立てる。

　さっきの鷹奈が起こしたのがゆったり大きなうねりなのに対して、こちらは二人の気持ちを映したかのような小刻みな揺れだった。

「だから恋とかも焦らないで、あたしらしいペースでやってこうかなぁ……ってさ」

「そ、それは実にいい事だと思いますわ。無理に進める必要はないという事ですものね」

「うんうん。鷹奈はやっぱりそういうキャラだもんね」

　微妙にぎこちない笑顔で、真愛と早少女が何度も頷うなずく。

「あ、二人とも勘かん違ちがいしないでよ」

　鷹奈はピッと人差し指を立てた。

「ゆっくりやるっていう事は、他の人から迫せまられたりしても応こたえられないって事なんだし、カズにニセ彼氏役やってもらうって状況はそのまんまでいいと思うんだよね。桃もも乃のの件が完全に解決した訳でもないし」

「え？」

「はぁ？」

　顔を見合わせた一秒後に、早少女も真愛も鷹奈の言わんとする事を理解した。

『焦らない』というのは撤てつ退たい宣言ではない。

　腰を据すえて、現在の戦線を維持するという布告だったのだ。

「それにさ。カズの方だって今は誰かが好きって訳じゃないみたいだし。あたしが──あたしたちがニセの恋人のままでいる方が、あいつも都合がいいんじゃないかな？」

　湯船から上がった鷹奈は、備え付けられたボトルを二、三度プッシュしてシャンプーを手に取った。フローラル系の心地よい香りと共に、髪が泡立てられていく。

　早少女や真愛に比べると短くて硬い髪だって、自分に似合っていればそれでいい。

　少なくとも、洗うのは簡単だ。

「そ、そうかもね」

「……そうなのかも、知れません……。いずれは、一かず大ひろ様とのお付き合いの仕方を考え直す時が来るとしても……。いつの間にか、あの方に負担ばかりをかけるような事になってしまっていましたし……」

　早少女さおとめは元気よく肯うなずいたが、真さな愛えの表情は沈んでいる。

「あれ？　真愛、元気ないね？」

「べ、別に何でもありません。少々物思いにふけっていただけです」

「それなら別にいいんだけど……。ね、背中流しっこしようよ。こんな大きなお風呂に一緒に入る機会なんて滅めつ多たにないんだし」

「えっ？　は、はい……」

　早少女に手を引かれ、真愛も湯船から上がる。

「そう言えば男湯の方、どうなってるのかなぁ」

「え？」

「あ……」

　シャワーで髪の泡を洗い落とす鷹たか奈なの言葉に、残る二人が顔を見合わせる。

　大浴場は男女が隣接していて、換気の都合もあって天井付近は素通しになっている。

　もしも隣の男湯に一大がいたら、この会話が聞こえているかも知れないのだ。

「……」

「…………」

「………………」

　三人が同時に息を潜ひそめた。

　しかし静せい寂じやくは訪れない。お湯が流れる音がずっと響いているからだ。

　ただ、その音色だけで人の声は聞こえてこない。

「だ、大丈夫みたいだね。声は聞こえないし」

「うん。男湯に人はいないみたい」

「それならよろしいのですが……」

　耳の敏びん感かんな早少女と鋭するどく気配を察する鷹奈の二人が保証した事で、真愛も安あん堵どして胸を撫なで下おろす。

「じゃあ一大、お風呂に入るのはもうちょっと後かなぁ……」

「あーっ！　早少女ってば何か企たくらんでるの？　抜け駆けはダメだからね」

「わ、分かってるってば！　いくらボクでも、男湯に乱入するとかはやらないってば」

　鷹奈の言葉に、早少女の顔が真っ赤に染まる。

「真愛もだよ。職権濫らん用ようして、一大の部屋を教えてもらったりしない事」

「あ、当たり前です」

　真さな愛えの口がへの字になった。

　実は道路不通の件などを志し束づかに報告した際に、立場を利用して鷹たか奈なたちの所在を探った事や本来の予定をキャンセルして気まぐれに海に出かけた事などについて、既すでにちょっと叱しかられていたのである。

　ただ立場に縛られ、流されるだけではない人間になろうと決めてアルバイトを始めたり、ニセ彼氏を頼んだりしたはずなのに、気がつけば別のものに流され、一かず大ひろに頼るばかりになっている。

　己の現状が微妙に歪ゆがみ始めているのを、今日真愛は自覚させられてしまった。

「じゃ、三人で流しっこしよう♪」

　唄うたうように再度提案しながら、早少女さおとめはボディソープをタオルに取った。

「いいね。やろうやろう♪」

　手早く椅子を並べて鷹奈が真愛の背中に泡を乗せ、その鷹奈の後ろには早少女が付く。

　こういう時、真愛は自然と『構われる側』になってしまう。

「やっぱ真愛って肌すべすべだよねー。さっすが育ちがいいお嬢様って感じ」

　ごしごしと背中を擦こすりながら、鷹奈が笑う。明るい声に、憧れの気持ちはあっても羨むような響きはない。












「そういう鷹たか奈なだって胸大きいし、ウエストもきゅっと締まっててカッコいいじゃない」

「へへーん。ま、これは生まれつきの素材だもんね。あたしとしては、もうちょっと背が欲しいところだけどさ」

　早少女さおとめからの『カッコいい』という褒ほめ言葉を誇ほこらしげに受け取って、鷹奈は笑みの口元に手を当てる。ボディソープの泡が口元にくっついてユーモラスな姿になる。

「そ、そろそろ向きを変えませんか？　わたくしも流されるばかりではいけません。よくしていただいた分は、ちゃんとお返ししないと」

「じゃ、攻守交代ね～」

　真さな愛えに答えて、早少女がくるりと一八〇度回転する。

「あー、この並びじゃあたし損じゃない！　どっち向きでも働かなきゃいけないっ」

「まあ、誰かが貧乏クジ引かなきゃならないんだし、我慢我慢」

「その分、ちゃんとわたくしが誠心誠意心を込めて背中をお流しいたしますわ。鷹奈さんもお肌はきれいですし、ぴんと強く張った感じで素敵ですわよ」

「そ、そう？　まあ、貧乏クジも悪くないよね」

「うんうん。そういう立場になってもめげずに頑張る人って、立派だと思う」

「そういう方かたにご迷惑をかけるばかりではいけませんよね。わたくしもいろいろ考えないといけませんわ」

　微妙な空そら々ぞらしさを含みながら、それでも朗ほがらかな三人の声が温かい湯気に混じりながら大浴場に満ちていった。




「くちゅんっ！」

　風呂上がりで、濡ぬれた髪をタオルで拭ふきながら一かず大ひろは小さくクシャミをした。

「クーラーかけ過ぎで湯冷め？　夏休み始まったばかりなのに、体調崩したりしたらマズいよな」

　操作パネルで室温を調整しながら、ＢＧＶバツクグラウンドビデオとしてテレビを点つける。

　無料宿泊の上に大浴場使い放題というのは魅力的だったけれど、結局部屋に備え付けのユニットバスで間に合わせてしまった。

　何しろ昼がアレだったから夕食不要の腹心地だし、わざわざ移動するのも面倒くさかったのだ。

　ピンと糊のりの利いた備え付けの浴衣ゆかたに袖そでを通し、チャンネルを合わせる。

　ちょうど関東ローカルのニュースでは天気と交通の情報が流れていた。今日の大雨は局所的なものであり、道路に被害が出たのもこの近辺だけらしい。

　留守宅の方には影響がなさそうなので、まずは一安心か。

　早少女は自分と同じで元々一人暮らしだし、真愛にとってはこのホテルもテリトリーの一部みたいなもの。

　気になるのは鷹たか奈なが、ちゃんと家に連絡を入れたかどうかくらいだ。

「オレの方からも電話した方がいいのかなぁ……。いや、それはそれで過保護っつーかやり過ぎだろ」

　呟つぶやいて、電話に伸ばしかけた手を引っ込める。

　何にせよ今日はいろいろあって疲れた。

　鷹奈は明日は友達と一緒に帰ると言っていたし、今日はさっさと寝て身体からだを休めて自分は自分で明日のんびり戻ればいいか。

　テレビと灯あかりを消し、一かず大ひろはそのままベッドに潜り込んだ。





本当のエピローグ……？







　真夜中。

　九く比ひ戸と市の住宅街。

　主あるじが不在で、何の明かりも灯ともっていない八や木ぎ本もと家に近づく小さな影があった。

「……留守みたいね」

　暗い窓を一つ一つ確かめたその影──スレンダーな少女は玄関の扉に手をかける。

　二、三度がちゃがちゃとノブを動かすが、施せ錠じようされて開かないという事実が明らかになっただけだ。

「ま、仕方ないか」

　小声で独り言を呟き、ツインテールにまとめた髪を留とめているピンを一本引き抜くと、指先でしごいて形を整える。

　鍵穴にとりつき、カチャカチャ回す。

　防犯対策に特に力を入れていない平へい凡ぼんなシリンダー錠はカチンと最後の悲鳴を上げて、いともたやすく己の役割を放ほう棄きした。

「まったく……相変わらず不用心なんだから」

　苦笑すると少女はそっとドアを開けて家の中へ入り、後ろ手で鍵をかけ直す。

　靴を脱ぐと、闇を物ともせずに短いスカートを翻ひるがえして軽やかでありながら静かなステップで二階へと駆け上り、ノックもせずに一かず大ひろの部屋のドアを開ける。

　そこで初めて、照明のスイッチを入れた。

　蛍光灯に照らされた姿はカラフルなＴシャツにミニスカート、ニーハイソックスというシンプルで活動的なスタイルだ。

　まぶしさに目を細めながら、部屋を見回す。

「意外。そこそこきれいにしてるじゃない。靴下脱ぎっぱなしとか、やってそうなモンだけどなぁ」

　確かに男子高校生の一人暮らしとは思えないくらい整理整せい頓とんされ、清潔さがキープされている。

「あ、ひょっとして部屋に女の子を連れ込むようになった……でもないみたいね」

　さらにクンクン鼻を鳴らして匂においを嗅かぐと、満足そうな笑みを浮かべる。

「さてと、せっかくだからチェックチェック♪　どうせあそこに隠してるんだろうし」

　楽しそうに笑い、少女はいきなり押し入れを開けた。

　机の引き出しでもなく、ベッド下を探るでもなく。

　一大が小学五、六年の頃に通学用にしていたバッグが引っ張り出される。厚手の布製で、手提げでも背負いでもＯＫのタイプ。

　壊れていないが最近は使う事もないのでこうして仕し舞まわれてる──はずなのだけど、手にかかる重さは中身が空ではない事を示している。

　少女の口に、満足げな笑みが浮かんだ。

　バッグの口を開けると、中身は何冊ものえっち本だった。

　一工夫した隠し場所だが、少女には既すでにお見通しだったのである。

「……ずいぶん増えてるなぁ」

　笑顔のまま、一冊ずつ手にとって確かめる。

「コスプレ系っていうかフェチっぽいのが多いけど、ひょっとして趣味変わった？　ま、お年頃だしねぇ～」

　小首を傾かしげると、えっち本をそのまま放置してＴシャツやミニスカート、それにソックスをひょいひょいと脱ぎ捨てる。

　無造作に放ほうられた衣類が、えっち本の上にふわりと重なった。

　華きや奢しやで幼さを残しつつ、若々しく均きん整せいの取れた肉体をシンプルなデザインのブラとショーツだけが包んでいる。

「詳しい話は帰ってきてからでいいか。じゃ、おやすみなさい、と」

　下着姿で明かりを消し、一大のベッドに潜り込む。

　くすー、くすー。

　再び訪れた闇の中、すぐに安らかな寝息が奏かなでられた。












あとがき




　お待たせしました。

　読者の皆様のおかげで『しゅらばら！』も五巻を数える運びとなりました。おまけにドラマＣＤも好評のようで、作者としては舞い上がり、つけ上がりそうになる心の手綱を引き締めるのが大変です。

　今回は夏休み突入編で水着回。

　海のシーンというのは二巻の冒頭でちょっと先見せしましたが、さらなるパワーアップでお届けします！

　実は僕自身は泳ぐのも人混みも苦手なので、もう何年も海水浴なんてご無ぶ沙さ汰たしてます。そのせいでビーチの場面はいろいろ苦労したり……。




　さて、ファンレターでご質問をいただいたので、この場を借りて少し告知を。

『岸きし杯はい也や』としてはブログ、ツイッター、その他一切行っていません。

　もちろん本名ではいろいろやってますけど『岸杯也』というペンネームは作品を書くためだけ（それも今のところまだ『しゅらばら！』以外何の実績もナシ）のもの。ですから、この名前では他の活動はしない事に決めています。

　作者個人の人柄とか趣味とかは、作品を楽しむのには関係ないと思うんですよ。

　まあぶっちゃけ、作品は好きだったのに作者個人を知ってイメージを裏切られるという事はあっても、逆はあんまりないでしょ？

　だったら作者はあまり出しゃばらない方が賢明かなーと思いまして。

　今後、作品にとってプラスになると判断したら何かやる可能性はゼロではありませんけれど、現状ではそういう事です。

　そんな訳で僕個人は特にチャンネルを開いていませんので、ご意見ご要望がありましたらアンケートでも手紙でも編集部宛に送っていただければ幸いです。

　編集さんの目に触れた方が、イラストなんかにも反映されやすい訳ですしね。

（も一つオマケに言うと、感想や要求は遠慮せずに編集部に送りつけた方がいいですよ。個人的にネットに書いても作者や編集者の目に触れるとは限りませんし、だけど作り手サイドとしては読者の声は聞きたい訳ですしね）




　編集と言えば、毎度おなじみの勇者編集Ｋさん。

　残念ながら今回はそれほど強烈な武勇伝はありません。せいぜい『鈴りん音ねの出番がゼロだともったいないので、電話越しでもいいから登場させましょう』というアドバイスがあったくらいで。

　まあ、多分五巻ともなるとＫさんと僕の呼吸が合ってきたので、細々とした要求を出さなくても大丈夫という事なんでしょう。

　エピソードが面白いのであとがきでさんざんネタにしてますが、Ｋさんが『しゅらばら！』に大きく貢献しているのは間違いありません。

　一番最初の打ち合わせの時の事。

　どういう方向性にするか迷っていた僕に『やっぱりクライマックスは主人公の男の子が身体からだを張ってヒロインのために頑張らないといけませんよ！』と言ってくれたのがＫさんなのです。

　あの一言が『しゅらばら！』の進路を明確にしてくれたと言っても過言ではありません。

　まあ、その後も『白スクにしましょう』とか『揉もませましょう』とか『ガーターベルト着けましょう』とか素晴らしい助言をしてくれてる訳ですが。




　さて、次の六巻は夏休み後半編。

　ニヤニヤさせたりハラハラさせたり、少しでも皆様が楽しい気持ちになれる手助けができるよう頑張りますので、ご期待してお待ちください！


二〇一二年四月　　岸きし杯はい也や











　著者

　岸 杯也（きし・はいや）

　　ここに何を書けばいいか既にネタ切れで苦しみ、こんな事になるのなら最初から同じ写真とプロフィールで統一すればよかった激しく後悔している。

　　仕方がないのでとりあえず青く光ってみた。




　イラストレーター

　プリンプリン

　　先日、十数年ぶりに採血して

　　ようやく自分の血液型を知ることが出来ました。




　　代表作

　　ぷれいぶっ！（電撃文庫）　挿絵

















　　カバー・口絵・本文イラスト／プリンプリン

　　装丁／清水大輔（design CREST）











しゅらばら！５
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